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はじめに

(-)へ2)(3)(4)

江戸時代の武士の相続については､中田薫､石井且助､鎌田浩'服藤弘司氏等による優れた法制史研究の蓄積がある｡各氏は個々の論点での見解の相違は見られるものの､法制史研究の立場から'幕藩制国家が武士の相続にどのような法的な規制を設けたかという統制的側面の分析に中心的課題を置き､分析対象も大名､旗本･御家人'藩士等を

含めた武家法一般の問題を庶民法との対比において論じた点で共通している｡

しかし､幕府が大名統制に関して設けた法的な規制に限定してみると'武家諸法度以外には体系的な法整備はなされなかった点に異論はないであろう｡しかも'本稿の主題である大名相続に関する法令としては'慶安四年二六五1)1二月11日に伝達された末期養子の禁蔵和の条文が､天和三年(1六八三)七月発令の武家諸法度に採用され'以後に継承されたのみであり､同法皮にはこの条文以外に大名相続法に関する規定はない｡したがって'どのような方針のもとに幕府が大名の相続を許可'あるいは不許可にしたのかを総合的に理解するためには'実は幕府法令の分

(5)析のみでは不十分なのである｡

この点について'従来の法制史研究では'幕府法が大名の相続について特別な規定を設けていない点にあま-言及しないばかりか'大名'旗本･御家人'藩士の相続に本質的差異を認めず､大名の相続を武士相続一般の法規定のなかで論じることで､幕府法における大名相続法の欠如を補ってきた｡しかし､大名の相続は､将軍と個々の大名との主従関係に基づき'個々の実状に応じて政治的に決定される事柄であり'旗本･御家人､藩士の相続とは異なる大名相続に固有の問題'あるいは幕藩関係を究明する上での重要な問題を多く含んでいる｡大名相続の問題を武士相続一



般
の
問
題
と
し
て
論
じ
る
前
に
､
ま
ず
そ
れ
固
有
の
問
題
と
し
て
実
態
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

こ
の
よ
う
な
視
点
に
た
つ
研
究
と
し
て
は
'
鎌
田
浩
氏
が

｢主
従
関
係
の
実
態
､
支
配
構
造
と
職
務
規
律
､
藩
財
政
'
家
族
親
族
倫
理

等
々
の
､
法
制
を
と
り
ま
く
諸
条
件
と
の
関
連
的
認
識
な
し
に
単
に
法
規
定
そ
の
も
の
だ
け
を
紹
介
す
る
の
で
あ
っ
て
は
歴
史
的
研
究
と

(6
)

は
い
え
な
い
｣
と
の
観
点
か
ら
､
中
田
家
族
法
史
学
の
再
検
討
を
試
み
'
｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
の
総
点
検
を
進
め
た
が
､
旗
本
等
の
デ

ー
タ
も
含
む
分
析
で
あ
る
た
め
､
大
名
相
続
独
自
の
実
態
分
析
と
い
う
点
で
は
､
な
お
十
分
な
も
の
と
は
言
い
牲
い
と
思
わ
れ
る
｡

そ
こ
で
本
稿
で
は
'
法
制
史
研
究
で
の
多
大
な
成
果
に
学
び
つ
つ
も
'
さ
ら
に
大
名
相
続
の
実
態
を
追
究
す
る
こ
と
で
'
大
名
相
続
上

の
固
有
の
問
題
点
と
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
'
そ
の
後
の
課
題
と
な
る
政
治
史
的
分
析
を
お
こ
な
う
上
で
の
基
礎
作
業
と
し
た
い
｡
分

析
の
対
象
と
す
る
期
間
は
､
と
-
あ
え
ず
近
世
前
期
と
し
て
慶
長
八
年

(
1
六
〇
三
)
に
徳
川
家
腕
が
初
代
将
軍
に
就
任
し
て
か
ら
､
五

(7
)

代
将
軍
徳
川
綱
吉
が
没
す
る
前
年
の
宝
永
五
年

(
一
七
〇
八
)

ま

で
の
一
〇
六
年
間
を
扱
う
こ
と
に
す
る
｡
こ
の
間
の
家
門

･
外
様

･
譜

代
を
含
め
た
大
名
の
デ
ー
タ

一
二
八
八
件
の
う
ち
'
慶
長
八
年
以
前
に
相
続
を
受
け
た
初
代
大
名
の
デ
ー
タ
は
除
外
さ
れ
る
の
で
'
実
際

(8
)

の
相
続
件
数
は
九
九
七
件
と
な
る
｡
デ
ー
タ
は
基
本
的
に

｢寛
政
重
修
諸
家
譜

｣

の
内
容
に
依
拠
し
た
た
め
､
以
下
に
お
い
て
同
番
を
出

典
と
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
'
註
付
け
を
省
略
し
た
点
を
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
0

第

〓
早

武
士
の
相
続
に
関
わ
る
用
語

本
節
で
は
'
具
体
的
な
デ
ー
タ
分
析
に
入
る
前
に
､
武
士
の
相
続
に
関
わ
る
用
語
の
整
理
を
し
て
お
き
た
い
｡
ま
ず
､
進
土
産
幹
氏
は
'

(9
)

武
士
の
相
続
に
関
わ
る
用
語
を
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
｡

ツ
グ

ツ
グ

江
戸
時
代
､
大
名
の
相
続
人
が
､
父
存
生
の
う
ち
に
相
続
す
る
の
を

｢封
を

襲

｣

と
い
い
､
父
死
亡
の
後
の
相
続
を

｢近
親
を

継

｣

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
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四

と
い
っ
て
い
た
｡
本
論
文
に
お
い
て

｢遺
領
相
続
｣
と
い
う
の
は
後
者
を
指
す
｡
な
お
'
万
石
以
下
に
お
い
て
は
'
前
者
を

｢家
を

継
｣
､
後
者
を

｢遺
跡
を
継
｣
と
い
う
｡

進
士
氏
が
右
の
見
解
を
導
き
出
す
素
材
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る

｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
の
記
載
を
み
る
と
'
い
く
つ
か
の
例
外
が
あ
る

(10
)

も
の
の
､
お
お
よ
そ
右
の
原
則
=

大
名
の
生
前
相
続
は

｢襲
封
｣
､
死
後
相
続
は

｢退
領
相
続
｣
､
万
石
以
下
の
旗
本

･
御
家
人
の
生
前
相

続
は

｢家
継
｣
'
死
後
相
続
は

｢遺
跡
相
続
｣
が
確
認
で
き
る
｡

(‖
)

し
か
し
､
近
世
前
期
に
作
成
さ
れ
た

｢江
戸
幕
府
日
記

｣
を

見
る
と
'
右
の
原
則
は
確
認
で
き
な
い
｡
第
1
表
は
､
寛
永
八
年

(七
月

か
ら
一
二
月
は
欠
)
･
同
九
年

･
同

1
0
年
の

｢江
戸
幕
府
日
記
｣
か
ら
'
継
月
御
礼
の
記
事

(跡
式
許
可
を
含
む
)
を
ま
と
め
た
も
の
で

(12
)

あ
る
｡
そ
の
う
ち
､
津
軽
氏
の
記
述
を
具
体
的
に
引
用
す
る
と
､
次
の
よ
う
で
あ
る
｡

一
'
津
軽
兵
歳
'
亡
父
越
中
守
遺
跡
相
続
御
礼
進
物
銀
鱈

憎
､
同
万
苦
御
礼
'
次
家
老
五
人
御
目
見
'
脇
差

一
腰
国
俊

津
軽
越
中
守
信
枚
が
寛
永
八
年

二
六
三
こ

一
月

一
四
日
に
四
六
歳
で
没
L
t
同
年
四
月

一
日
に
嫡
子
兵
蔵
信
義

(母
は
家
康
養
女

(13
)

菓
縦
院

･
松
平
康
元
の
娘
'

一
三
歳
)
が
将
軍
に
目
見
え
し
て

｢遺
跡
相
続
｣
の
御
礼
進
物
を
献
上
L
t
同
母
弟
万
苦

二

二
歳
)､
家
老

五
人
も
将
軍
へ
の
目
見
え
を
果
た
し
'
進
物
を
献
上
し
た
｡
津
軽
氏
は
四
万
七
〇
〇
〇
石
の
大
名
な
の
で
'
進
土
成
に
従
え
ば

｢遣
領
｣

と
あ
る
べ
き
だ
が
'
史
料
で
は

｢遺
跡
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
そ
の
他
の
大
名
で
は
'
校
倉
氏

･
大
田
原
氏
の
場
合
も
同
様
に

｢遺
跡
｣
と

記
さ
れ
て
い
る
｡

第
1
表
で
は
寛
永

1
0
年
に

｢遺
領
｣
の
使
用
が
見
ら
れ
る
が
､
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
.

一
､
長
谷
川
式
部
少
遺
領
､
子
息
縫
殿
助
被

仰
付
､
進
物
金
三
枚
､
亡
父
式
部
遺
物
茶
壷
井
花
入
上
之
'
同
兵
助
御
礼
黄
金
壱
枚

進
上
之

長
谷
川
式
部
少
輔
守
知
は
､
寛
永
九
年

1
1
月
二
六
日
に
六
四
歳
で
没
し
､
退
領
美
濃
国
内

1
万
石
余
は
嫡
子
縫
殿
助
正
尚
に
七
〇
〇
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年 月 日 相 続 人 氏 名 理 由 領 地

用語寛永8年2月6日 秋田河内守俊季 (34) 父実李の配流 常陸宍戸50

,(X氾 跡式3月21日 高木肥前守正成 (45) 父正次没 (68)

河内丹南10,00 跡目4月1日 津軽兵蔵宿菟 (13) 父倍枚没 (4

6) 陸奥津軽47,000 追跡4月1日 宮原右京晴克 (25) 父

義久没 (54) 下野足利領1.140 追跡4月1ー】 山名主殿矩豊 (12

) 父豊政没 (60) 但馬七味郡内6.700 追跡4月11日 松倉長

門守勝家 (35) 父重政没 (?) 肥前島原43,000 追跡4月11日 大田庶左兵衛政清 (20) 父晴清没 (65) 下野大田原12.400 跡式

5月20日 大田原掃部政継 (ll) 父増清没 (62) 下野森田1.5(氾 追跡

寛永9年6月28日 池田新太郎光政 (24) 甥光仲の幼少 備前岡山320.

000 国替6月28日 池田勝五郎光仲 (3) 父忠雄没 (31) 因幡鳥

取320,000 国替8月28日 池田出雲守長骨 (24) 父長幸没 (46)

備中松山65,000 跡目8月28日 遠藤伊勢守康利 (24) 養父慶隆没

(83) 美濃郡上八幡27,000 跡目8月26日 佐久間三五郎安次 (3

) 父安長没 (22) 信濃飯山30,(X氾 跡目8月26日 最上源五郎義

智 (2) 父義俊没 (26) 近江蒲生郡内5.000 跡目8月26日 柴田

三左衛門勝興 (21) 父勝重没 (36) 上野武蔵内2,520 跡目8月28日 本多主税助政迷 (20) 養父息純没 (46) 下

野皆川28,000 跡目8月28日 真田長兵衛幸政 (?) 父倍政没

(86) 甲斐国内3.000 追跡8月28日 真田内蔵助倍勝 (?) 同上

甲斐国内1.㈱ 逝跡9月1日 牧野晴兵衛正宋 (?) 父正成没

(60) 近江国内1,610 跡目9月1日 大久保新八郎康任 (ll)

父康相投 (49) 上野.相模国他1,800 跡目9月1.日 飯田助九

郎直重 (32) 父重次没 (61) ?700 跡E]9月1日 平岩六歳正

信 (10) 父正次没 (41) 上野 .相模国他800 跡目11月1日 浅野

安芸守光巌 (16) 父長居没 (47) 安芸広島426.500 -11月1日 浅野内匠頭長直 (23) p父長盛没 (45) 常陸笠間53,500 -

-.11月1日 浅野因幡守長治 (19) 父長戊没 (47) 備後三次50.0

00 -11月1日 南部山城守蛮煎 (27) 父利耐受 (57) 陸奥盛

岡100.∝氾 -寛永10年2月4日 高木九助正則 (28) 父正納没 (

65) 武蔵忍1,900 追跡2月25日 松平佐渡守康直 (17)

父細長没 (71) 信濃松本70.000 逝領2月25日 長谷川縫殿助正尚 (?)
父守知没 (64) 美濃国内7.(X氾 迫領3月5日 九鬼大和守久隆 (1

6) 父守隆没 (00) 扱浄三m36.000 迫領3月5日 九鬼式部隆

季 (26) 父守隆没 (60) 丹波綾部20,∝巾 迎領11月30日 神尾刑部少輔守勝 (35) 父守世没 (00) 上総下総国内3

.010 跡目11月30日 加藤彦右術門正之 (20

) 父正次没 (68) 武蔵国他2.000 跡目11月30日 西尾主水盛故 (13) 父氏致没 (42) 美濃国内5.000 跡目

11月30日 鵜殿新三郎長好 (?) 父起直没 (?) 常陸国内1.αX
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六

〇
石
､
弟
兵
助
守
勝
に
三
二

〇
石
余
の
分
知
と
な
っ
た
｡
万
石
以
下
の
相
続
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
史
料
上
に
は

｢遺
領
｣
と
あ
る
｡
こ

の
場
合
'
領
知
高
の
総
和
が

一
万
石
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
だ
が
'
｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
で
は
該
当
箇
所
を

｢遺
跡
を
継
｣
と
記

し
て
い
る
の
で
､
進
士
説
に
従
え
ば

｢遺
跡
｣
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
よ
う
に
'
｢江
戸
幕
府
日
記
｣
で
は
､
｢遺
領
｣
｢遺
跡
｣
'
さ
ら
に

｢跡
目
｣
｢跡
式
｣
等
も
明
確
な
区
別
な
-
使
用
さ
れ
て
い
る
｡

こ
う
し
た
状
況
を
変
化
さ
せ
る
画
期
と
し
て
'
幕
府
が
寛
永
二
1
年

(
〓
ハ
四
四
)
に
編
纂
し
た

｢寛
永
諸
家
系
図
伝
｣
の
影
響
が
想
定

で
き
る
が
､
結
論
的
に
は
同
書
の
編
碁
後
も

｢江
戸
幕
府
日
記
｣
の
記
載
様
式
に
変
化
は
見
ら
れ
な
い
｡
参
考
ま
で
に
､
そ
の
一
例
を
示

し
て
お
こ
う
｡

(正
保
二
年
)
五
月
廿

一
日

一
'
皆
川
山
城
守
死
去
二
付
而
'
遺
言
之
通
'
後
遺
跡
壱
万
三
千
石
惣
領
又
三
郎
'
五
千
石
二
男
又
七
郎
被
下
之
旨
､
上
意
之
趣
老
中

被
伝
之

正
保
二
年

(
l
六
四
五
)
二
月
五
日
'
皆
川
山
城
守
隆
庸

(
一
万
八
〇
〇
〇
石
)
が
六
五
歳
で
没
L
t
五
月
二
一
日
に
遺
言
通
り
嫡
子
又

三
郎
成
郷
に
一
万
三
〇
〇
〇
石
､
弟
又
七
郎
秀
隆
に
五
〇
〇
〇
石
が
分
知
さ
れ
る
旨
の
上
意
の
伝
達
が
あ
っ
た
｡
こ
こ
で
は

｢遺
跡
｣
と

あ
る
が
'
｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
の
該
当
箇
所
で
は

｢遺
領
を
継
｣
と
あ
る
｡
同
様
に
､
同
年
の

｢江
戸
幕
府
日
記
｣
で
は
本
多
重
能

(越
前
丸
岡
)'
前
田
綱
紀

(加
賀
金
沢
)
な
ど
の
大
名
の
相
続
も

｢遺
跡
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
つ
ま
り
､
死
後
相
続
に
関
し
て
､
｢万
石
以

上
は
遺
領
'
万
石
以
下
が
遺
跡
｣
と
い
う
用
法
は
'
少
な
く
と
も
近
世
前
期
の
史
科
上
の
用
法
と
し
て
確
立
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
の

で
あ
る
｡

そ
れ
で
は
､
生
前
相
続
に
お
け
る

｢襲
封
｣
と

｢家
継
｣
の
用
法
の
区
別
は
ど
う
だ
ろ
う
か
｡
｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
で
は
'
確
か
に

大
名
が

｢致
仕
｣
し
た
際
の
相
続
は

｢封
を
襲
｣､
万
石
以
下
は

｢家
を
継
｣
と
記
し
て
い
る
｡
た
と
え
ば
'
万
治
元
年

二
六
五
八
)
九



月
七
日
に
土
井
利
隆
が
致
任
し
'
嫡
子
利
重
が
相
続
し
た
事
例
で
は
'
｢万
治
元
年
九
月
七
日
封
を
襲
'
十
万
石
を
領
す
｣
と
あ
る
｡

し
か
し
､

1
万
で
同
書
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
散
見
さ
れ
る
｡
同
じ
土
井
氏
の
例
で
示
し
て
み
よ
う
｡

正
保
元
年
九
月
朔
日
退
領
を
継
､
十
三
万
五
千
石
を
領
し
､
こ
の
日
弟
八
助
利
長
'
七
助
利
房
に
を
の
く

一
万
石
'
虎
之
助
利
直

に
五
千
石
を
分
ち
あ
た
ふ
｡
九
日
弗
封
を
謝
す
る
の
と
き
'
家
臣
三
人
御
前
に
侯
す
｡

こ
れ
は
正
保
元
年

(
1
六
四
四
)
七
月
七
日
に
､
土
井
利
勝
が
七
二
歳
で
死
去
し
た
た
め
'
嫡
子
利
隆
が
相
続
し
た
際
の
記
述
で
あ
る
｡

こ
れ
を
み
れ
ば

｢封
を
襲
｣
､
つ
ま
り

｢襲
封
｣
は
必
ず
し
も

｢父
が
存
生
の
う
ち
に
相
続
す
る
｣
場
合
の
み
に
使
わ
れ
る
用
語
で
は
な

く
'
死
後
相
続
を
も
含
め
た
大
名
の
相
続
を
広
く
意
味
す
る
用
法
が
あ
り
､
進
士
説
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
よ
う
｡

そ
こ
で
､
｢江
戸
幕
府
日
記
｣
に
お
け
る
生
前
相
続
の
記
述
を
引
用
し
て
み
た
い
｡

一
'
松
平
肥
前
守
隠
居
仕
度
之
旨
累
年
依
訴
訟
､
今
日
肥
前
守

･
筑
前
守
'
御
前
へ
被
召
出
之
､
心
次
第
可
有
与
奪
之
旨
､
肥
前
守

へ
披
仰
出
之
､
則
如
望
領
知
配
分
被
仰
付
之
'
所
謂

八
拾
万
石

筑
前
守

拾
万
石

淡
路
守

七
万
石

飛
騨
守

廿
弐
万
石

肥
前
守
云
々

寛
永

一
六
年

(
一
六
三
九
)
六
月
二
〇
日
に
加
賀
金
沢
藩
主
前
田
肥
前
守
利
骨

(四
七
歳
)
の
隠
居
願
い
が
許
さ
れ
､
将
軍
に
御
前
拝
謁

L
t
望
み
通
り
'
筑
前
守
光
高
に
八
〇
万
石
､
淡
路
守
利
次
に
一
〇
万
石
'
飛
騨
守
利
治
に
七
万
石
､
隠
居
領
に
二
二
万
石
の
領
地
配
分

に
な
っ
た
と
あ
る
｡
｢江
戸
幕
府
日
記
｣
の
生
前
相
続
の
記
述
で
は
､
分
知
な
ど
に
よ
る
領
地
配
分
の
問
題
が
な
い
場
合
に
は

｢隠
居
｣

許
可
の
記
述
が
あ
る
だ
け
な
の
で
'
｢家
継
｣
｢襲
封
｣
に
相
当
す
る
用
語
を
同
日
記
の
な
か
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

(14
)

次
に
'
｢寛
永
諸
家
系
図
伝
｣
を
見
る
と
'
万
石
以
上

･
以
下
'
生
前
相
続

･
死
後
相
続
に
関
わ
ら
ず
'
｢家
督
を
つ
ぐ
｣
と
し
た
も
の

が
多
く

死
後
相
続
の
場
合
は

｢遺
跡
を
つ
ぐ
｣
と
し
た
も
の
も
見
ら
れ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
こ
こ
で
も
進
士
氏
の
い
う

｢溺
封
｣
｢家

継
｣
の
区
別
は
確
認
で
き
な
い
｡

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

七



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
年
)

八

参
考
ま
で
に
､
r日
葡
辞
書
｣
で
相
続
に
関
す
る
用
法
を
探
し
て
み
る
と
'
｢家
督
｣
は

｢家
を
譲
る
こ
と
｣
'
｢跡
目
｣
は

｢後
継
者
'

あ
る
い
は
相
続
人
'
ま
た
遺
産
｣
'
｢跡
式
｣
は

｢遺
産
と
し
て
残
る
財
産
'
田
地
｣
､
｢遺
跡
｣
は

｢人
の
跡
に
残
る
も
の
'
た
と
え
ば
家

財
な
ど
｣
と
説
明
し
て
い
る
｡
｢遺
領
｣
｢襲
封
｣
｢家
継
｣
の
説
明
は
同
.書
に
は
見
え
な
い
の
で
'
こ
の
三
つ
は
近
世
的
な
用
法
で
あ
る､

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
O
実
際
に
江
戸
時
代
の
史
料
を
あ
た
っ
て
み
る
ij
､
｢家
督
｣
｢跡
式
｣
｢跡
目
｣
｢遺
領
｣
｢遺
跡
｣
は
あ
ま
り
厳

密
な
区
別
を
せ
ず
使
用
さ
れ
て
い
る
｡
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
用
語
は
'
江
戸
時
代
に
厳
密
な
区
別
な
く
使
用
さ
れ
て
い
た
の
が
実
態
で
は

な
か
ろ
う
か
｡

要
す
る
に
､
｢家
継
｣
｢襲
封
｣
｢遺
跡
｣
｢遺
領
｣
の
区
別
は
､
江
戸
時
代
を
通
じ
て
の
原
則
で
は
な
い
｡
寛
政
年
間

二
七
八
九
-
1

八
〇
一
)
に
編
纂
さ
れ
た

｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
に
示
さ
れ
た
原
則
が
､
江
戸
時
代
の
い
つ
頃
か
ら
原
則
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

(15
)

た
か
を
確
定
す
る
作
業
を
今
後
の
課
題
と
し
て
残
す
が
'
現
時
点
で
は

｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
を
記
述
す
る
上
で
の
基
本
的
原
則
で
あ
っ

た
と
限
定
的
に
理
解
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
｡

右
の
よ
う
な
史
料
上
の
用
法
を
前
提
と
し
た
上
で
､
法
制
史
研
究
に
お
け
る
用
法
を
確
認
し
て
お
こ
う
｡
ま
ず
'
石
井
良
助
氏
は
相
続

の
原
因
に
は
死
亡
と
隠
居
と
が
あ
る
と
し
た
上
で
'
死
亡
に
よ
る
相
続
を
遺
跡
相
続
､
隠
居
に
よ
る
相
続
を
家
督
相
続
と
呼
ん
だ
が
'
退

(16
)

跡
相
続
は
さ
ら
に
'
旗
本
の
場
合
に
は
跡
目
相
続
､
大
名
の
場
合
に
は
退
領
相
続
と
称
し
た
'
と
説
明
し
た

｡

中
田
薫
氏
は
'
封
禄
相
続
の
開
始
原
因
は
被
相
続
人
の
隠
居
と
死
亡
の
二
つ
で
あ
-
'
隠
居
に
因
る
相
続
を
家
督
相
続
と
云
い
､
死
亡

に
因
る
も
の
を
跡
目

(跡
式
､
万
石
以
上
は
逝
領
)
相
続
と
云
い
'
名
称
上
は
区
別
し
て
居
た
が
'
事
実
に
於
て
は
'
共
に
封
禄
相
続
た
る

(17
)

こ
と
に
於
て
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
､
と
説
明
し
た
｡

服
藤
弘
司
氏
は
'
中
田
氏
の
説
を
受
け
て
'
武
士
相
続
の
開
始
原
因
は
被
相
続
人
の
隠
居
と
死
亡
の
二
つ
が
あ
-
､
幕
府
法
上
で
は
前

(t8
)

者
を
家
督
相
続
､
後
者
を
跡
目
相
続
と
称
し
､
後
者
は
な
お
'
跡
式

･
跡
職
以
外
､
継
目

(次
目
)
相
続
な
る
語
も
多
く
用
い
ら
れ
た
､



(19
)

と
指
摘
し
た
｡
つ
ま
り
､
服
感
説
で
は
万
石
以
上

･
万
石
以
下
と
い
う
区
別
を
せ
ず
､
武
士
相
続

一
般
の
問
題
と
し
て
､
生
前
相
続
を
家

督
相
続
､
死
後
相
続
を
跡
目
相
続
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
｡

参
考
ま
で
に
t
r古
事
類
苑
｣
政
治
六
三
で
は

｢
1
大
名
方
'
御
旗
本
､
死
後
の
家
相
続
者
､
退
跡
と
唱
え
､
存
命
之
内
家
相
続
者
'

家
督
と
唱
え
候
事
｣
と
説
明
が
あ
る
｡
こ
こ
で
は
'
大
名

･
旗
本
の
区
別
な
-
､
死
後
相
続
は

｢退
跡
｣
､
生
前
相
続
は

｢家
督
｣
と
小

う
理
解
を
示
し
て
い
る
｡

以
上
の
諸
説
を
整
理
す
る
と
'
第
2
表
の
よ
う
に
な
る
｡
生
前
相
続
に
関
し
て
は
進
士
民
以
外
は

｢家
督
相
続
｣
と
す
る
点
で
共
通
す

第2表 武士相続に関する用法

.生前相続 (隠居) 死後相続 (死亡

)万石以上 万石以下 万石以上

万石以下進 士 説 僻封 ･家継 逝領 追跡

石 井 説 家 督 追 跡
--盛葡一一T--蕗自一丁

中 田 説 家
督 跡目(跡式)近親 T

服 藤 説 家 督跡目(跡式.継目)

古事類苑家督退跡

る
が
､
死
後
相
続
に
関
し
て

は
か
な
-
用
法
に
違
い
が
あ
る
｡
そ
こ
で
'
こ
れ
ま
で
の
論
点
を
踏

ま
え
た
上
で
'
次
章
以
下
で
使
用
す
る
用
語
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
盤
理
し
て
お
き
た
い
｡

ま
ず
､
進
士
説
で
は
生
前
相
続

･
死
後
相
続
に
つ
い
て
万
石
以
上

･
以
下
の
区
別
を
用
い
て
整

理
し
た
点
で
優
れ
て
い
る
が
､
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に

｢袈
封
｣
は

｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
に
お

い
て
も
生
前
相
続

･
死
後
相
続
の
両
方
で
の
用
法
が
確
認
さ
れ
る
の
で
､
こ
れ
を
生
前
相
続
に
限

定
す
る
進
士
氏
の
理
解
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
｡
｢襲
封
｣
(封
を
熊
ぐ
)
は
'
｢生
前
相
続

･
死

後
相
続
を
含
め
た
大
名
の
相
続
｣
と
広
-
理
解
す
か
の
が
適
切
で
あ
り
､
本
稿
で
も
そ
の
正
味
に

お
い
て
使
用
す
る
｡
し
か
し
､
現
時
点
で
は
万
石
以
上

･
以
下
の
区
別
を
示
す
生
前
相
続
の
適
切

な
用
法
を
兄
い
だ
せ
な
い
た
め
､
石
井
説
以
下
で

一
致
し
て
い
る

｢家
督
相
続
｣
(家
母
を
継
ぐ

)

を
万
石
以
上

･
以
下
の
区
別
な
し
に
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
｡

･

死
後
相
続
に
つ
い
て
は
､
｢跡
目
｣
｢跡
式
｣
｢迫
領
｣
｢退
跡
｣
相
続
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
史

料
上
の
用
法
と
し
て
見
ら
れ

る
｡
そ
こ
で
､
歴
史
研
究
上
の
用
法
と
し
て
は
､
死
後
相
続
で
あ
る

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
年
)

こ
と
が
明
瞭
で
あ
り
t
か
つ

｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
で
原
則
化
さ
れ
て
い
る

｢
万
石
以
上
は
遺
領
相
続
､
万
石
以
下
は
遺
跡
相
続
｣
と
区

別
す
る
進
士
説
を
継
泉
す
る
こ
と
は
､
大
名
相
続
の
問
題
点
を
整
理
す
る
上
で
利
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
そ
こ
で
'
大
名
の
死
後
相
続

B空

は

｢遺
領
相
続
｣
(遺
領
を
継
ぐ
)'
万
石
以
下
の
旗
本

･
御
家
人
の
相
続
は

｢遺
跡
相
続
｣
(遺
跡
を
継
ぐ
)
を
用
い
る
こ
と
に
す
る

｡

註

(は
じ
め
に

第

一
章
)

(-
)
中
田
薫

r法
制
史
論
集
j
第

1
巻

(岩
波
書
店
'

一
九
二
六
年
)0

(2
)
石
井
良
助

r日
本
相
続
法
史
｣
(創
文
社
､

一
九
八
〇
年
)
｡

(3
)
鎌
田
浩

r幕
藩
体
制
に
お
け
る
武
士
家
族
法
｣
(成
文
堂
'

1
九
七

〇
年
)
｡

(4
)
服
藤
弘
司

r相
続
法
の
特
質

幕
藩
体
制
国
家
の
法
と
権
力
V
J

(創
文
社
'

一
九
八
二
年
)
｡
な
お
'
武
士
相
続
法
の
研
究
史
に
つ

い
て
は
､
同
書
第

一
章

｢武
士
相
続
法
｣
第

一
節

｢序
説
｣
に
優

れ
た
整
理
が
あ
る
の
で
､
参
照
し
て
ほ
し
い
｡

(5
)
中
田
薫
氏
を
は
じ
め
法
制
史
研
究
で
は
'
こ
れ
を
補
う
史
料
と
し

て
､
服
忌
令
や
諸
大
名
か
ら
提
出
さ
れ
た

一
件
願
書
な
ど
の
史
料

を
用
い
て
い
る
が
'
断
片
的
な
分
析
に
止
ま
る
点
は
否
め
な
い
で

あ
ろ
う
｡

(6
)
鎌
田
活

r幕
藩
体
制
に
お
け
る
武
士
家
族
法
｣
｢は
し
が
き
｣
'
お

よ
び
第
二
章
第

一
節

｢幕
解
法
を
中
心
と
し
て
み
た

一
般
的
詫
間

題

｣
｡

(7
)
綱
書

は
宝
永
六
年

二

七
〇
九
)

一
月
に
死
去
す
る
が
'
同
五
年

1
二
月
二
七
日
に
肥
前
平
戸
新
田
洋

1
万
石
の
松
浦
郭
が
四
歳
で

遺
領
相
続
を
認
め
ら
れ
た
後
は
､
同
六
年
四
月
ま
で
大
名
相
続
の

事
例
は
見
ら
れ
な
い
｡
そ
の
た
め
'
慶
長
八
年
か
ら
宝
永
五
年
ま

で
の
デ
ー
タ
は
'
家
康
か
ら
綱
吉
期
の
大
名
相
続
を
網
羅
す
る
も

の
で
あ
る
｡

(8
)
高
柳
光
寿

･
岡
山
泰
四
･
斉
木

一
馬
編

｢新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
｣

第

一
-
二
二
巻

(続
群
書
類
従
完

成
会
､

一
九
六

四
-
六

年
)｡

(9
)
進
土
屋
幹

｢近
世
に
お
け
る
遺
産

相
続
上
の
諸
間

窺
｣
(
r

国
史
学
]

五
七
､

7
九
五
二
年
､
後
に

r近
世
武
家
社
会
と
諸
法
度
｣
学
陽

書
房
､

一
九
八
九
年
所
収
'
三
三
頁
)｡

(10
)
松
前
氏
を
は
じ
め
三
六
件
の
大
名
相
続
で

｢遺
領
｣
と
あ
る
べ
き

と
こ
ろ
を

｢遺
跡
｣
と
記
述
し
た
も
の
が
あ
る
｡

(11
)
姫
路
市
立
図
書
館
酒
井
家
文
書

(国
文
学
研
究
資
料
館

･
史
料
館



所
蔵
写
真
版
を
利
用
)0

(12
)
寛
永
八
年
に
は
'
津
軽
信
義

･
加
藤
明
成

･
秋
田
俊
季

･
鳥
居
息

房

･
保
科
正
之

･
池
田
重
政

･
松
倉
勝
家

･
高
木
正
成

･
大
田
原

政
清
の
九
名
の
相
続
が
あ
っ
た
が
'
そ
の
う
ち
津
軽

･
秋
田

･
高

木

･
松
倉

･
大
田
原
氏
分
の

確認
が
で

きる
の

みな
の

で､
｢江
戸

幕
肘
日
記
｣

に
相
続
記
事

の全体
が
網
羅さ
れ
てい
るわけ
で
は

な

い｡

(13
)
の
ち
正
保
二
年

1
二
月
二
八
日
に
旋
米
三
〇
〇
俵
で
幕
府
小
姓
組

に
召
出
さ
れ
'
塩
安
三
年
九
月
三
日
に
は
酉
の
九
番
院
番
に
転
じ
､

明
暦
二
年
二
月
二
日
に
侶
益
の
退
領
の
う
ち
五
〇
〇
〇
石
を
分
知

さ
れ
寄
合
に
列
し
､
臆
米
は
収
公
さ
れ
た

(r寛
政
韮
修
諸
家
譜
J

巻
七
二
五
)｡

(
1

)

続
群
昏
類
従
完
成
会

r兜
永
諸
家
系
図
伝
｣
節

1
-
節

1五

(
1

九
八
〇
-
九
四
年
)0

(
1
)
文
政

1
1
年

,(
1
人
二
八
)
正
月

1
六
日
奥
右
筆
片
山
鎌
書
が
､

父
隠
居
は
家
督
'
父
死
後
は
跡
目
と
あ
る
が
'
万
石
以
上

･
御
日

見
以
下
に
差
別
が
あ
る
か
ど
う
か
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
､
万
石
以
上

は

｢遺
領
｣
と
の
返
答
を
受
け
て
い
る
｡
寛
政
以
降
で
も
'
幕
府

右
筆
に
お
い
て
す
ら
明
確
に
こ
の
区
別
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た

(中
田
嘉

r徳
川
時
代
の
文
学
に
見
え
た
る
私
法
｣
岩
波
書
店
､

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

一
九
八
四
年
'

一
八
五
頁
)｡

(16
)
石
井
良
助

｢長
子
相
続
制
｣
(r法
律
学
大
系
節
二
部

･
法
学
理
論

茄
糾
し
日
本
評
論
社
'

]
九
五
〇
年
)
'
の
ち

r日
本
相
続
法
史
｣

所
収
'
七
四
室

｡
た
だ
し
､
石
井
氏
は

｢追
跡
相
続
も
家
督
打
続

も
尖
は
相
続
で
は
な
く
'
封
禄
の
再
給
に
外
な
ら
な
い
｣
と
も
指

摘
し
て
い
る
｡

(17
)
中
田
茄

｢徳
川
時
代
の
家
督
相
続
法
｣
r法
制
史
論
典
J
約

1
巻
､

五
二
九
頁
｡

(18
)
筆
者
の
管
見
で
は
､
｢継
目
｣
｢次
En
L
｢紋
日
｣
が
使
わ
れ
て
い
る
｡

(19
)服
藤
弘
司

r相
続
法
の
特
質
｣
二
三

一
頁
'
二
四
五
東
証
-
｡

(20)
大
名
家
臣
の
相
続
に
つ
い
て
は
'
各
洋
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
串
冊

が
異
な
り
'-個
別
の
検
討
を
必
要
と
す
る
の
で
'
こ
こ
で
は
ふ
れ

ず
'
今
後
の
課
題
と
し
た
い
｡



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
年
)

第
二
章

遺
領
相
続
と
家
督
相
続

第

一
章
で
整
理
し
た
よ
う
に
'
大
名
の
相
続
に
は
､
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ
る
退
領
相
続
と
被
相
続
人
の
隠
居
に
よ
る
家
督
相
続
の
二

つ
が
あ
っ
た
が
'
こ
の
二
形
態
は
､
大
名
の
相
続
に
お
い
て
同
等
の
価
値
基
準
が
与
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
｡
第
3
表
は
'
慶
長

八
年

二
六
〇
三
)
か
ら
宝
永
五
年

(
1
七
〇
八
)
ま
で
の
間
に
'
隠
居
し
た
大
名
の
年
代
順

1
覧
表
で
あ
る
.
隠
居
の
総
数
は

一
六
三
件

で
'
相
続
全
体

(九
九
七
件
)
に
占
め
る
割
合
は
約

一
六
パ
ー
セ
ン
ト
､
大
名
全
体
で
は
約

一
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
｡
逆
に
い
え

ば
'
遺
領
相
続
は
八
三
五
件

(八
四
パ
ー
セ
ン
ト
)
で
あ
り
'
数
量
的
に
家
督
相
続
よ
り
も
優
位
を
占
め
て
い
た
｡

こ
の
こ
と
は
'
将
軍
か
ら
与
え
ら
れ
た
領
知
に
も
と
づ
き
奉
公
す
る
と
い
う
主
従
関
係
の
も
と
に
あ
る
大
名
に
と

っ
て
'
い
わ
ば
当
然

の
こ
と
で
あ
っ
た
｡
領
知
を
得
て
い
る
以
上
'
命
の
続
く
限
り
将
軍
に
奉
公
す
る
の
が
大
名
の
義
務
で
あ
り
､
そ
れ
を
存
生
中
に
放
棄
す

る
隠
居
の
形
態
は
好
ま
し
い
も
の
と
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
｡
こ
の
主
従
意
識
こ
そ
が
'
大
名
の
相
続
に
お
い
て
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ
る

退
領
相
続
の
形
態
に
優
位
性
を
与
え
て
い
た
根
本
的
な
理
由
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

退
領
相
続
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
の
手
続
き
と
し
て
は
､
享
保
初
年
ま
で
は
急
養
子

(末
期
養
子
)
ま
た
は
分
知
願
い
の
場
合
を
除
き
､

被
相
続
人
が
末
期
に
臨
ん
で
跡
目
願
い
を
出
す
必
要
は
な
-
､
既
に
届
け
出
て
い
る
嫡
子
に
遺
領
の
相
続
が
認
め
ら
れ
た
｡
被
相
続
人
の

死
亡
日
か
ら
お
お
よ
そ
三
ケ
月
以
内
に
相
続
人
は
将
軍
に
拝
謁
L
t
遣
領
の
相
違
な
い
相
続
､
あ
る
い
は
分
知
を
許
さ
れ
'
被
相
続
人
の

造
物
と
相
続
許
可
に
対
す
る
礼
物
を
献
上
し
た
｡
た
だ
し
､
幼
少
相
続
の
場
合
に
は
､
将
軍
へ
の
目
見
え
を
必
要
と
し
な
い
場
合
も
あ
る

T
こ

た
め

'

将
軍
の
目
見
え
は
必
ず
し
も
相
続
の
要
件
で
は
な
か
っ
た
｡
急
養
子
願
い
'
分
知
願
い
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
'
将
軍
の
拝
謁
を

済
ま
せ
る
ま
で
に
三
ケ
月
以
上
の
長
い
時
間
を
要
し
た
事
例
が
多
い
が
'
こ
の
問
題
は
次
章
以
下
で
改
め
て
検
討
す
る
｡



第3表-1 大名隠居一覧 (阜代順)

隠T.I;-舛jHl -m-叶や 氏 r1 隠 享受 官i 地
石 高堤を1之09 1604 藤井松 平イ請- 66 86 常 陸

土細 35,(X)0堤を滋100628 1605 前凹利 -Li 44 53
加賀前 EIT 1.2(札CKX)髄土主10 1605 大関Y

f糊 30 32 下野隷毛羽 20.000駁1壬12 1607
銅 山ilJI茂 70 81 肥前佐賀 357.036収ま長1607 1611 徳永対 日 63 64 美濃高密i 50

,673JH滋16? 1611 村上軒i勝 62 99 越後村上
90,似 )元和01 1615 大村}.{TIII 47 4

8 肥前大村 27.900元 利01 1615 綴 m土壬名産 7
0 76 桝沖tiJ内 30.000元利05 1619 ヂf木-_7r( 69 78

桝押上維H 10.000元和06t'iJ12 1620 細川T,lil.輿 58 83 丑fi11rtl 3(XI,(X)
0元利08 1622 秋元滋削 77 83 上野総社 10.000

ラ七和0905 1623 古lrHJT(的 46 48 石見浜rL]
55.000池永01 1624 那5,1iYH;t 39 71

下野那S,ri郡内 14,000兜 永0912 1632 井伊ilr_勝
43 73 上野安 中 30,(X)0兜永1203 1635 土プ∫排Et-
53 56 伊勢菰野 12,000兜 永140403 1637 立

7E諒:茂 69 74 洗後柳)lー 109.600兜 永160620 1639 一別tt利')打 47 66 加‡tL金き尺 1.192.7
60.光 永16囲1116 1639 水野勝成 76 88 備後袖 L山 1(札
000兜永170928 1640 諏訪純水 71 72 倍7-農

描砧 32,000jE仏と041126 1647 牧野T行成 70 73
下総閲rrT' 17.000JAt安041128L 1651 戸tH氏鉄 76

80 93-浪大女i 1(X).(X)0フ東応030423 1654 東棟
砧広 56 79 丹後宵沖 78.200fyJJtf020526 1656

inJ井一恕勝 70 76 -若狭小浜 113,500明晰020703
1656 LIJF̂L.Ll.ヱ粍 65 73 土佐稲知 202.600LllJ桝020725 1656 ギ吉城で印象 73 89 fu羽岨M

20.(XX)明けや021030 1656 共fHL;ぎ之 91 93 イ請浪
松代 1(X).000明肺030219 1657 鍋t.Ab勝茂 7

8 78 肥前佐TL ･357,036明解030721 1657 仲
通秀;;i 67 68 伊チ駁宇和rb 1(X),000万的0102

28 1658 永井 l湖政 72 82 山城淀 1(X).(XX)万治010228 1658 久松松叩-'正行 72 82 伊手取松 LLJ 150,(X
)0万治010907 1658 土井利降 40 67 下総古河 ..

135,000万治021223 1658 絶M揃i長 69 85 大和
松 lll 31.235万的021223 1659 純 EHi長政

72 83 大和 芝柑 10.0(X)A77的030709 1660 井上
政pfr( 76 77 下絵苅F対 13,000.万的030718 1660 伊達紳;,-i 22 72 陸奥 rilイ山fT 620.0

00兜 文011027 1661 問剖;‡王勝 65 72
和泉上講和M 60.(XX)氏̀文020306 1662 安部fi

i盛 79 90 武磯岡和i 19.200二比文020930 1662 能見松
平勝隆 74 78 上総任 15.000兜 文021125 1662

本多.lLT.頚; 6̀1 75 陸奥 自i 120.(Xの兜 文

04脚0507 1664 和良稲光 65 68 肥後 人 22.(XX)光 文04F'}10507 1664 立花,LLl.茂 53 64 筑授柳J 109.㈱
兜 文040912 1似 本多健次 70 74 近江隅 好 70.00

地 文041026 1664 水野元納 71 72 上野安F 20.(X)0つ氏文060228 1666 a.M'Lih:i托 52 55 肥rJ;l迎手也 52
.625兜 文062429 1666 中川 久117 52 67 _{}

.後 岡 70.000兜 文070228 1667 姐郎政止 65 70 才
爺朋林lrl 10.000比̀文07囲0209 1667 藤井松平池川lt7072二相披ltL山38.



第3表-3 大名隠居一覧 (年代順)

元禄02閏0114 1689 水谷勝宗 67 67 備中松 山 50
,(XX)元禄020230 1689 秋月種侶 52 69

日向高鍋 30,000元禄020606 1689 関長政 78
87 美作宮川 18,7(X)元禄020703 1689 牧

野康道 40 71 越後与板 10,(X)0元禄020703
1689 松浦鏡信 68 82 肥前平戸 63,200元禄030427 1690 大河内栓平正信 70 72 相模甘縄 20.00

0元禄030529 1690 島津久寿 27 30 日向佐土原

30,(XX)元禄031014 1690 徳川光閉 63 73
常陸水戸 280,(X沿元禄040202 1691 浅野長月司 .

40 54 備後三次 50.000元禄040721 1691 伊
達宗純 56 73 伊練吉田 一 30.(X)0元禄05(施27 1692 南吾B重信 77 87 陸奥国盛岡 80,(

XX)元禄050627 1692 森川重信 48 62 下総生実
10,㈱元禄050627 1692 宗義兵 54 64 対馬府

中 10.(X)0元禄051204 1692 能見松平英親 6
8 82 豊後杵築 32.(X)0元禄060425 1693 徳川

光友 69 76 尾張名古屋 619,5(料元 禄O脚 02 16
93 井上正任 64 71 美i農郡上ノヽ幡 50.㈱元禄061114 1693 伊達宗利 60 75 伊]陳宇和島 70.(

X)0元禄071112 1694 井伊倍武 45 48 近江掛川
35.(XX)元禄081129 1695 牧野成貞 57 79

下総関宿 73,0(X)元禄081129 1695 鍋島光茂 6
4 69 肥前佐賀 357,036元禄090704 1696 立花貞

監虎 52 58 筑後柳川 109.600元禄110418
1698 深溝松平息房 80 82 肥前島原 65,9(氾元禄110422 1698 徳川光貞 73 80 紀伊和歌山 5

55,0(X)元禄111016 1698 大久保息朝 67 81 相
模小田原 103.(XX)元禄111111 1698 米津政武 61

71 武蔵久喜 12,(X沿元禄120429 1699 京極高明
40 67 丹後峰山 ll.600元禄120513 1699

毛利高久 33 50 豊後佐伯 20.(Xの元禄130525
1700 池 田網j骨 54 65 因幡鳥取 320.0(X)元禄140211 1701 相馬昌胤 41 68 陸奥国中ネオ 6

0.(XX)元禄141025 1701 勉前校平直明 46 6
6 手番磨明石 60.(X氾元禄150718 1702 小笠原貞倍

72 84 越前勝山 27,777元禄160825 1703 伊
達納付 45 61 陸奥国仙台 620,(XX)元禄160906 1703 亨也田仲澄 54 73 因幡鳥取東館 30,000

元禄160906 1703 細川有孝 28 58 肥後宇土 3
0.000宝永010218 1704 岩城重隆 77 80 出羽亀田
20.000宝永010530 1704 月遠前捻平鋼近 46 51

出雲松江 186,(X沿宝永020127 1705 松井桧平康
官 49 71 石見浜田 50.400宝永020422 170

5 小 出英利 47 55 丹波園部 26.711宝永02閏0415
1705 一柳直治 64 75 伊子象小牧 10,0(氾宝永020928 1705 松平頼隆 77 79 常陸府中 20.(X

X)宝永021111 1705 大給松平i丘陣 68 82 豊
後府内 22.2(X)宝 永021226 1705 蜂須賀隆重 72

74 阿波富田新 田 50,(XX)宝 永030225 1706
石川意之 73 74 山城i定 60.tXX)宝永030507

1706 松浦昌 56 86 肥前平戸新 田 10.000宝永030719 1706 iキロ重雄 74 76 也後新発圧I50
,
(X)0
宝永040416



第3表-2 大名隠居一覧 (年代順)

寛文090929 1669 藤 堂高次 69 76 伊 勢津 32
3,950寛文090929 1669 形 原松 平康侶■ 70 83 丹

波篠 山 50,(XX)寛文 101001 1670 北 条氏宗 5
2 67 河 内狭 山 ll.α)0斑文 101203 1670 内藤

忠輿 79 83 陸奥 垂等城平 70,000兜文 110305 167
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一

六

次
に
'
隠
居
の
具
体
例
を
示
し
っ
つ
､
大
名
相
続
上
に
お
け
る
隠
居
行
為
の
問
題
点
を
検
討
し
て
み
た
い
｡
幕
府
家
臣
の
隠
居
許
可
条

件
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
中
田
薫
氏
に
よ
れ
ば
､
隠
居
に
は
刑
罰
と
し
て
の
強
制
隠
居
と
本
人
の
願
い
出
に
よ
る
願
い
出
隠
居

が
あ
り
'
隠
居
を
願
い
出
る
事
由
に
は
､
病
気

(病
免
)
と
老
衰

(老
免
)
の
二
種
が
あ
っ
た
｡
病
気
隠
居
を
願
い
出
る
際
の
年
齢
制
限

は
'
享
保
年
代

(
一
七
一
六
⊥
二
六
)
に
は
四
〇
歳
以
上
の
者
と
さ
れ
､
文
化

･
文
政
頃

(
一
八
〇
四
⊥
二
〇
)
に
は
身
に
難
治
の
疾
病
が
あ

る
場
合
で
も
､
嗣
子
が

一
七
歳
以
下
で
目
見
え
を
す
ま
き
な
い
う
ち
は
請
願
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
｡
老
衰
隠
居
を
願
い
出
る
際
の
年
齢
制

限
は
'
七
〇
歳
以
上
と
さ
れ
て
い
た
が
'
文
久
二
年

(
一
八
六
二
)
よ
り
慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
ま
で
の
六
年
間
に
'
五
〇
歳
以
上
に
緩

(2
)

和
さ
れ
た
と
い
う
｡

幕
府
が
大
名
の
隠
居
条
件
を
定
め
た
法
令
等
は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
が
'
大
名
の
場
合
も
武
家
社
会
の
慣
習
に
則
っ
た
形
で
隠
居

願
い
が
将
軍
に
提
出
さ
れ
'
そ
の
許
可
を
受
け
た
後
に
家
督
相
続
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
第
3
表
に
掲
げ
た
大
名
の
平
均
隠

(3
)

居
年
齢
は
六
〇
歳
で
あ
り
'
最
年
少
は
万
治
三
年

二
六
六
〇
)
七
月

一
八
日
に
強
制
隠
居
と
な
っ
た
伊
達
綱
宗
の
二
二
歳
'
最
年
長
は

明
暦
二
年

二
六
五
六
)
一.〇
月
三
〇
日
に
老
衰
隠
居
し
た
真
田
信
之
の
九

一
歳
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
'
近
世
前
期
に
お
け
る
大
名
の

隠
居
年
齢
の
実
態
は
､
二
〇
歳
代
か
ら
九
〇
歳
代
ま
で
と
'
か
な
り
の
幅
が
あ
る
0

第
4
表
は
'
隠
居
年
齢
別
の
内
訳
を
示
し
た
｡
六
〇
歳
代
の
隠
居
が
も
っ
と
も
多
-
五
二
人
で
､
次
は
七
〇
歳
代
の
四
四
人
で
あ
る
が
'

五
〇
歳
代
の
隠
居
も
三
二
人
い
る
｡
四
〇
歳
代
に
隠
居
の
数
が
急
増
す
る
点
か
ら
'
大
名
が
病
気
隠
居
を
願
い
出
る
年
齢
は
､
旗
本
等
と

同
じ
よ
う
に
'
四
〇
歳
が

一
つ
の
基
準
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
｡

第
5
表
は
'

一
〇
年
単
位
の
隠
居
大
名
の
年
代
別
内
訳
で
あ
る
｡

一
六
五
〇
年
ま
で
が

一
桁
代
な
の
に
対
し
て
､

一
六
五
〇
年
以
降
は

隠
居
数
が
急
増
す
る
｡
三
代
将
軍
家
光
が
没
す
る
の
は
慶
安
四
年

(
一
六
五
二

四
月
二
〇
日
で
あ
り
'
同
年

一
月
か
ら
四
月
ま
で
に
に

隠
居
し
た
大
名
は
い
な
い
の
で
'

〓
ハ
五
〇
年
ま
で
の
人
数
は
家
康
か
ら
家
光
ま
で
の
三
代
に
わ
た
る
期
間
の
隠
居
大
名
数
を
表
す
が
､



第4表 大名隠居年齢別内訳

年齢 人数 累

計20-

6 630-

6 12､p40- 21 33

50-- 32

6560- 52

11770- 44 161

80- 1

16290- 1

163合計 16

3/第5表 大名

隠居年代別内訳●年 .

代 人数 累計1603-10 4 4

～1620 6

10一一1630 3

13一一1640

6 19一一165

0 1 20一一1660 15 ■35

～1670 22 57

～.16803693

一一169026119

～1700
20139

～170824163
合

計1 63

/
そ
れ
ら
全
部
を
合
計
し
て
も
わ
ず
か
二

〇
人
で
あ
る
｡
ピ
ー
ク
は
家
綱
期
晩
年

の
1
六
七
〇
年
代
だ
が
'
綱
吉
期
に
入

っ
て
も
連
続
し
て
二
〇
人
を
越
え
る
こ

と
か
ら
､
家
綱
期
は
大
名
の
隠
居
相
続

に
お
け
る

一
つ
の
画
期
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
｡

そ
れ
で
は
'
こ
の
家
綱
期
に
は
い
っ
た
い
何
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
｡
ま
ず
予
想
さ
れ
る
の
は
'
家
綱
期
に
初
代
大
名
の
高
齢
が
ピ
ー

ク
に
達
す
る
と
同
時
に
､
そ
れ
ま
で
漸
増
し
っ
つ
あ
っ
た
隠
居
が
典
申
し
､
以
後
は
安
定
的
に

一
〇
年
平
均
で
二
〇
か
ら
三
〇
人
の
大
名

が
隠
居
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
'
結
論
を
先
に
言
え
ば
こ
の
予
想
は
あ
た
っ
て
い
な
い
｡

慶
長
八
年

(
1
六
〇
三
)
幕
肘
成
立
時
の
初
代
大
名
の
う
ち
'
も
っ
と
も
長
生
き
し
た
真
田
信
之
は
､
明
暦
二
年

(
1
六
五
六
)

10
月

三
〇
日
に
九

一
歳
で
隠
居
し
､
万
治
元
年

(
一
六
五
八
)
一
〇
月

一
七
日
に
九
三
歳
で
没

し
た
｡
次
に
長
生
き
し
た
安
部
倍
盛
は

'寛
文

二
年

二
六
六
二
)
三
月
六
日
に
七
九
歳
で
隠
居
し
､
延
宝
元
年

二
六
七
三
)
二

月
二
七
日
に
九
〇
歳
で
没
し
た
｡
次
は
'
慶
安
四
年

二
六
五
一
)
二

月
二
八
日
に
七
六
歳
で
隠
居
し
た
戸
田
氏
鉄
と
な
る
｡
つ
ま
り
'
こ
の
三
例
を
除
け
ば
'
戦
国
末
期
に
活
躍
し
､
徳
川

幕
府
の
も
と
で
大
名
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
た
初
代
か
ら
'
生
ま
れ
な
が
ら
の
大
名
で
あ
る
二
代
へ
の
交
替
は
､
死
亡
相
続

･
家
督
相

(4
)

続
と
も

に
､

一
六
五
〇
年
ま
で
に
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
た
の
が
実
態
で
あ
る
｡

し
た
が
っ
て
'

一
六
五
〇
年
代
以
降
に
隠
居
大
名
の
数
が
敵

増
し
た
原
因
は
､
別
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

次
に
ー
軽
済
上
の
問
題
と
し
て
は
､
大
名
経
済
と
隠
居
領
と
の
関
係
が
あ
る
o
隠
居
し
た
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一
八

ら
隠
居
領
が
与
え
ら
れ
た
｡
寛
永
期
以
降
に
新
田
開
発
が
進
み
'
公
称
高
以
外
の
年
貢
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
'
ま
た
寛
永
期
以

降
に
は
外
様
大
名
に
幕
府
手
伝
い
普
請
が
課
さ
れ
な
-
な
る
な
ど
の
理
由
か
ら
'
寛
文

･
延
宝
期
の
大
名
経
済
は
､
若
干
の
余
裕
が
生
じ

て
お
り
､
経
済
的
に
隠
居
領
を
設
置
し
や
す
い
条
件
が
準
備
さ
れ
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
｡
し
か
し
'
基
本
的
に
隠
居
領
は
無
役
で
あ

っ

た
た
め
､
不
相
応
な
隠
居
領
の
設
置
は
当
主
の
勤
務
に
支
障
を
来
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
｡
つ
ま
り
､
隠
居
領
の
設
置
は
常
に
大
名
経
済

に
マ
イ
ナ
ス
に
働
-
要
因
で
あ
る
か
ら
､
当
該
期
の
経
済
的
好
転
と
い
っ
た
条
件
は
'
隠
居
領
の
設
置
が
大
名
経
済
を
圧
迫
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
懸
念
を
緩
和
す
る
程
度
に
作
用
は
し
て
も
'
隠
居
を
積
極
的
に
押
し
進
め
て
い
-
本
質
的
要
因
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は

難
し
い
だ
ろ
う
｡

(5
)

第
三
に
'
社
会
的
な
問
題
を
考
え
て
み
た
い
｡
藤
井
議
治
氏
に
よ
れ
ば
､
寛
文
四
年

二

六
六
四
)
の
大
名
二
二
五
人
の
う
ち
､
後
に

隠
居
し
た
の
は
九

一
人
で
､
改
易
な
ど
を
除
-
と
四
二

･
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
っ
た
｡
ま
た
､
二
二
五
人
の
大
名
の
平
均
値
か
ら
江
戸

時
代
前
期
に
生
き
た
大
名
の
1
投
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
示
せ
ば
'

7
0
歳
こ
ろ
将
軍
に
お
目
見
え
L
t

1
五
歳
ご
ろ
元
服

･
任
官
し
､

二

一
歳
こ
ろ
家
督
を
相
続
L
t
三
五
年
あ
ま
り
大
名
と
し
て
過
ご
し
た
あ
と
'
六
〇
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
死
亡
し
､
長
寿
の
も
の
は
こ
の

頃
に
隠
居
し
て
八
年
近
く
の
余
生
を
送
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
｡
近
世
初
期
と
比
し
て
寛
文
期
以
降
に
大
名
の
隠
居
が
確
実
に
増
加
し

た
こ
と
を
再
確
認
で
き
る
が
､
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
自
体
は
初
期
の
そ
れ
と
大
差
は
な
く
､
武
家
社
会
の
慣
習
に
従
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
｡
そ
れ
ゆ
え
､
家
綱
期
以
降
に
隠
居
が
増
え
る
現
象
は
､
戦
争
の
な
い
安
定
社
会
の
な
か
で
大
名
の
長
命
化
が
進
み
'
隠
居
年
齢
ま
で

長
生
き
す
る
率
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
｡

安
定
社
会
の
な
か
で
の
大
名
の
長
命
化
と
い
う
事
態
は
'

一
方
で
壮
年
に
な
り
な
が
ら
奉
公
が
で
き
な
い
部
屋
住
み
嫡
子
を
抱
え
る
こ

と
に
な
-
､
こ
れ
は
二
〇
歳
前
後
に
当
主
に
な
る
と
い
う
武
家
社
会
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
歪
み
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
｡
い
わ
ば
､

こ
の
時
期
に
大
名
の
隠
居
が
増
加
す
る
理
由
は
､
当
主
の
長
命
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
次
期
当
主
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
歪
み
を
修
正
す
る



こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
｡
武
家
社
会
は
隠
居
を
容
認
す
る
社
会
構
造
を
選
択
す
る
こ
と
で
'
戦
争
の
な
い
安
定

社
会
に
順
応
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
'
そ
の
一
方
で
'
武
家
社
会
に
お
け
る
隠
居
は
､
死
ぬ
ま
で
主
君
に
奉
公
す
る
と
い
う
主
従
意

識
に
反
す
る
行
為
と
な
る
｡
そ
の
た
め
に
'
隠
居
し
た
大
名
は
'
隠
居
後
も
将
軍
へ
変
わ
ら
ぬ
奉
公
を
勤
め
る
こ
と
を
誓
約
す
る
起
請
文

を
提
出
し
て
､
意
識
構
造
の
上
で
は
主
従
関
係
が
永
遠
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡

と
こ
ろ
で
､
第
6
表
に
掲
げ
た
隠
居
大
名
の
年
齢
収
リ
ス
ト

(五
一
歳
以
上
は
省
略
)
を
み
る
と
'

一
六
六
〇
年
を
境
に
二
〇
歳
代
の
隠

居
が
見
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
確
認
で
き
る
｡
こ
の
現
象
は
､
｢安
定
社
会
の
も
と
で
の
大
名
の
長
命
化
に
よ
る
隠
居
数
の
増
加
｣
と
い

っ
た
文
脈
の
な
か
で
説
明
で
き
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
｡
そ
こ
で
以
下
で
は
'
四
〇
歳
未
満
で
隠
居
が
許
可
さ
れ
た
事
由
に
つ
い
て
､

年
齢
順
に
検
討
し
て
み
た
い
｡

ま
ず
'
二
〇
歳
代
の
隠
居
の
六
件
の
経
過
を
見
て
み
よ
う
｡
二
二
歳
の
最
年
少
隠
居
と
な
っ
た
伊
達
網
宗
は
､
万
治
三
年

二
六
六
〇
)

不
行
跡
を
理
由
に
'
幕
肘
よ
り
強
制
隠
居
を
命
じ
ら
れ
た
｡
こ
の
時
'
家
督
相
続
を
許
さ
れ
た
嫡
子
亀
千
代

(後
の
網
柑
)
は
'
わ
ず
か

二
歳
で
あ
っ
た
｡
こ
の
事
件
は
､
伊
達
綱
宗
隠
居
事
件
と
し
て
知
ら
れ
､
後
の
伊
達
騒
動

(光
文
事
件
)
の
発
端
と
な
る
郡
件
で
あ
る
｡

織
田
長
明
は
'
寛
文

一
二
年

(
〓
ハ
七
二
)
八
月
六
日
に
父
長
定
の
致
仕
に
よ
り
家
督

(大
和
芝
村
一
万
石
)
を
継
い
だ
が
'
無
嗣
で
あ

っ
た
た
め
'
天
和
元
年

二

六
八
一
)

1
1
月
二
五
日
に
綴
田
長
頼

(大
和
宇
陀
松
山
1
万
石
)
の
三
男
長
清

(二
〇
歳
)
を
養
子
に
迎
え
､

同
三
年
五
月
二
日
に
病
弱
を
理
由
に
二
三
歳
で
隠
居
､
元
禄

一
二
年

二
六
九
九
)
七
月

一
〇
日
に
三
九
歳
で
没
し
た
｡

京
極
高
盛
は
'
京
極
高
直

(丹
後
田
辺
三
万
五
〇
〇
〇
石
)
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
､
寛
文
三
年

(
一
六
六
三
)
一
四
歳
で
退
領
三
万
三
〇

〇
〇
石
を
継
ぎ
､
三
弟
高
門
に
二
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡
し
か
し
'
男
子
が
う
ま
れ
ず
､
し
か
も
病
弱
で
あ
っ
た
た
め
'
同
七
年
に
四

弟
高
住
を
養
子
と
し
た
｡
翌
年
五
月
二

1
日
に
但
馬
豊
岡
に
移
さ
れ
'
延
宝
二
年

(
]
六
七
四
)
三
月

一
八
日
に
二
五
歳
で
致
任
し
て
'

高
住
が
三
代
藩
主
と
な
っ
た
が
､
高
盛
自
身
は
宝
永
六
年

(
一
七
〇
九
)
に
六
〇
歳
で
没
し
た
｡

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
凹
)



第6表 大名隠居一覧 (年齢順)

史
料
飽
研
究
紀
要

第
二
九
号

二

九
九
八
年
)

二
〇

隠居年月日 西暦 氏 名 隠 没 領 地

石 高 類型万治030718 1660 伊達綱宗 22 72 陸奥国仙

台 620,0(刀 外様天和030502 1683 織田長明 23

39 大和芝村 10,000 外様延宝020318 1674

京極高盛 25 60 但馬豊岡 33,000 外様元禄030529 1690 島津久寿 27 30 日向佐土原 30,000 外様
元禄160906 1703 細川有孝 28 58 肥後宇土 30.0

00 外様宝永040416 1707 九鬼隆久 28 43 摂津

三田 36.000 外様&&100628 1605 大関資増 30

32 下野黒羽 20,000 外様延宝051214 1677

五島盛勝 33 34 肥前福江 12,530 外様元禄120513

1699 毛利高久 33 50 豊後佐伯 20.000 外様天和010219 1681 保科正経 36 36 陸奥会津 230.000

家門p延宝040721 1676 越前松平昌親 37 72 越前

福井 475,0(氾家門寛永ol 1624 那須資景 39 7

1 下野那須郡内 14,000 外様万治010907 1658 土

井利隆 40 67 下総古河 135,000 譜代元禄020703

1689 牧野康道 40 71 越後与板 10.000 譜代元禄040202 1691 浅野長照 40 54 備後三次 50.000

外様元禄120429 1699 京極高明 40 67 丹後峰

山 ll.6(氾外様延宝050925 1677 大田原高晴 41

62 下野大田原 ll,400譜代元禄140211 1701 相

馬昌胤 41 68 陸奥国中村 60,000 外様寛永0912

1632 井伊直勝 43 73 上野安中 30,0(氾譜代&&100628 1605 前田利長 44 53 加賀前田 1.200,
00 外様天和020227 1682 毛利綱広 44 51 長門

萩 369,411 外様元禄071112 1694 井伊信武 45

48 近江掛川 35.000 譜代元禄160825 1703 伊達紳村

45 61 陸奥国仙台 620,0∝) 外様元和0905

1623 古田重治 46 48 石見浜田 55,000 外様元禄010216 1688 板倉重常 46 46 下総関宿 50,0(刀
譜代元禄141025 1701 越前松平直明 46 66 播磨明石

■ 60,0m 家門宝永010530 1704 越前松平綱近 4

6 51 出雲松江 186,(X氾家門元和01 1615 大村喜前

47 48 肥前大村 27,900外様寛永160620 1639 前田利常 47 66 加賀金沢 1.192.760 外様



日
向
佐
土
原
藩
で
は
'
四
代
藩
主
島
津
息
高
が
延
宝
四
年

(
一
六
七
六
)
八
月

一
一
日
に
二
六
歳
で
没
L
t
嫡
子
万
苦
丸

(後
の
惟
久
)

が

一
歳
の
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
ー
万
苦
丸
が

一
五
歳
に
な
っ
た
ら
家
督
を
譲
る
こ
と
を
条
件
に

二
二
歳
の
島
津
久
寿

(忠
高
の
叔
父
島
津
主

勝
久
富
の
嫡
子
)
が
五
代
藩
主
に
就
任
し
'
参
勤
交
代
を
勤
め
た
｡
元
禄
三
年

(
1
六
九
〇
)
万
昔
丸
が

1
五
歳
に
な
っ
た
の
で
､
五
月
二

九
日
に
香
代
は
解
除
さ
れ
'
幕
命
に
よ
り
久
寿
は
三
〇
〇
〇
石
を
分
知
さ
れ
て
旗
本
に
召
出
さ
れ
た
｡
し
た
が
っ
て
､
こ
れ
は
厳
密
な
意

味
で
の
隠
居
で
は
な
い
が
､
形
式
的
に
は
中
継
相
続
に
よ
る
早
期
隠
居
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
｡

細
川
有
季
は
'
肥
後
宇
土
初
代
藩
主
細
川
行
孝
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
､
元
禄
三
年

(
t
六
九
〇
)
八
月
父
の
死
去
に
よ
り

1
五
歳
で

遺
領
を
相
続
し
た
｡
し
か
し
､
同

一
六
年
九
月
六
日
に
病
気
に
よ
り
二
八
歳
で
隠
居
､
嫡
子
興
生
が
五
歳
で
家
督
を
継
い
だ
｡
有
孝
自
身

は
享
保

一
八
年

二
七
三
三
)
六
月

一
九
日
に
五
八
歳
で
没
し
た
｡

九
鬼
隆
久
は
'
延
宝
八
年

二
六
八
〇
)
柳
生
宗
在
の
二
男
に
生
ま
れ
､
元
禄

1
0
年

(
1
六
九
七
)
五
月
九
鬼
副
隆

(摂
沖
三
田
三
万
六

〇
〇
〇
石
)
の
査
子
と
な
り
同
年
七
月
二
二
日
逝
領
を
継
い
だ
｡
同

1
五
年
六
月

一
八
日
に
戸
田
息
串
の
二
男
隆
抵
を
養
子
と
し
､
宝
永

四
年

(
1
七
〇
七
)
四
月

1
六
日
に
二
八
歳
で
致
任
し
､
享
保
七
年

(
1
七
l三
)
六
月
二
三
日
に
四
三
歳
で
没
し
た
o

′

次
に
'
三
〇
歳
代
の
隠
居
六
件
の
う
ち
､
五
島
盛
勝
･
保
科
正
経
の
二
件
は
､
い
ず
れ
も
隠
居
の
の
ち
三
年
以
内
に
死
去
し
た
と
こ
ろ

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
､
病
気
が
理
由
で
あ
っ
た
｡

大
関
資
増
は
'
実
は
大
関
高
資
の
三
男
で
､
兄
晴
増
が
病
気
に
よ
り
致
仕
し
た
が

(座
長
元
年
没
､
三
七
歳
)､
嫡
子
弥
平
次

(政
増
)
が

｢幼
稚
｣
で
あ
っ
た
た
め
'
成
人
す
る
ま
で
中
継
相
続
す
る
こ
と
に
な
り
､
父
の
迫
領
下
野
黒
羽
二
万
石
を
継
い
だ
.
座
長

1
0
年

二

六
〇
五
)
政
増
が

1
五
歳
に
な
る
と
､
資
増
は
1110
歳
で
隠
居
し
て
家
督
を
譲
り
､
二
年
後
に
没
し
た
｡

毛
利
高
久
は
､
実
は
久
留
鳥
通
晴
の
四
男
で
､
毛
利
高
重

(豊
後
佐
伯
二
万
石
)
の
末
期
養
子
と
な
っ
て
天
和
二
年

二
六
八
二
)
六
月

二
二
日
に
退
領
を
継
い
だ
が
､
自
身
も
無
嗣
で
あ
っ
た
た
め
､
元
禄
元
年

(
一
六
八
八
)
七
月
二
七
日
に
実
弟
の
助
十
郎

(久
留
由
通
約
の

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

二
1



史
料
瓜
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
1
九
九
八
年
)

六
男
)
を
養
子
と
L
t
同

一
二
年
五
月

一
三
日
に
三
三
歳
で
致
任
し
た
｡

松
平
昌
親
は
'
初
代
藩
主
松
平
息
昌

(重
刑
福
井
四
七
万
五
〇
〇
〇
石
)
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
が
､
兄
光
通
が
二
代
藩
主
就
任
直
後

の
正
保
二
年

(
一
六
四
五
)
一
〇
月
二

一
日
に
父
の
遣
領
の
内
か
ら
吉
江
二
万
五
〇
〇
〇
石
の
分
知
を
受
け
て
い
た
｡
延
宝
二
年

二
六
七

四
)
三
月
二
四
日
'
光
通
は
弟
昌
親
を
養
子
と
し
て
遺
領
を
継
が
せ
る
遺
言
を
残
し
'
福
井
城
中
で
突
然
自
刃
し
た
｡
し
か
し
､
光
通
に

は
前
年
江
戸
に
出
奔
し
た
庶
出
長
子
権
蔵
が
い
た
た
め
'
昌
親
の
相
続
は
血
統
の
順
位
を
乱
す
も
の
と
し
て
藩
内
に
反
対
派
が
形
成
さ
れ
'

権
蔵
を
擁
す
る
藩
士
五
〇
名
ほ
ど
が
脱
藩
す
る
騒
動
と
な
っ
た
｡
家
老
芦
田
図
書

･
稲
葉
采
女
が
光
通
の
遺
書
を
奉
じ
て
江
戸
に
の
は
り
､

幕
府
へ
陳
情
し
た
結
果
､
昌
親
の
相
続
が
認
め
ら
れ
'
同
年
五
月
六
日
藩
主
に
就
任
し
た
｡
そ
の
後
､
家
中
の
不
服
を
解
消
す
る
た
め
､

昌
親
は
弟
昌
勝
の
長
子
仙
菊

(綱
昌
)
を
養
子
と
し
て
世
継
ぎ
と
定
め
た
が
'
藩
内
の
動
揺
は
収
ま
ら
ず
'
二
年
後
の
延
宝
四
年

二
六

(6
)

七
六
)
七
月
二
1
日
に
昌
親
は
三
七
歳
で
隠
居
し
て
'
家
督
を

1
六
歳
の
綱
昌
に
譲
-
後
見
と
な
っ
た

.

こ
れ
は
'
中
継
相
続
に
摸
し
た

早
期
隠
居
の
形
態
を
と
る
こ
と
で
決
着
し
た
事
例
で
あ
る
｡

那
須
箕
貴
は
､
寛
永
元
年

二
六
二
四
)
に
三
九
歳
で
致
任
し
､

一
六
歳
の
椅
子
資
重
に
下
野
那
須
郡
内

一
万
四
〇
〇
〇
石
を
譲
っ
た
｡

し
か
し
'
同
二
〇
年
三
月

一
五
日
に
資
重
が
三
四
歳
で
没
し
た
た
め
､
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
が
'
那
須
家
の
由
緒
を
重
ん
じ
た
幕
府
は
'

資
景
に
五
〇
〇
〇
石
を
与
え
た
｡
承
応
元
年

二
六
五
二
)
二
月

一
八
日
に
資
景
は
再
び
致
任
し
､
養
子
資
弥

(増
山
正
利
の
弟
)
に
家
督

を
譲
っ
た
｡
資
重
の
隠
居
理
由
は
不
明
だ
が
'
お
そ
ら
-
病
気
隠
居
と
思
わ
れ
る
｡

以
上
を
整
理
す
る
と
'
四
〇
歳
未
満
の
隠
居
事
由
に
は
次
の
四
つ
が
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
｡

①
病
気

②
無
嗣
を
原
因
と
す
る
養
子
相
続
の
た
め
の
早
期
隠
居

③
中
継
相
続
に
よ
る
早
期
隠
居



④
強
制
隠
居

(7
)

①
は
､
細
川
有
孝

･
五
島
盛
勝

･
保
科
正
経
の
三
例
が
あ
っ
た
｡
②
は
'
表
向
き
は

｢病
気
｣
を
理
由
と
す
る
が
'
実
質
的
に
は
大
名

が
無
嗣
で
あ
る
こ
と
が
家
継
轟
の
不
適
格
者
と
み
な
さ
れ
､
養
子
へ
の
早
期
家
督
譲
渡
と
い
う
行
為
が
自
主
的
あ
る
い
は
強
制
的
に
選
択

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
､
京
極
高
盛

･
綴
田
長
明

･
九
鬼
隆
久

･
毛
利
高
久
の
四
例
が
あ
っ
た
｡
③
は
次
章
で
改
め
て
検
討
す
る
が
､
大
関

資
増

･
島
津
久
寿

･
松
平
昌
親
の
二
例
が
あ

っ
た
｡
④
の
強
制
隠
居
は
､
伊
達
綱
宗
の
一
例
で
あ
る
｡

右
の
事
由
を

本
質的
原
因
と
す
る
隠
居
は
'

四〇
歳
以
上
の
事
例
の
中
に

も含ま
れ
る
と
思
わ
れ
る

が
､
それ
ら
は

表
向
きは
｢病
気
｣

と
届
け
ら
れ
､

幕
府も
四
〇
歳
以
上
の
隠
居

を許容
す
る
方
針
に
あ

っ
た
の

で'四
〇
歳
未
満
の
よ
う

に
間鼠が
先
鋭

的
に現れ
る
こと

は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
土
井
利
隆
の
事
例
が
示
唆
的
で
あ
る
｡
正
保
元
年

二
六
E
l四
)
七
月

一
〇
日
土
井
利
勝
が
死
去
し
､
九
月

1

0
日
嫡
子
利
隆
が
退
領
を
継
い
だ
｡
し
か
し
'
利
隆
は
不
行
跡
が
続
き
､
家
老
大
野
仁
兵
衛
の
諌
死
を
受
け
る
事
件
な
ど
が
生
じ
た
た
め
'

慶
安
四
年

二

六五
こ

から
八年
間
病
気

と
し
て
引
き
込
み
､

公
式
行

事
には
弟
利

直が名
代を
勤め
た｡
万
治

元
年

(
一
六
五
八
)
四

(8
)

〇
歳
と
な
っ
た
利
隆

は
､
隠

居を願
い
出

て
1
0
歳
の
嫡
子
利
重

に
家
督

を譲
った
.

この経過
をみれば
'利隆
は
慶
安
四
年
よ
り
実

質
的
に
押
込
隠
居
状

態
に
あ
り

'四
〇
歳
を
期
し
て
公
式
に
隠
居

の
願
い
が
出
さ

れ
た
こ
と
に
な
る

｡つまり
'
四

〇
歳
ま
で
隠
居
願
い

を
保
留
す
る
こ
と
で
､
事
態
を
穏
便
に
解
決
し
た
の
で
あ
っ
た
｡

こ
れ
と
対
照
的
な
の
が
､
伊
達
綱
宗
の
隠
居
事
件
で
あ
る
｡
細
宗
が
二
二
歳
で
強
制
隠
居
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
'
利
隆
の
隠
居
か
ら
二

年
後
の
万
治
三
年

二

六
六
〇
)
で
あ

っ
た
｡
最
年
少
二
二
歳
と
い
う
年
齢
､
か
つ
二
〇
歳
代
の
隠
居
の
初
見
で
あ
る
点
か
ら
見
て
も
､

網
宗
の
隠
居
事
件
は
'
大
名
隠
居
の
近
世
的
展
開
を
考
え
る
上
で
画
期
的
な
位
置
に
あ
る
と
評
価
で
き
る
｡

こ
の
事
件
に
つ
い
て
､
笠
谷
和
比
古
氏
は
､
第

1
に
､
家
老

･
重
臣
田
の
l
味
連
判
に
よ
る
主
君
廃
立
遊
動
と
い
う
行
為
形
態
の
存
在

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

二
三



史
料
館
研
究
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要
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九
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(
一
九
九
八
年
)

二
四

が
､
天
下
周
知
の
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
'
第
二
に
'
幕
府
が
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
'
右
の
行
為
の

｢正
当
性
｣
が

(9
)

確
認
さ
れ
る
と
い
う
反
射
的
効
果
を
も
た
ら
し
た
点
に
歴
史
的
意
義
を
求
め
て
い
る
｡

大
筋
で
は
認
め
う
る
見
解
だ
が
'
土
井
利
隆
の
事
例
と
比
較
す
る
な
ら
ば
'
四
〇
歳
未
満
の
強
制
隠
居
の
道
が
開
か
れ
た
点
で
の
歴
史

的
意
義
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡∴
｣
の
場
合
､
伊
達
氏
は
外
様
大
名
で
あ
り
､
土
井
氏
は
譜
代
大
名
と
し
て
の
地
位
お
よ
び
意
識

が
､
将
軍
へ
の
奉
公
を
放
棄
す
る
行
為
で
あ
る
隠
居
に
対
し
て
慎
重
な
対
応
を
と
ら
せ
た
可
能
性
が
あ
る
｡
し
か
し
'
こ
の
点
を
考
慮
に

入
れ
た
と
し
て
も
'
伊
達
綱
宗
の
事
件
を
境
に
'
四
〇
歳
未
満
の
隠
居
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
画
期
性
は
動
か
し
難
い
と
思
わ
れ
る
｡

さ
ら
に
'
綱
宗
の
隠
居
事
件
が
'

1
六
五
〇
年
以
降
に
大
名
の
隠
居
が
増
加
す
る
傾
向
の
中
で
生
じ
た
i
)
い
う
社
会
的
背
景
を
ど
う
読

み
解
く
か
､
と
い
う
問
題
が
あ
る
｡
既
に
述
べ
た
よ
う
に
'

一
六
五
〇
年
代
以
降
､
社
会
の
安
定
に
よ
る
大
名
の
長
命
化
の
流
れ
の
な
か

で
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
歪
み
が
生
じ
'
武
家
社
会
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
現
実
的
対
応
が
求
め
ら
れ
た
｡
そ
の
解
決
策
が
隠
居
の
許

容
で
あ
っ
た
が
､
主
従
制
の
放
棄
と
受
け
止
め
ら
れ
る
隠
居
を
現
実
的
な
対
応
と
し
て
肯
定
的
に
受
け
止
め
る
意
識
構
造
の
変
化
を
伴
う

こ
と
な
し
に
t
.隠
居
行
為
が
武
家
社
会
に
広
く
許
容
さ
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
｡

要
す
る
に
､
ま
ず

1
六
五
〇
年
代
以
降
に
安
定
社
会
の
な
か
で
の
大
名
の
長
命
化
に
よ
る
ラ
イ
フ
サ
十
ク
ル
の
歪
み
が
生
じ
'
幕
府

･

大
名
双
方
は
､
隠
居
行
為
を
主
従
制
の
放
棄
と
受
け
止
め
る
否
定
的
認
識
か
ら
'
武
家
社
会
の
秩
序
維
持
の
た
め
の
現
実
的
対
応
と
し
て

肯
定
的
認
識
へ
と
変
容
し
､
そ
の
結
果
'
家
綱
期
に
大
名
隠
居
が
増
加
す
る
社
会
現
象
が
生
じ
た
｡
さ
ら
に
'
こ
の
変
容
を
受
け
て
'
大

名
の
個
人
的
資
質

(不
行
跡
)
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
社
会
不
安
を
解
消
す
る
手
段
と
し
て
'
四
〇
歳
未
満
の
強
制
隠
居
も
許
容
す

る
副
次
的
現
象
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
副
次
的
現
象
は
'
強
制
隠
居
の
問
題
に
限
ら
ず
'
中
継
相
続
に
よ
る
早
期
隠
居
'
無

嗣
を
原
因
と
す
る
養
子
相
続
の
た
め
の
早
期
隠
居
の
増
加
へ
と
広
が
り
を
み
せ
る
が
､
こ
の
間
題
は
次
章
以
下
で
検
討
し
た
い
｡

と
こ
ろ
で
'
宝
永
五
年

二
七
〇
八
)
ま
で
に
四
〇
歳
以
上
で
隠
居
願
い
を
提
出
し
て
不
許
可
に
な
っ
た
事
例
が
四
件
あ
る
｡
ま
ず
､



寛
文
三
年

(
1
六
六
三
)
に
金
森
頼
直

(飛
騨
高
山
三
万
八
七
〇
〇
石
)
が
病
気
の
た
め
髪
が
束
ね
ら
れ
な
-
な
-
'
四
三
歳
で
致
仕
を
願
い

出
た
.
こ
の
時
､
嫡
子
頼
業
は

1
六
歳
で
あ
-
､
す
で
に
万
治
二
年

(
1
六
五
九
)
に
将
軍
家
網
へ
の
初
目
見
え
を
済
ま
せ
て
い
た
が
'

頼
業
の

｢幼
少
｣
を
理
由
に
頼
直
の
隠
居
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
｡
そ
こ
で
ー
頼
直
は
剃
髭
を
願
い
出
て
立
軒
と
号
し
､
登
骨
の
時
は
素
絹

麻
袴
を
服
し
た
o
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
寛
文
五
年
七
片

1
八
日
に
頼
直
は
没
し
､
同
年
九
月
二
1
日
に
頼
菜
が

一
八
歳
で
退
領
を
継
い
だ
｡

こ
の
事
例
で
は
'
四
〇
歳
以
上
の
病
気
を
事
由
と
す
る
隠
居
願
い
で
､
か
つ
嫡
子
が
初
目
見
え
を
す
ま
せ
て
い
て
も
､
嫡
子
が

一
七
歳
以

下
の
幼
少
の
場
合
は
隠
居
が
許
可
さ
れ
な
い
､
と
い
う
幕
臣
同
様
の
隠
居
許
可
条
件
を
外
様
大
名
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
｡

寛
文

1
0
年

二
六
七
〇
)
酒
井
忠
直

(若
狭
小
浜
二

万
三
五
〇
〇
石
)
は
病
気
隠
居
を
願
い
出
て
､
実
子
息
隆
に
家
督
を
譲
ろ
う
と
し

た
が
､
四

一
歳
の

｢年
若
｣
を
理
由
に
不
許
可
と
な
っ
た
｡
息
直
は
長
兄
息
朝
の
廃
嫡
に
よ
り
明
暦
二
年

二
六
五
六
)
父
忠
勝
の
家
督

を
継
ぎ
'
寛
文
八
年
に
甥
忠
国

(息
朝
の
長
子
)
に

一
万
石
を
分
知
し
た
が
､
筋
目
か
ら
い
え
ば
息
国
が
嫡
系
で
あ
っ
た
｡
息
直
が
四
〇

歳
を
過
ぎ
る
と
早
々
に
隠
居
を
願
い
出
た
理
由
は
､
中
継
相
続

(甥
忠
国
へ
の
家
督
返
還
)
で
は
な
-
実
子
相
続
を
実
現
し
た
い
と
す
る
内

部
事
情
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
O
結
局
'
忠
直
は
天
和
二
年

(
1
六
八
二
)
に
五
三
歳
で
没
し
､
実
子
息
隆
が
退
領
を
相
続
し
た
｡

延
宝
三
年

二
六
七
五
)
本
多
康
将

(近
江
僻
所
七
万
石
)
が
五
四
歳
で
病
気
隠
居
を
願
い
出
て
､
養
子
康
慶
に
家
督
を
訣
ろ
う
と
し
た

が
､
｢老
年
に
及
ば
ず
｣
と
し
て
許
さ
れ
な
か
っ
た
｡
康
慶
は
康
将
の
同
母
見
放
長
の
子

(母
は
某
氏
)
で
'
康
長
が
没
し
た
時
は

〓

1歳

の
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
'
叔
父
康
将
の
順
養
子
と
な
り
'
そ
の
娘
を
室
と
し
た
｡
結
局
､
敵
将
は
四
年
後
の
同
七
年
六
月

1
八
日
に
五
八

歳
で
隠
居
し
て
康
慶
に
家
督
を
譲
り
'
忠
恒

(康
将
の
実
子
)
に
一
万
石
を
分
知
し
て
別
家
と
し
た
｡
康
慶
が
早
期
隠
居
を
願
い
出
た
理

由
は
'
姉
庶
の
筋
目
を
尊
重
し
て
中
継
相
続
を
進
め
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

延
宝
七
年

(
一
六
七
九
)
松
平
忠
昭

(丹
波
亀
山
三
八
〇
〇
〇
石
)
が
病
気
隠
居
を
願
っ
た
が
'
ま
だ
三
六
歳
の
若
さ

(｢未
だ
年
若
-
｣)

で
あ
り
､
養
子
息
周

(松
平
忠
昭
の
三
男
､
忠
昭
の
弟
)
も

一
九
歳
の

｢若
輩
｣
の
た
め
不
許
可
で
あ
っ
た
｡
忠
昭
は
庶
出
子
で
あ
り

(母

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

二
五



史
料
館
研
究
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要
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二
九
九
八
年
)

二六

は
大
八
木
氏
)'
嫡
出
長
子
忠
俊

(母
は
杉
原
長
房
の
娘
)
の
早
世
に
よ
り
寛
文
七
年

(
一
六
六
七
)
に
家
督
を
継
い
だ
が
､
無
嗣
で
あ
っ
た

た
め
'
弟
忠
周

(母
は
木
村
氏
)
を
養
子
に
願
い
出
て
い
た
｡
結
局
'
天
和
三
年

(
〓
ハ
八
三
)
忠
昭
が
四
〇
歳
で
没
し
た
後
､
忠
周
が
二

三
歳
で
遺
領
を
継
い
だ
｡

以
上
を
整
理
す
れ
ば
'
金
森
氏
の
場
合
は
隠
居
許
可
条
件
の
不
適
合
で
あ
る
が
､
酒
井

･
本
多

･
松
平
氏
は
'
い
ず
れ
も
病
気
を
表
向

き
の
理
由
と
し
な
が
ら
'
中
継
相
続
､
無
嗣
な
ど
の
相
続
上
の
問
題
が
絡
ん
で
お
り
､
こ
れ
を
幕
府
は
不
許
可
と
し
た
｡
こ
の
こ
と
は
､

幕
府
が
右
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
隠
居
を
許
容
す
る
よ
う
に
変
化
し
た
と
す
る
先
述
の
理
解
に
矛
盾
す
る
｡

し
か
し
､
三
者
に
共
通
す
る
の
は
'
譜
代
大
名
と
し
て
の
地
位
で
あ
る
｡
こ
の
立
場
に
よ
り
'
相
続
を
め
ぐ
る
大
名
家
内
部
の
事
情
よ

り
も
'
将
軍
と
の
主
従
関
係
を
優
先
す
る
強
制
力
が
働
き
､
隠
居
が
不
許
可
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
第
6
表
を
見
る
な
ら
ば
'
四
〇

歳
未
満
の
隠
居
の
う
ち
'
譜
代
大
名
は

一
例
も
な
い
｡
家
門
で
は
保
科
正
経

･
於
平
昌
親
の
二
例
が
あ
る
が
'
残
-
は
す
べ
て
外
様
大
名

で
あ
る
｡
保
科
氏
の
場
合
は
､
隠
居
と
同
年
に
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
正
経
の
病
気
の
探
刻
度
が
推
測
さ
れ
る
｡
ま
た
､
松
平
昌
親
の
場

合
は
､
既
述
の
よ
う
に
家
中
騒
動
を
収
拾
す
る
た
め
の
早
期
隠
居
で
あ
っ
た
｡

つ
ま
り
､
諸
大
名
は
武
家
社
会
に
慣
習
的
な
隠
居
許
可
条
件
に
従
っ
て
隠
居
願
い
を
出
し
'
幕
府
は
病
気

･
老
衰
の
事
由
に
か
か
わ
ら

ず
四
〇
歳
以
上
の
大
名
の
隠
居
願
い
は
基
本
的
に
聞
き
届
け
'

一
九
六
〇
年
以
降
は
病
気
以
外
の
理
由
に
よ
る
四
〇
歳
未
満
の
隠
居
も
許

容
す
る
よ
う
変
化
し
た
が
､

1
万
で
家
門

･
譜
代
大
名
は
将
軍
と
の
主
従
関
係
が
大
名
家
内
部
の
問
題
よ
-
も
重
視
さ
れ
､
家
中
騒
動
な

ど
の
特
別
の
場
合
を
除
い
て
四
〇
歳
未
満
の
早
期
隠
居
は
極
力
忌
避
さ
れ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡



註

(第
二
章
)

(-
)
進
土
産
幹

r近
世
武
家
社
会
と
諸
法
度
｣
(四
七
頁
)
0

(2
)
中
田
嘉

｢徳
川
時
代
の
家
督
相
続
法
｣
(r法
制
史
論
集
｣
第

一
巻
)
0

(3
)
氏
家
幹
人
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば
､
大
名
の
隠
居
年
齢
の
平
均
は
'

一
六
〇
〇
年
か
ら

一
六
九
九
年
は
六
〇
･
九
歳
､

一
七
〇
一
か
ら

1
七
E
l九
年
ま
で
は
五
三

･
九
歳
､

一
七
五
〇
か
ら

一
七
九
九
年

ま
で
は
四
七
'
四
歳
'

一
八
〇
〇
年
以
降
は
四
五
､
八
歳
と
低
下

傾
向
を
辿
る
と
い
う

(｢殿
様
と
鼠
小
僧

老
僕

･
松
浦
静
山
の
世

界
｣
中
公
新
書

一
〇
〇
四
､

一
九
九

一
年
､
六
八
頁
)
｡

(4
)

一
六
五

一
-
六
〇
年
ま
で
の
間
の
隠
居
大
名

一
五
件
の
う
ち
､
初

代
か
ら
二
代
へ
家
督
を
譲
っ
た
事
例
は
五
件
､

]
六
六

1
-
1
六

七

〇
年
の
間
の
隠
居
大
名
三
五
件
の
う
ち
で
は
七
件
で
あ
る
が
､

真
田

･
安
藤
の
二
事
例
を
除
け
ば
'
い
ず
れ
も
慶
長
八
年
以
降
に

取
り
立
て
ら
れ
た
新
規
大
名
の
初
代
か
ら
二
代
へ
の
家
督
譲
渡
で

あ
る
｡

(5
)
藤
井
謙
治

r江
戸
開
蒔
】
央
英
社
版
日
本
の
歴
史
l

(典
英
社
､

一
九
九
二
年
､
二
〇
六
-
二
二

頁
)
｡

(6
)
天
和
三
年
悶
三
月
六
日
'
網
昌
は

｢失
心
｣
を
理
由
に
所
領
没
収

と
な
り
､
昌
親

に
は
越
前
家
の

由
緒

を
考

賭
し
て
､
二
五
万
石
と

福
井
城
が
与
え

ら

れ､
昌
親
は

再
勤

す
る
こ
と

にな
っ
た
｡

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

(7
)
無
嗣
で
あ
る
こ
と
'
つ
ま
り
性
的
不
能
の
状
態
を

｢病
弱
｣
｢病
気
｣

と
表
現
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
'
性
的
不
能
を
病
気
と
捉
え
る
よ

り
は
'
家
継
承
の
不
適
格
者
と
み
な
す
方
が
本
質
的
で
あ
ろ
う
｡

(8
)
利
隆
と
と
も
に
寛
永

一
二
年

(
一
六
三
五
)
か
ら
同

一
五
年
ま
で

｢六
人
衆
｣
を
勤
め
た
酒
井
息
朝
は
'
座
安
二
年

(
1
六
四
九
)
に

不
行
跡
の
た
め
父
忠
勝
の
勘
気
を
う
け
､
廃
嫡
の
上
､
放
居
と
な

っ
て
い
る
｡

(9
)
笠
谷
和
比
古

r主
君

｢押
込
｣
の
構
造

近
世
大
名
と
家
臣
団
J

平
凡
社
選
沓

]
1
九

(平
凡
社
'

1
九
八
八
年
､
九

]
頁
)｡



史
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(
一
九
九
八
年
)

第
三
章

単
独
相
続
と
分
知
相
続

(-
)

本
章
で
は
'
江
戸
幕
府
の
武
家
法
に
お
い
て
嫡
出
長
子
単
独
相
続
法
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
す
る
法
制
史
の
見
解
に
対
し
て
'
近
世
前
期

(2
)

の
大
名
の
分
知
相
続
の
実
態
を
分
析
す
る
こ
と
で
再
検
討
を
試
み
た
い
｡
本
題
に
入
る
前
に
､
中
田
某
氏
の
研
究

を

も
と
に
､
幕
府
法
に

お
け
る
武
士
の
相
続
手
続
き
を
整
理
し
て
お
こ
う
｡

幕
府
法
の
原
則
で
は
'
出
生
届
け
が
な
い
男
子
を
柿
子
又
は
養
子
に
願
い
出
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
が
'
必
ず
し
も
出
生
届
け
を
出
す

義
務
は
な
か
っ
た
た
め
'
妾
腹
男
子

(庶
出
子
)
の
場
合
は
'
特
別
の
必
要
が
無
い
限
り
出
生
届
け
を
出
さ
な
か
っ
た
｡
嫡
出
子

･
庶
出

子
共
に
､
後
日
に
そ
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
､
丈
夫
届
け
を
捉
出
す
れ
ば
出
生
届
け
と
同

一
に
取
り
扱
わ
れ
た
｡
丈
夫
届
け
を
捷
出
す

る
時
に
は
'
出
生
届
け
を
出
さ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
､
本
人
が
虚
弱
で
あ
り
､
成
長
の
見
込
み
が
立
た
な
か
っ
た
と
記
載
す
る
の
が
常

例
で
あ
っ
た
｡

幕
府
法
に
お
け
る
武
士
の
嫡
子
に
は
'
法
定
晴
子

･
届
出
嫡
子

･
願
出
嫡
子
の
三
種
が
あ

っ
た
｡
法
定
嫡
子
は
生
得
嫡
子
と
も
い
い
､

正
妻
と
の
間
に
生
ま
れ
た
男
子
の
こ
と
で
あ
る
｡
嫡
出
長
子
が
出
生
す
る
以
前
に
妾
腹
の
男
子
が
生
ま
れ
た
場
合
､
出
生
届
け
に
は
後
日

正
妻
に
男
子
が
祖
生
し
た
時
に
右
の
庶
子
を
二
男
に
定
む
べ
き
旨
を
付
記
し
て
お
-
必
要
が
あ
っ
七
〇
そ
の
後
'
法
定
嫡
子
が
出
生
し
な

か
っ
た
り
､
早
世
'
魔
術
さ
せ
ら
れ
た
場
合
な
ど
に
は
､
庶
子
を
婿
子
に
指
定
す
る
旨
の
届
け
を
提
出
し
た
｡
こ
れ
を
届
出
椅
子
と
い
う
｡

幕
府
法
で
は
､
椅
子

(法
定
･
届
出
)
が
早
世
L
t
あ
る
い
は
廃
嫡
さ
れ
た
場
合
に
､
嫡
子
の
身
分
は
血
統
の
自
然
的
順
序
に
よ
-
汰

定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
｡
相
続
人
は
嫡
庶
長
幼
の
順
に
従

っ
て
'
嫡
子
に
選
定
さ
れ
る
べ
き
法
定
順
位
が
定
ま
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
り
､

被
相
続
人
が
こ
れ
を
願
い
出
る
必
要
が
あ
っ
た
｡
こ
の
手
続
き
に
よ
り
嫡
子
に
認
定
さ
れ
た
者
を
願
出
嫡
子
と
い
う
｡



第7表 分知相続内訳

＼ 件数 累計 新的 人数 諸子 兄 弟 叔父 班 養子

義兄 蕃父 その他1603-10 5 5 (o) 10

1 0 5 1 000031611-20 15 19 (o) 25 3 1 19 1 1 0000
1621-30 10 29 (1) 20 0 1 16 0

2 00011631-40 25 54 (2) 35

5 1 24 1 3 00011641-50 27 81 (3) 37 1 1 34 000001
1651-60 28 109 (5) 44 0028 9

1 2 0041661-70 30 139 (9) 47

01 43 01 00021671-80 28 167(18) 32 01 25 5 001 0
01681-90 20 187(12) 25 002

0 0 0 1 1 1 11691-00 10 197 (4) 16 01 ll 4 00
0001701-08 9 207(3)1000811

0000＼207＼(57 )30110723322932113

証1
.
｢新円｣は新田分知を表し､｢件数｣の中に含まれているo
註2
..r
人数｣は｢諸子｣から｢その他｣までの人数の合計である｡

註3
.
｢その他｣は従兄弟､
従祖祖父
､
大叔父など

｡

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

基
本
的
順
位
は
､
孫
､
次
男
以
下
諸
子
､
傍
系
親
族
の
順
で
あ

っ
た
｡
孫
の
相
続
は
､
祖
父
の
亜
子
と
な
る
嫡
孫
養
子
願
か
､

い

わ
ゆ
る
嫡
孫
承
祖
願
を
提
出
し
て
相
続
人
に
選
定
し
た
｡
ほ
と
ん

ど
が
祖
父
の
養
子
と
な
ら
ず
に
嫡
孫
の
ま
ま
相
続
す
る
嫡
孫
承
祖

の
形
態
を
と
っ
た
｡
嫡
孫
承
祖
が
不
適
当
で
あ
る
場
合
に
は
､
被

相
続
人
は
先
嫡
子
の
兄
弟
で
あ
る
諸
子
の
内

一
人
を
特
別
の
事
由

が
な
い
以
上
は
嫡
庶
長
幼
の
順
序
に
従

っ
て
嫡
子
に
願
い
出
た
｡

さ
ら
に
'
被
相
続
人
に
孫
も
子
も
な
い
場
合
､
或
い
は
彼
ら
が
相

続
人
と
し
て
不
適
当
な
場
合
に
は
､
傍
系
親
族
か
ら
相
続
人
を
願

い
出
る
場
合
も
あ
っ
た
｡
.

江
戸
時
代
の
大
名
の
相
続
は
T

嫡
子
単
独
相
続
が
基
本
で
あ
っ

た
｡
し
か
し
'
嫡
子
の
選
定
に
も
れ
た
者
に
も



史
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二
九
九
八
年
)

三
〇

八
)
ま
で
大
名
の
分
知
に
よ
る
相
続
件
数
と
相
続
人
の
人
数
を

一
〇
年
単
位
で
統
計
し
た
も
の
で
あ
る
｡
分
知
の
総
数
は
二
〇
七
件
で
'

相
続
全
体

(九
九
七
件
)
の
二
〇
･
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
｡
逆
に
い
え
ば
､
七
九
〇
件
は
嫡
子
単
独
相
続
で
あ
っ
た

(嫡
出
長
子
単

独
相
続
で
は
な
い
点
に
注
意
)
｡
た
だ
し
'
た
と
え
ば
三
人
の
弟
に
分
知
が
あ
っ
た
場
合
'
こ
れ
を
三
件
で
は
な
く

一
件
と
し
て
数
え
た

の
で
､
実
際
に
分
知
を
受
け
た
人
数
は
件
数
を
上
回
-
'
三
〇
一
人
と
な
る
｡
分
知
相
続
は
近
世
初
期
か
ら
増
加
の
傾
向
に
あ
っ
た
が
､

寛
文
期

(
一
六
六
一
～
七
〇
)
を
ピ
ー
ク
に
以
後
は
減
少
に
向
か
う
傾
向
に
あ
る
｡

｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
を
も
と
に
慶
長
四
年

二
五
九
九
)
か
ら
寛
政

一
〇
年

二
七
九
八
)
ま
で
二
〇
年
単
位
で
統
計
を
と
っ
た
鎌
田

(3
)

氏
の
分
析

で

も
､
江
戸
初
期
に
は
分
知
例
が
相
当
数
見
ら
れ
､
延
宝
七
年

(
一
六
七
九
)
か
ら
元
禄

一
一
年

(
一
六
九
八
)
に
ピ
ー
ク
が
あ

り
､
元
禄
～
享
保
期
を
境
と
し
て
分
知
例
は
急
激
に
減
少
し
､
元
文
四
年

(
一
七
三
九
)
以
降
は
皆
無
に
な
る
と
い
う
｡
鎌
田
氏
の
統
計

に
は
旗
本
も
含
ま
れ
る
た
め
'
大
名
の
み
を
統
計
し
た
第
7
表
と
は
分
知
の
ピ
ー
ク
期
に
若
干
の
ズ
レ
が
あ
る
｡
旗
本
の
場
合
は
寛
文
印

知
の
影
響
を
受
け
な
い
の
で
､
そ
の
後
も
分
知
が
減
少
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
'
以
後
全
体
と
し
て
減
少
傾
向
に
む
か
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
｡
た
だ
し
'
享
保
期
以
降
に
分
知
が
皆
無
に
な
る
と
い
う
指
摘
は
､
厳
密
に
は
朱
印
分
家
に
限
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
松
平
秀
治
氏

(4
)

の
研
究
に
よ
れ
ば
'
本
港
の
石
高
の
減
少
を
伴
わ
な
い
内
分
分
家
は
宝
永
元
年

二
七
〇
四
)
以
降
に
も

一
三
家
が
創
出
さ
れ
て
い
る
｡

鎌
田
氏
は
ま
た
､
分
知
が
激
減
す
る
享
保
期
に
幕
府
が
分
知
制
限
令
を
出
し
た
形
跡
は
な
い
と
し
､
諸
藩
の
分
析
か
ら
享
保
期
に
分
知

が
激
減
す
る
理
由
を
①
経
済
的
条
件
と
②
奉
公
勤
務
上
の
条
件
の
二
つ
に
あ
る
と
し
た
｡
①
は
､
江
戸
中
期
に
は
分
割
相
続
を
可
能
と
す

る
加
増
が
期
待
で
き
な
っ
た
た
め
'
家
臣
側
か
ら
分
知
願
い
を
な
し
え
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
り
､
②
は
中
期
以
降
に
役
高
に
よ
る
職
階

制
が
成
立
す
る
と
､
家
禄
相
当
の
役
高
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
ず
､
財
政
窮
乏
に
よ
り
分
知
願
を
許
可
し
得
な
-
な
っ
た
た
め
と
い
う
｡

大
名
の
場
合
'
①
に
つ
い
て
は
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
が
､
②
に
つ
い
て
は
家
格
維
持
の
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
.
近
世
初

期
の
大
名
の
分
知
は
､
本
高
の
内
か
ら
相
応
の
石
高
を
分
知
し
て
い
た
が
､
次
第
に
新
田
高
を
分
知
す
る
よ
う
に
な
る
｡
そ
の
初
見
は
'



管
見
の
限
り
寛
永
五
年

(
1
六
二
八
)､
輯
口
宣
直
が
越
後
新
発
田
五
万
石
を
退
領
相
続
し
た
時
に
､
弟
宣
秋
に
六
〇
〇
〇
石
'
同
宣
俊
に

五
〇
〇
〇
石
'
同
宣
知
に
四
五
〇
〇
石
を
新
田
で
分
知
し
た
事
例
で
あ
る
｡
正
保
元
年

(
一
六
四
四
)
に
は
､
松
平
清
道
が
播
磨
姫
路
新

田
三
万
石
を
立
洋
す
る
例
な
ど
が
あ
る
が
､
新
田
分
知
が
急
増
す
る
の
は
寛
文
四
年

二
六
六
四
)
以
降
で
､
以
後
の
分
知
の
約
半
数
近

く
を
新
田
分
知
が
占
め
る
よ
う
に
な
る

(節
7
表

｢新
田
｣
の
項
目
参
照
)0

周
知
の
よ
う
に
'
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)
に
は
諸
大
名
の
領
知
改
め

(寛
文
印
知
)
が
行
わ
れ
､
表
高

(公
称
拓
)
が
確
定
し
'
石
高

規
模
に
よ
る
大
名
の
家
格
が
定
ま
っ
た
｡
こ
の
後
は
'
分
知
に
よ
る
本
港
領
知
高
の
減
少
は
､
家
格
の
変
更
と
い
う
問
題
を
引
き
起
こ
す

こ
と
に
な
っ
た
｡
寛
文
四
年
七
月

一
八
日
に
備
中
松
山
を
相
続
し
た
水
谷
勝
宗
の
場
合
は
'
弟
勝
能
に
二
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
た
め
石

高
は
四
万
八
〇
〇
〇
石
に
減
少
し
た
が
､
の
ち
に
こ
れ
を
新
田
高
で
補
い
五
万
石
に
復
帰
し
た
｡
酒
井
忠
挙
が
天
和
元
年

二
六
八
二

二
月
二
七
日
に
上
野
前
橋
を
家
督
相
続
し
た
際
も
､
弟
息
寛
に
二
万
石
を
分
知
し
て
二
二
万
石
と
な
っ
た
が
'
宝
永
四
年

(
一
七
〇
七
)

に
新
田
高
を
加
え

一
五
万
石
に
復
帰
し
た
｡
こ
う
し
た
分
知
に
よ
る
本
高
の
減
少
に
対
し
て
､
新
田
高
を
加
え
る
こ
と
で
家
格
を
維
持
す

る
方
式
も
と
ら
れ
た
が
､
多
-
は
最
初
か
ら
新
田
高
を
分
知
し
て
本
薄
の
家
格
の
維
持
を
図
っ
た
｡
寛
文
印
知
は
大
名
の
家
格
の
序
列
化

を
も
た
ら
し
た
と
同
時
に
､
大
名
の
相
続
形
態
に
お
い
て
新
田
分
知
を
定
着
さ
せ
る
契
機
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

次
に
'
第
7
表
の
分
知
相
続
人
の
内
訳
を
中
心
に
'
開
通
す
る
事
例
な
ど
も
取
-
上
げ
な
が
ら
'
嫡
子
以
外
の
相
続
に
つ
い
て
の
問
題

点
や
特
質
を
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
｡
な
お
'
以
下
の
記
述
で
は
､
繁
雑
で
は
あ
る
が
'
諸
子
の
将
軍
へ
の
目
見
え
記
事
に
注
目
し

て
い
る
｡
将
軍
に
目
見
え
を
果
た
し
た
者
は
､
家
臣
に
く
だ
っ
た
り
､
直
参
以
外
の
家
に
養
子
に
出
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
'
諸

子
が
目
見
え
を
し
た
か
ど
う
か
は
､
親
が
そ
の
子
の
将
来
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
を
端
的
に
示
す
か
ら
で
あ
る
｡
ま
た
､
検
索
の
便
を
考

え
て
'
主
要
人
名
を
太
字
に
し
て
い
る
｡

近
世
前
期
大
名
相
続
の
尖
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)



史
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号

(
一
九
九
八
年
)

1
､
諸
子
へ
の
分
知

中
世
社
会
に
お
け
る
多
-
の
相
続
争
い
は
'
い
ま
だ
嫡
出
長
子
単
独
相
続
の
原
則
が
確
立
せ
ず
'
被
相
続
人
の
自
由
な
意
思
に
よ
る
嫡

子
選
定
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
'
江
戸
時
代
に
は
嫡
出
長
子
単
独
相
続
の
形
態
が
徹
底
し
た
こ
と
に
よ
り
､
締
出
長

(5
)

子
の
庶
子
に
対
す
る
優
位
性
は
圧
倒
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
｡

し
か
し
'
中
世
戦
国
期
に
引
き
続
き
能
力
主
義
の
要
請
が
強
か
っ
た
江

戸
初
期
に
お
い
て
は
'
嫡
庶
の
筋
目
を
無
視
す
る
よ
う
な
相
続
が
'
将
軍
の
強
力
な
意
思
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
｡
た
と

え
ば
'
井
伊
直
孝
の
嫡
出
長
子
直
勝
は
病
弱
の
た
め
大
坂
の
陣
へ
の
出
陣
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
'
家
康
は
元
和
元
年

(
一
六
一
五
)
二

月
に
庶
子
直
好
に
本
家
彦
根

一
八
万
石
を
継
が
せ
､
直
勝
に
は
上
野
安
中
三
万
石
を
与
え
て
い
る
｡

嫡
出
子
が
あ
り
な
が
ら
'
庶
長
子
が
本
家
を
継
い
だ
事
例
で
は
､
池
田
家
の
事
例
が
あ
る
｡
池
田
利
隆
は
'
天
正

一
二
年

(
一
五
八
四
)

に
輝
政
と
中
川
清
秀
の
娘
と
の
間
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
が
､
輝
政
は
文
禄
三
午

(
1
五
九
四
)
豊
臣
秀
吉
の
命
令
で
徳
川
家
康
の
娘

督
姫
を
正
室
と
L
t
慶
長
四
年

二
五
九
九
)
に
忠
継
が
生
ま
れ
た
｡
そ
の
た
め
'
忠
継
が
晴
子
と
な
り
'
同
八
年
正
月
五
歳
で
備
前
岡

山
二
八
万
石
を
新
規
に
与
え
ら
れ
て
大
名
と
な
っ
た
.
同

1
八
年
正
月
二
五
日
韓
政
が
没
す
る
と
､
六
月
六
日
に
利
隆
は
播
磨
姫
路
四
二

万
石
の
遺
領
を
継
ぎ
､
息
継
に
遺
領
の
内

1
0
万
石
を
分
知
し
､
幼
少
の
忠
継
に
か
わ
り
備
前
国
の
国
政
を
沙
汰
す
る
よ
う
家
康
よ
り
命

(6
)

じ
ら
れ
た

｡

こ
の
事
例
は
'
本
来
の
嫡
出
長
子
が
中
央
政
権
と
の
関
係
で
庶
長
子
に
変
更
さ
せ
ら
れ
る
事
態
が
生
じ
､
こ
れ
に
対
し
て
徳

川
氏
が
優
遇
処
置
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

逆
に
､
庶
長
子
が
新
規
取
立
て
に
な
っ
た
事
例
で
は
'
伊
達
家
の
事
例
が
あ
る
｡
慶
長

一
九
年

(
〓
ハ
一
四
)
一
二
月
二
八
日
家
康
は
'

伊
達
秀
宗

(政
宗
の
庶
長
子
､
二
四
歳
)
に
伊
線
宇
和
島

一
〇
万
石
を
与
え
て
大
名
に
取
立
て
て
い
る
｡

こ
の
三
例
は
､
い
ず
れ
も
将
軍
家
康
と
各
大
名
と
の
個
別
の
関
係
を
も
と
に
政
治
的
に
決
定
さ
れ
た
近
世
初
頭
の
特
殊
事
例
と
い
え
る
｡



そ
の
場
合
に
､
嫡
子

･
庶
子
の
一
方
を
新
規
に
取
立
て
て
お
-
'
形
式
的
に
も
分
知
で
は
な
い
が
､
の
ち
に
本
支
藩
関
係
が
成
立
す
る
点

か
ら
い
え
ば
近
世
初
期
に
限
定
的
な
分
家
創
出
の
一
形
態
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
｡
伊
井
家
の
事
例
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
'
慶
長

･
元
和
期

に
は
嫡
庶
長
幼
の
序
の
区
別
は
あ
っ
た
が
'
絶
対
視
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
そ
の
方
針
は
'
た
と
え
ば
二
代
将
軍
に
三

男
秀
忠
が
選
出
さ
れ
た
経
過
な
ど
に
も
端
的
に
現
れ
て
い
よ
う
｡

次
に
'
被
相
続
人

(親
)
が
存
命
中
に
嫡
子
以
外
の
諸
子

(庶
長
子
､
嫡
出
次
男
以
下
)
に
分
知
し
た
事
例
は
､
次
の
五
件

(人
名
)
が
あ

る
｡真

田
信
之
は
､
慶
長

1
九
年

(
1
六
1
ES)
頃
庶
出
長
子
倍
音

(母
は
某
氏
)
に
上
野
沼
田
三
万
石
を
分
知
し
た
が
､
信
書
は
寛
永

1
1

午

(
一
六
三
四
)
に
三
八
歳
で
没
し
た
｡
倍
音
の
嫡
子
熊
之
助

(母
は
酒
井
息
世
の
娘
)
が
四
歳
で
迫
領
を
継
ぎ
'
家
光
に
拝
謁
し
た
が
'

同

一
五
年
七
歳
で
早
世
L
t
二
男
兵
書

(倍
利
'
母
は
某
氏
)
は
四
歳
で
あ
っ
た
た
め
'
信
之
は
嫡
子

(嫡
出
次
期
)
倍
政
に
二
万
五
〇
〇

〇
石
を
相
続
さ
せ
'
孫
の
兵
書
に
は
五
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
.
明
暦
二
年

(
〓
ハ
五
六
)
1
0
月
晦
日
に
信
之
は
九

1
歳
で
致
任
し
､

(7
)

倍
政
が
六

一
歳
で
信
濃
松
代

一
〇
万
石
家
督
を
継
ぎ
'
甥
倍
利
に
二
万
五
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
て
沼
田
洋
三
万
石
を
再
興
さ
せ
た
｡

徳
川
頼
房
は
､
故
あ
っ
て
寛
永

一
〇
年

(
1
六
三
三
)
に
長
子
頼
重
を
越
え
て
111男
光
臨
を
嫡
子
と
し
て
届
け
た
た
め

(次
男
は
早
世
)'

同

1
六
年

一
八
歳
の
頼
重
に
常
陸
下
野
五
万
石
を
分
知
し
た
.
頼
重
は
､
同

1
九
年
讃
岐
高
松

一
二
万
石
に
加
増

･
転
封
と
な
っ
た
｡
光

団
は
寛
文

1
1
年

(
1
六
七
1
)
六
月
､
兄
頼
房
の
嫡
子
綱
条
を
水
戸
本
藩
の
嫡
子
に
迎
え
､
実
子
頼
常
を
頼
重
の
養
子
と
す
る
こ
と
で

嫡
系
の
復
活
を
図
-
'
元
禄
三
年

二
六
九
〇
)
隠
居
し
て
綱
条
に
家
督
を
譲
っ
た
｡

鍋
島
勝
茂
の
庶
出
長
子
元
茂

(母
は
小
西
氏
)
は
､
元
和
三
年

二
六
一
七
二
二
月
に
〓
ハ
歳
で
父
の
領
知
の
内
か
ら
肥
前
小
城
七
万
三

二
〇
〇
石
の
分
知
を
受
け
た
｡
勝
茂
の
二
男

･
三
男
は
早
世
L
t
四
男
息
直

(母
は
家
康
養
女
高
源
院
)
は
元
和
三
年
三
月
二
八
日
に
秀
忠

に
初
目
見
え
L
t
秀
忠
の
一
字
と
松
平
姓
を
与
え
ら
れ
た
が
､
寛
永

二

一年

(
〓
ハ
三
五
)
正
月
二
八
日
に
二
三
歳
で
没
し
た
｡
息
直
に

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

三
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
年
)

三
四

は
､
同
九
年
に
椅
子
光
茂

(母
は
松
平
忠
明
の
娘
)
が
生
ま
れ
て
い
た
が
'
わ
ず
か
四
歳
で
あ
っ
た
た
め
'
勝
茂
は
五
男
直
澄

(母
は
高
源

醍
)
を
嫡
子
に
す
る
こ
と
を
考
え
た
が
､
元
茂
や
家
老
多
久
安
順
の
反
対
に
よ
り
'
同

一
二
年

一
一
月
二
五
日
に
直
澄
の
家
光
へ
の
初
日

見
え
を
済
ま
せ
'
同

一
六
年
肥
前
蓮
池
五
万
二
六
二
五
石
を
分
知
し
た
｡
同

一
九
年
に
は
九
男
直
朝

(母
は
高
源
院
)
に
肥
前
鹿
島
二
万

石
を
分
知
し
､
こ
う
し
て
佐
賀
藩
は
小
城

･
蓮
池

･
鹿
島
の
三
支
藩
が
成
立
し
た
｡
明
暦
三
年

二
六
五
七
)
二
月

一
九
日
に
勝
茂
は
嫡

孫
光
茂

(二
六
歳
)
に
家
督
を
譲
り
'
同
年
三
月
二
四
日
に
七
八
歳

(
一
説
'
七
四
歳
)
で
没
し
た
｡

牧
野
忠
成
は
'
寛
永

一
四
年

二
六
三
七
)
六
月
二
二
日
に
嫡
子
光
成

(母
は
永
原
道
真
の
娘
)
が
二
四
歳
で
没
し
た
た
め
'
嫡
孫
息
成

(母
は
本
多
俊
次
の
娘
)
を
同

一
六
年

一
〇
月

一
八
日
に
五
歳
で
家
光
に
初
目
見
え
さ
せ
た
｡
既
に
寛
永

一
一
年

二
六
三
四
)
に
二
男
康
成

(光
戊
の
同
母
弟
)
に
1
万
石
､
四
男
定
成

(母
は
某
氏
)
に
六
〇
〇
〇
石
の
新
田
を
分
知
し
て
い
た
が
'
承
応
三
年

二
六
五
四
)
1
二
月

一
六
日
に
忠
成
が
七
四
歳
で
没
す
る
と
､
康
成
と
五
弟
息
清

(母
は
某
氏
)
が
相
続
権
を
主
張
し
て
息
成
と
争
い
'
明
暦
元
年

二
六
五
五
)

二
月

一
六
日
に
幕
府
の
裁
許
に
よ
り
'
息
成
が
祖
父
の
退
領
越
後
長
岡
七
万
四
〇
〇
〇
石
を
二
一
歳
で
継
ぐ
こ
と
に
決
定
し
た
｡

九
鬼
守
隆
は
'
嫡
出
長
子
良
隆

(母
は
原
宗
忠
の
娘
､
寛
永
二

年
没
三
〇
歳
)
を
寛
永
九
年

二
六
三
二
)
病
気
の
た
め
廃
嫡
L
t
同
年

八
月
三
日
に
一
五
歳
の
末
子

(五
男
､
母
は
某
氏
)
で
出
家
中
の
久
隆
を
還
俗
さ
せ
良
隆
の
養
子
と
L
t
二
七
日
に
家
光
に
初
日
見
え
を
済

ま
せ
た
｡
そ
の
直
後
､
守
隆
は
九
月

一
五
日
に
久
隆
へ
の
遺
領
相
続

(形
式
的
に
は
嫡
孫
泉
狙
)
を
遺
言
し
て
六
〇
歳
で
没
し
た
｡
良
隆
の

同
母
弟
貞
隆

(守
隆
二
男
)
は
同
八
年
に
早
世

(享
年
二
四
歳
)'
三
男
隆
季

(母
は
某
氏
)
は
父
守
隆
と
不
仲
の
た
め
伊
勢
飯
野
に
捨
扶
持

一
万
石
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
'
守
隆
の
死
後
は
､
遺
領
相
続
を
め
ぐ
っ
て
家
臣

一
三
人
衆
と
と
も
に
幕
府
に
出
訴
し
た
｡
四
男
隆
重

(母
は
某
氏
)
は
寛
文
元
年

二
六
六
1
)
三
月
二
八
日
に
隆
李
の
所
領
の
内
五
〇
〇
石
を
分
知
さ
れ
て
お
-
'
隆
季
派
に
与
し
て
い
た
と

見
ら
れ
る
｡
寛
永

一
〇
年
三
月
五
日
に
幕
府
は
守
隆
の
遺
言
通
り
久
隆
の
相
続
を
認
め
た
が
'
摂
津
三
田
三
万
六
〇
〇
〇
石
へ
所
替
え
を

(8
)

命
じ
､
隆
季
に
は
丹
波
綾
部
に
二
万
石
を
分
知
さ
せ
た
｡



2
､
兄
へ
の
分
知

嫡
子
が
相
続
し
た
際
に
兄
へ
分
知
し
た
事
例
は
､
相
続
と
同
時
期
に
分
知
す
る
場
合
と
'
相
続
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
分
知
を
す
る
場
合

と
が
あ
る
｡

ま
ず
'
相
続
と
同
時
期
に
分
知
し
た
串
例
は
､
次
の
五
件

(玉
名
)
で
あ
る
｡

久
松
松
平
忠
憲

(母
は
酒
井
家
次
の
娘
)
は
､
寛
永
元
年

二
六
二
四
)
六
月
に
五
歳
で
美
浪
大
垣
五
万
石
の
迫
領
を
継
い
だ
が
'
九
月

に

｢幼
稚
｣
を
理
由
に
信
濃
小
諸
四
万
五
〇
〇
〇
石
に
移
さ
れ
'
こ
の
時
五
〇
〇
〇
石
を
庶
兄
息
利

(母
は
某
氏
'
二
〇
歳
)
に
分
知
し
た
｡

息
利
は
元
和
九
年

(
1
六
l二
二
)
に
秀
忠
が
上
洛
し
た
際
に
大
垣
で
初
目
見
え
を
済
ま
せ
て
お
り
,
分
知
後
は
寄
合
に
列
し
な

浅
野
光
農

(母
は
家
鵬
養
女
捉
姫
)
は
'
寛
永
九
年

(
〓
ハ
l三
-)
1
0
月
二
九
日
に
一
六
歳
で
安
芸
広
島
四
二
万
六
五
〇
〇
石
の
遺
領

を
相
続
し
た
が
､

一
一
月
朔
日
に
将
軍
家
光
に
襲
封
の
礼
を
終
え
た
翌
日
に
'
庶
兄
長
治

(母
は
某
氏
'
一
九
歳
)
に
備
後
三
次
五
万
石
を

分
知
し
た
｡
長
治
は
元
和
五
年

(
一
六
一
九
)
六
歳
で
秀
忠
へ
の
初
日
見
え
を
済
ま
せ
て
お
り
'
寛
永
七
年
従
五
位
下
因
幡
守
に
叙
任
さ

れ
て
い
る
の
で
'
分
知
は
父
長
鹿
の
意
向
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

本
多
利
長

(母
は
井
上
正
就
の
娘
)
は
'
正
保
二
年

二
六
四
五
)
閏
五
月
二
六
日
に
一
一
歳
で
逝
領
三
河
岡
崎
五
万
石
を
継
ぎ
'
庶
長

子
助
久

(母
は
某
氏
)
に
四
五
六
〇
石
'
同
母
弟
利
朗
に
二
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡
助
久
は
寛
永

一
五
午

(
一
六
三
八
)
に
家
光
に
初
日

見
え
を
済
ま
せ
て
い
た
｡

京
極
高
戎

(母
は
酒
井
忠
菅
の
娘
)
は
'
元
禄
七
年

(
1
六
九
四
)
六
月

1
八
日
に
三
歳
で
讃
岐
丸
亀
五
万

1
四
六
七
石
を
逝
領
相
続
し
､

四
歳
の
庶
兄
高
通

(母
は
塩
津
氏
)
に
讃
岐
多
度
津

一
万
石
を
分
知
L
t
同

一
五
年
四
月

一
五
日
に
兄
弟
と
も
に
綱
吉
に
初
日
見
え
を
済

ま
せ
た
｡

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)



史
料
飽
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
1
九
九
八
年
)

三

六

片
桐
貞
昌
の
嫡
出
次
男
信
明

(母
は
大
久
保
忠
常
の
娘
)
は
病
気
廃
嫡
と
な
り
栗
原
を
称
し
､
同
母
弟
の
三
男
貞
房
が
姉
子
と
な
り
､
延

宝
二
年

二
六
七
四
)
1
月

1
九
日
に
大
和
小
泉

1
万

二

.二
九
石
の
遺
領
を
相
続
し
た
｡
こ
の
時
､
庶
兄
信
隆

(母
は
青
木
氏
)
は

1
0

0
0
石
を
分
知
さ
れ
'
別
家
と
な
り
下
条
を
称
し
た

(後
に
片
桐
に
複
す
)o

次
に
､
相
続
後
し
ば
ら
く
し
て
分
知
し
た
事
例
は
､
次
の
二
件

(二
名
)
で
あ
る
｡

田
中
忠
政
は
､
慶
長

一
四
年

(
一
六
〇
九
)
四
月
に
二
五
歳
で
筑
後
柳
川
三
二
万
五
〇
〇
〇
石
の
退
領
を
継
い
だ
｡
こ
れ
は
嫡
出
長
子

書
次
が
父
書
政
と
不
和
と
な
-
廃
嫡
さ
れ
'
次
男
書
信
は
家
臣
と
な
り
'
三
男
康
政
は
病
気
の
た
め
嫡
子
と
さ
れ
な
か
っ
た
｡
し
か
し
'

(10
)

元
和
111年

(
1
六
1
七
)
康
政
は
同
母
弟
息
政
の
相
続
を
不
服
と
す
る
訴
訟
を
お
こ
し
'
幕
府
は
康
政
に
三
万
石
を
分
知
さ
せ
た
O

亀
井
B
3枚
は
､
元
和
五
年

二
六
一
九
)
父
政
籍
の
遣
領
石
見
津
和
野
四
万
三
四
六
八
石
を
三
歳
で
継
い
だ
｡
幼
少
の
た
め
'
同
七
年

秀
忠
は
祖
母
お
よ
び
母

(松
平
康
重
の
娘
)
の
養
育
を
国
元
で
受
け
る
よ
う
命
じ
'
㍊
政
は
津
和
野
に
帰
国
し
た
｡
寛
永
三
年

二
六
二
六
)

秀
忠

･
家
光
が
上
洛
し
た
時
､
初
目
見
え
を
果
た
し
た
｡
蛇
政
の
四
歳
上
の
庶
兄
経
矩

(母
は
某
氏
)
は
､
同
七
年
二
月
二
八
日
に
秀
忠

に
初
目
見
え
し
､
後
に
書
院
番
士
に
召
し
だ
さ
れ
､
度
米
二
〇
〇
俵
を
得
た
｡
万
治
三
年

二
六
六
〇
)
一
二
月
二
六
日

一
〇
〇
俵
を
加

え
ら
れ
た
が
､
寛
文
五
年

二
六
六
五
)
斑
治
か
ら
三
〇
〇
〇
石
の
分
知
を
う
け
'
軽
米
は
収
公
と
な
っ
た
｡

以
上
の
よ
う
に
､
兄
が
分
知
を
受
け
た
の
は
七
件

(七
名
)
と
少
な
い
｡
統
計
的
に
確
実
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
'
庶
兄
が
分
知
を
受

け
な
い
事
例
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
た
と
え
ば
'
立
花
名
虎

(母
は
松
平
息
宗
の
娘
)
は
'
寛
文
四
年

二
六
六
四
)

閏
五
月
七
日
に
二
〇
歳
で
筑
後
柳
川
一
〇
万
九
六
〇
〇
石
の
家
督
を
継
い
だ
｡
鑑
虎
は
息
茂
の
四
男
で
'
兄
二
人
が
早
世
L
t
三
見
茂
虎

(母
は
光
行
氏
)
は
庶
子
の
た
め
家
督
た
ら
ず
'
子
孫
の
代
に
家
臣
に
な
っ
た
｡

鍋
島
直
苦
の
二
男
直
之

(母
は
松
平
忠
明
の
娘
)
は
'
寛
文
六
年

(
一
六
六
六
)
二
月
二
八
日
に
二
四
歳
で
肥
前
蓮
池
五
万
二
六
二
五
石

の
家
督
を
相
続
し
た
｡
長
兄
直
守

(母
は
某
氏
)
は
庶
子
の
た
め
家
督
た
り
え
ず
､
家
臣
と
な
っ
た
｡
三
弟
之
治

(母
は
大
塚
氏
)
は
家
臣



鍋
島
直
守
の
養
子
'
四
弟
之
映

(母
は
某
氏
)
は
家
臣
鍋
島
貞
恒
の
養
子
､
五
弟
直
称

(母
は
伊
香
賀
氏
)
は
直
之
の
養
子
'
六
弟
之
徳

(母
は
某
氏
)
は
家
臣
と
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
'
同
じ
嫡
出
子
で
も
､
家
臣
に
な
る
場
合
'
他
家
へ
養
子
に
出
る
場
合
'
僧
侶
に
な
る
場
合

(〓
)

な
ど
が
あ
り
'
庶
子
と
変
わ
ら
な
い
待
遇
を
受
け
て
い
る

｡

嫡
出
長
子
が
出
生
し
な
い
､
あ
る
い
は
嫡
子
の
早
世
､
廃
嫡
の
た
め
､
庶
子
が
嫡
子
に
な
る
例
は
初
期
か
ら
か
な
り
あ
る
｡
特
殊
な
事

例
で
は
､
佐
竹
義
格

(母
は
布
施
氏
)
は
､
嫡
子
長
子
義
苗

(母
は
松
平
直
政
の
娘
)
が
元
禄

二

一年

二
六
九
九
)
に
早
世
､
嫡
出
次
男
の

叙
胤
は
相
馬
昌
胤
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
た
め
'
庶
子
な
が
ら
同

一
三
年

一
一
月

一
五
日
に
嫡
子
と
な
り
､
同

一
六
年
八
月

一
二
日
に
一

〇
歳
で
出
羽
秋
田
二
〇
万
五
八
〇
〇
石
の
退
領
を
継
い
だ
｡
ま
た
'
庶
長
子
が
嫡
子
と
な
る
場
合
に
は
､
嫡
子
届
け
を
幕
府
に
投
出
す
る

だ
け
で
な
く
､
嫡
母
の
も
と
で
育
て
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
｡
た
と
え
ば
､
溝
口
重
元
は
､
庶
長
子

(母
は
三
枝
氏
)
の
た
め
嫡
母

(酒
井

忠
勝
の
娘
)
の
養
い
と
な
り
､
宝
永
三
年

二
七
〇
六
)
七
月

一
九
日
に
二
七
歳
で
越
後
新
発
田
五
万
石
の
家
督
を
継
い
だ
｡

青
木
重
箱

(母
は
祖
父
青
木
韮
兼
の
娘
)
の
場
合
は
'
元
禄
六
年

二
六
九
三
)
1
0
月

1
1
日
に
摂
津
麻
田

一
万
石
の
逝
領
を
継
い
だ
が
'

庶
見
直
正

(母
は
某
氏
)
は
'
寛
文
四
年

(
1
六
六
望

四
月

1
三
日
に
家
綱
に
初
目
見
え
を
済
ま
せ
て
お
-
'
そ
の
翌
年
に
重
箱
が
生
ま

れ
た
.
将
軍
目
見
え
を
済
ま
せ
た
者
は
家
臣
に
下
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
'
直
正
は
叔
父
青
木
直
滋
の
養
子
と
な
-
､
寛
文
七
年

〓

1

月

1
五
日
に
養
父
の
家
督

(美
浪
･
摂
津
内
五
〇
〇
〇
石
)
を
継
い
だ
｡

3
､
弟
へ
の
分
知

弟
へ
の
分
知
は
二
三
三
人
と
も
っ
と
も
多
-
､
分
知
相
続
の
約
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
｡
｢弟
へ
の
分
知
｣
は
､
も
っ
と
も

一
般

的
な
分
知
形
態
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
｡
分
知
高
の
最
大
は
､
寛
永

一
六
年

二
六
三
九
)
六
月
二
〇
日
に
前
田
利
次
が
越
中
富

山

一
〇
万
石
を
得
て
お
-
､
最
小
は
元
禄
七
年

二
六
九
四
)
三
月
六
日
に
小
堀
政
峯
が
三
〇
〇
石
余
を
待
て
い
る
｡
分
知
高
に
は
嫡
庶

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

1二
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
年
)

長
幼
に
基
づ
い
て
格
差
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
｡

た
と
え
ば
､
万
治
元
年

二
六
五
八
)
二
月

1八
日
に
四
弟
に
分
知
し
た
永
井
尚
征

(母
は
内
藤
晴
成
の
娘
)
は
'
新
田
高
を
合
わ
せ
た

山
城
淀

一
〇
万
六
九
〇
〇
石
の
遺
領
の
う
ち
七
万
三
六
〇
〇
石
を
継
ぎ
､
三
弟
尚
庸

(母
は
内
藤
構
成
の
娘
)
に
二
万
石
'
四
弟
直
右

(母

は
某
氏
)
に
七
〇
〇
〇
石
'
五
弟
尚
春
に
三
二
八
〇
石

(母
は
某
氏
)､
六
弟
尚
申

(母
は
某
氏
)
に
三
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡
二
弟
尚
保

(12
)

(母
は
内
藤
清
成
の
娘
)
は
病
気
'
七
弟
某

(母
は
某
氏
)
は
僧
'
八
弟
の
尚
盛

(母
は
某
氏
)
は
家
臣
に
な
っ
た
｡

(t3
)

初
期
の
小
大
名
の
な
か
に
は
'
弟
に
分
知
を
し
た
た
め
に
旗
本
化
し
た
者
も
い
た
｡
慶
長
九
年

二
六
〇
四
)
八
月
二
三
日
に
大
島
光

義

(外
様
)
が
九
七
歳
で
没
し
､
退
領
美
濃
関

一
万
八
〇
〇
〇
石
の
う
ち
､
嫡
子
光
戊
に
七
五
〇
〇
石
'
二
男
光
政
に
四
七

一
〇
石
'
三

男
光
俊
に
三
二
五
〇
石
'
四
男
光
朝
に
二
五
五
〇
石
を
分
知
し
て
旗
本
化
し
た
｡
元
和
三
年

(
一
六
一
七
)
五
月
に
長
谷
川
守
知

(外
様
)

が
没
L
t
遭
領
美
濃
国
内

一
万
石
余
を
嫡
子
正
尚
に
七
〇
〇
〇
石
'
二
男
守
勝
に
三

二

〇
石
を
分
知
し
て
旗
本
化
し
た
｡
寛
永
二
年

(
一
六
二
五
)
に
は
仁
賀
保
挙
誠

(外
様
)
の
遺
領
出
羽
仁
賀
保

一
万
石
を
嫡
子
良
俊
に
七
〇
〇
〇
石
'
二
男
誠
政
に
二
〇
〇
〇
石
'
三
男

誠
次
に
1
0
0
0
石
を
分
知
し
て
旗
本
化
し
た
.
寛
永

1
七
年

(
一
六
四
〇
)
九
月

1
四
日
に
は
三
枝
守
昌

(譜
代
)
の
遺
領
安
房
国
内

1

万
石
の
う
ち
'
楠
子
守
全
に
七
〇
〇
〇
石
'
二
男
頼
増
に
三
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
て
旗
本
化
し
た
｡
万
治
二
年

二
六
五
九
)
六
月

一
六

日
に
は
生
駒
高
俊

(外
様
)
が
没
す
る
と
'
寛
永

1
七
年
の
改
易
後
に
賄
料
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
出
羽
矢
島

1
万
石
を
嫡
子
高
清
に

八
〇
〇
〇
石
'
二
男
俊
明
に
二
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
て
交
代
寄
合
と
な
っ
た
｡
正
保
三
年

(
一
六
四
六
)
三
月
二
六
日
に
は
柳
生
宗
矩

(譜
代
)
が
没
L
t
嫡
子
三
厳
に
八
三
〇
〇
石
'
三
弟
宗
冬
に
四
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡
慶
安
三
年

二
六
五
〇
)
三
月
二
一
日
に
三
厳

が
四
四
歳
で
没
L
t
無
嗣
で
あ
っ
た
た
め
'
弟
宗
冬
が
本
知
八
三
〇
〇
石
を
継
ぎ
'
四
〇
〇
〇
石
は
収
公
さ
れ
た
｡
宗
冬
は
寛
文
八
年

二
六
六
八
)
に
一
七
〇
〇
石
の
加
増
を
受
け
､

一
万
石
の
大
名
に
復
帰

･
再
興
し
た
｡

い
ず
れ
も

一
万
石
余
の
小
大
名
が
分
知
し
た
結
果
､
旗
本
化
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
'
正
保
三
年

二
六
四
六
)
の
柳
生
家
の
例
を
最



後
に
こ
う
し
た
形
態
の
分
知
は
見
ら
れ
な
く
な
る
｡
そ
の
た
め
'
分
知
に
よ
る
旗
本
化
と
い
う
現
象
は
､
寛
文
期
に
家
格
が
固
定
化
す
る

以
前
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
た
分
知
形
態
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
｡

4
､
叔
父
へ
の
分
知

こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
､
嫡
子
が
相
続
し
た
際
に
他
の
兄
弟
へ
の
知
行
の
分
配
が
分
知
相
続
の
一
般
的
形
態
だ
っ
た
と
位
置
づ
け
れ
ば
'

嫡
子
の
子
の
相
続
時
に
叔
父
に
分
知
を
す
る
の
は
異
例
で
あ
り
､
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
｡
以
下
'
そ
れ
ぞ
れ
に

検
討
し
て
み
た
い
｡

①
成
人
後
に
分
知

こ
の
形
態
は
､
嫡
子
が
相
続
時
に
弟
が
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
'
嫡
子
の
子
が

(班
)
相
続
し
た
段
階
で
叔
父
に
分

知
と
な
lfQ
も
の
で
'
四
件

(六
人
)
が
確
認
で
き
る
｡

小
出
三
甲

(
一
五
八
九
年
生
ま
れ
)
は
､
慶
長
九
年

(
〓
ハ
〇
四
)
二
歳
年
上
の
甥
小
出
書
英

二
五
八
七
年
生
ま
れ
)
か
ら
和
泉
陶
器

一

万
石
を
分
知
さ
れ
た
｡

立
花
貞
最

(母
は
伊
達
忠
宗
の
娘
)
は
'
同
母
兄
鑑
虎
が
寛
文
四
年

(
〓
ハ
六
四
)
に
家
督
を
継
い
だ
時
は
五
歳
で
あ
-
､
延
宝
四
年

二

六
七
六
)
に
家
綱
に
初
目
見
え
し
､
元
禄
九
年

(
]
六
九
六
)
甥
鑑
任
が

1
四
歳
で
筑
後
柳
川

1
0
万
九
六
〇
〇
石
を
迫
領
相
続
し
た
翌
年

六
月

一
四
日
に
三
八
歳
で
新
田
五
〇
〇
〇
石
を
分
知
さ
れ
'
寄
合
に
列
し
た
｡

土
井
利
王

(母
は
某
氏
)
は
､
万
治
元
年

二
六
五
八
)
九
月
七
日
に
1
0
歳
で
父
利
隆
の
致
仕
を
う
け
'
下
総
古
河

1
三
万
五
〇
〇
〇

石
の
う
ち

1
0
万
石
を
継
ぎ
'
弟
利
益

(母
は
中
川
氏
､
九
歳
)
に
1
万
石
'
叔
父
利
長

(母
は
某
氏
､
二
八
歳
)
･
同
利
房

(母
は
某
氏
'
二

八
歳
)
に
各

一
万
石
､
叔
父
利
直

(母
は
某
氏
'
利
隆
の
同
母
弟
'
二
二
歳
)
に
五
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡
た
だ
し
'
正
保
元
年

二
六
四

四
)
に
利
隆

(二
六
歳
)
が
過
領
を
相
続
し
た
際
に
､
利
長

･
利
房

(
1
四
歳
)
に
各

1
万
石
､
利
直

(八
歳
)
に
五
〇
〇
〇
石
を
分
知
し

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

三
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
年
)

て
い
た
｡

稲
垣
重
昭

二

六
三
六
年
生
ま
れ
)
は
､
承
応
三
年

(
一
六
五
四
二

二
月
三
日
に
祖
父
の
遺
領
三
河
刈
屋
二
万
石
を

一
九
歳
で
相
続
し
､

叔
父
茂
門
の
嫡
子
昭
友

二
六
五
八
年
生
ま
れ
)
に
三
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
､
寛
文

一
一
年

二
六
七
二

九
月
二
三
日
に
五
歳
年
下
の
叔

父
重
氏

.(
1
六
四
1
年
生
ま
れ
)
に
新
田

1
五
〇
〇
石
を
分
知
し
た
.

②
嫡
孫
承
祖
に
よ
る
分
知

姉
孫
承
祖
と
は
､
嫡
子
が
早
世
､
あ
る
い
は
廃
嫡
と
な
っ
た
場
合
に
'
嫡
孫
に
相
続
優
先
権
を
与
え
て
祖

父
の
相
続
を
認
め
る
相
続
の
一
形
態
で
あ
る
｡
父
子
相
続
が
相
続
の
原
則
で
あ
っ
た
中
世
社
会
で
は
､
祖
父
の
養
子
と
な
る
嫡
孫
養
子
の

形
を
と
る
こ
と
で
父
子
相
続
の
形
態
を
維
持
し
て
い
た
が
'
近
世
で
は
も
は
や
祖
父
の
養
子
と
す
る
こ
と
な
-
'
孫
の
地
位
の
ま
ま
で
代

(14
)

製
相
続

(嫡
孫
暴
祖
)
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
が
多
い
｡

こ
の
後
者
の
際
に
'
嫡
子
の
兄
弟

(叔
父
)
に
対
し
て
分
知
を
す
る
事
例
が
六
件

二

〇
人
)
あ
る
｡

石
川
意
之

(母
は
堀
尾
息
晴
の
娘
)
は
'
慶
安
三
年

(
]
六
五
〇
)
七
月
八
日
に
父
康
勝
が
四
七
歳
で
没
L
t
同
年

1
二
月
二
四
日
に
祖

父
忠
稔
が
六
九
歳
で
没
し
た
た
め
'
翌
四
年
四
月
四
日
に

一
八
歳
で
祖
父
恩
給
の
遺
領
相
続
を
許
さ
れ
た
が
､
近
江
膳
所
七
万
石
か
ら
伊

勢
亀
山
に
移
さ
れ
､
叔
父

(父
の
同
母
弟
)
総
長
に

一
万
石
､
同
貞
当
に
七
〇
〇
〇
石
'
同
正
稔
に
三
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
て
'
本
知
は

五
万
石
と
な
っ
た
｡

堀
直
走

(母
は
土
井
利
勝
の
娘
)
は
'
寛
永

一
五
年

(
一
六
三
八
)
七
月

一
七
日
に
父
直
次

(母
は
枚
平
近
清
の
娘
)
が
二
五
歳
で
没
し
た

た
め
､
嫡
孫
承
祖
を
願
い
出
て
許
さ
れ
､
翌
年

1
0
月
二
二
日
に
四
歳
で
祖
父
直
寄
の
過
領
越
後
村
上

1
0
万
石
を
相
続
し
た
｡
こ
の
時
､

寛
永
三
年
に
秀
忠

･
家
光
へ
の
初
日
見
え
を
済
ま
せ
て
い
た
叔
父
の
直
時

(母
は
松
平
近
清
の
娘
､
二
四
歳
)
に
三
万
石
を
分
知
し
た
O
そ

の
後
､
直
走
は
同

1
九
年
三
月
二
日
に
七
歳
で
没
し
た
た
め
堀
家
は
無
尉
断
絶
と
な
っ
た
｡

森
長
成

(
1
六
七
1
年
生
ま
れ
)
は
.･
貞
享
三
年

(
]
六
八
六
)
五
月
二
七
日
に

1
六
歳
で
津
山
美
作
.7
八
万
六
五
〇
〇
石
の
家
督
を
継



い
だ
後
､
元
禄
七
年

(
1
六
仇
四
)
八
月
二
1
日
に
1
歳
年
下
の
叔
父
長
直

(
1
六
七
二
年
生
ま
れ
)
に
一
五
〇
〇
俵
を
分
知
し
た
.
こ
の

場
合
は
'
①
の
形
態
に
分
類
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
｡

加
藤
春
恒
は
､
寛
文
八
年

二
六
六
八
)
父
泰
義
の
死
去
に
よ
-
嫡
孫
承
狙
と
な
り
､
延
宝
二
年

(
一
六
七
四
)
二
月
二
五
日
に
一
八
歳

で
祖
父
泰
輿
の
家
督
を
継
ぎ
'
伊
予
大
須
六
万
石
を
得
た
｡
こ
の
時
'
叔
父
泰
堅
'
同
泰
茂
に
新
田
各

一
五
〇
〇
石
宛
を
分
知
し
た
｡

内
EE
正
偏

(母
は
青
山
事
実
の
娘
)
は
､
元
禄
七
年

二
六
九
四
)
五
月

1
1
日
に
父
正
勝
が
二
八
歳
で
没
し
､
同

1
二
年
二
月
四
日
に

祖
父
正
衆
も
五
五
歳
で
没
し
た
た
め
､
同
年
三
月
二
九
日
に
祖
父
の
退
領
下
野
鹿
沼

一
万
三
〇
〇
〇
石
を
継
ぎ
､
叔
父
正
長
に
一
五
〇
〇

石
'
同
久
世
正
広

(正
衆
四
男
'
久
世
広
之
の
養
子
)
に
五
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡
正
長
は
元
禄
六
年
九
月
朔
日
に
綱
書
へ
初
目
見
え
を
済

ま
せ
て
い
た
が
､
正
広
は
分
知
後
の
四
月

一
五
日
に
初
目
見
え
を
果
た
し
て
い
る
0

土
方
皇
義

(母
は
純
田
長
僻
の
娘
)
は
､
元
禄

1
1
年

(
〓
ハ九
八
)
五
月
二
三
日
に
父
豊
高
が
三
七
歳
で
没
し
た
た
め
嫡
孫
泉
祖
と
な

り
'
翌
年
六
月
二
八
日
に
家
綱
に
初
目
見
え
を
果
た
し
た
｡
宝
永
二
年

二
七
〇
五
)
七
月
晦
日
に
祖
父
雄
豊
が
六
九
歳
で
没
し
た
た
め
'

九
月
二
三
日
に
祖
父
の
退
領
伊
勢
菰
野

1
万

一
〇
〇
〇
石
を
継
ぎ
'
叔
父
久
長
に
1
0
0
0
石
を
分
知
し
た
｡
久
長
は
延
宝
六
年

(
1
六

七
八
)
に
一
五
歳
で
家
綱
へ
の
初
目
見
え
を
済
ま
せ
て
お
-
'
分
知
後
は
寄
合
に
列
し
た
｡

③
後
見
人
へ
の
分
知

相
続
人
が
幼
少
の
場
合
は
し
か
る
べ
き
後
見
人
が
た
て
ら
れ
た
が
､
叔
父
を
後
見
人
に
認
定
し
た
場
合
に
は
､

そ
れ
へ
の
分
知
が
お
こ
な
わ
れ
た
｡
こ
の
事
例
は
､
五
件

(五
人
)
で
あ
る
｡

近
藤
政
成

(実
は
堀
秀
政
の
四
男
)
は
慶
長
九
年
四
月
五
日
､
亜
父
重
勝
の
退
領

1
万
石

(侶
池
内
)
を
相
続
し
､
元
和
四
年

(
1
六
]
八
)

六
月
二
二
日
に
111
1
歳
で
没
し
た
｡
嫡
子
盃
直
は
同
年

l
二
月

1
三
日
に
七
歳
で
秀
忠
へ
の
初
日
見
え
を
折
ま
せ
た
が
､
｢幼
稚
｣
を
理

由
に
'
信
濃
国
高
井
郡
川
中
鴫
に
五
〇
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
'
寄
合
に
列
し
た
｡
残
り
の
五
〇
〇
〇
石
は
､
伯
父
堀
親
良
に
与
え
ら
れ
､

重
直
が
成
長
す
る
ま
で
後
見
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
｡

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
年
)

四
二

西
尾
忠
成

(母
は
松
平
伊
昌
の
娘
)
は
承
応
三
年

(
一
六
五
四
)
一
二
月
二
二
日
に
二
歳
で
遺
領
駿
河
田
中
二
万
石
を
継
い
だ
が
'
｢幼
椎
｣

で
あ
る
た
め
叔
父
忠
知
に
補
佐
を
命
じ
ら
れ
五
〇
〇
〇
石
が
分
知
さ
れ
た
｡
息
知
は
明
暦
二
年

二
六
五
六
)
息
成
に
代
わ
り
田
中
に
赴

い
て
い
る
｡
延
宝
三
年

二
六
七
五
)
六
月

一
二
日
息
知
は
五
七
歳
で
没
し
た
が
､
嫡
子
忠
幸
は
病
者
の
た
め
'
五
〇
〇
〇
石
は
忠
成
に

返
付
さ
れ
た
｡

五
島
盛
勝
は
明
暦
元
年

(
一
六
五
五
)
一
二
月

一
九
日
に
一
一
歳
で
肥
前
福
江

一
万
二
五
三
〇
石
の
退
領
を
継
ぎ
'
二
六
日
家
綱
へ
の

初
目
見
え
を
果
た
し
た
が
'
｢幼
弱
｣
の
間
は
叔
父
盛
晴
が
名
代
と
し
て
参
勤
交
代
し
'
政
事
を
輔
け
る
よ
う
幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ
､

一

二
月

一
九
日
盛
清
に
三
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡
盛
清
は
承
応
三
年

二
六
五
四
)
三
月
二
六
日
に
家
綱
へ
の
初
日
見
え
を
果
た
し
て
お

り
'
分
知
後
は
柳
問
詰

･
交
代
寄
合
に
列
し
た
｡
万
治
三
年

(
一
六
六
〇
)
一
二
月
盛
勝
が
成
人

二
六
歳
)
す
る
と
､
盛
清
の
後
見
は
解

除
さ
れ
た
が
処
遇
が
決
ま
ら
ず
､
幕
府
の
裁
許
を
得
て
盛
清
に
は
五
島
領
知
高
の
五
分
の
一
を
与
え
､
旗
本
領
と
し
て
独
立
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
｡
寛
文
元
年

(
一
六
六
こ

四
月
幕
府
は
盛
清
に
起
請
文
を
提
出
さ
せ
'
居
所
を
富
江
と
定
め
た
｡

蜂
須
賀
隆
重
は
､
父
忠
英
の
願
い
に
よ
り
正
保
元
年

(
1
六
四
四
)
五
月
七
日
に
家
綱
の
小
姓
に
召
し
出
さ
れ
､
の
ち
本
城
務
め
と
な

り
､
明
暦
三
年

二
六
五
七
)
に
は
詰
衆
と
な
り
ヾ
度
米
三
〇
〇
〇
俵
を
得
た
｡
購
兄
光
隆
が
寛
文
六
年

二
六
六
六
)
五
月
二
七
日
に
没

し
､
嫡
子
綱
通
が
阿
波
徳
島
二
五
万
七
〇
〇
〇
石
を

二

歳
で
継
い
だ
が
､
延
宝
六
年

二
六
七
八
)
七
月
晦
日
に
二
三
歳
で
死
去
し
た
｡

急
速
'
従
兄
弟
綱
矩

(叔
父
隆
姑
の
嫡
子
)
を
末
期
養
子
に
迎
え
'

一
〇
月
七
日
に
一
八
歳
で
養
父
の
遺
領
を
継
い
だ
が
'
そ
の
当
日
'
叔

父
隆
重

(系
図
上
は
大
叔
父
)
に

｢桐
箱
若
年
た
る
に
よ
り
､
政
治
を
沙
汰
す
べ
き
よ
し
｣
を
幕
府
老
中
よ
り
命
じ
ら
れ
'

一
九
日
に
新
田

五
万
石
の
分
知
を
受
け
'
阿
波
富
田
を
居
所
と
L
t
先
の
塵
米
は
収
公
さ
れ
'
詰
衆
も
免
じ
ら
れ
た
｡
元
禄
四
年

二
六
九
一
)
問
八
月

二
八
日
に
後
見
を
辞
し
た
｡

伊
達
網
村

(母
は
三
沢
氏
)
は
､
万
治
三
年

二
六
六
〇
)
八
月
二
五
日
に
父
綱
宗
が
強
制
隠
居
と
な
り
'
｢実
子
｣
た
る
を
も
っ
て
家



督
相
続
を
許
さ
れ
た
が
､
二
歳
の
幼
少
の
た
め
'
大
叔
父
宗
勝

(母
は
多
田
氏
'
政
宗
九
里

'
叔
父
田
村
宗
良

(母
は
某
氏
､
綱
宗
の
庶
兄
)

を
後
見
と
L
t
各
三
万
石
を
分
知
さ
せ
た
｡

③
中
継
相
続
に
よ
る
分
知

中
継
相
続
と
は
'
嫡
子
孫
が
幼
少
の
場
合
に
成
長
す
る
ま
で
の
期
間
を
別
に
相
続
人
を
立
て
て
後
見
的
に

中
継
相
続
す
る
も
の
で
､
幼
少
子
孫
を
中
継
人
の
養
子

(噸
港
子
)
と
す
る
場
合
と
､
養
子
に
せ
ず
純
粋
に
中
継
を
す
る
場
合
と
が
あ
っ

た
｡
後
者
の
純
粋
中
継
相
続
の
場
合
に
は
'
叔
父
た
る
中
継
相
続
人
か
ら
家
督
の
譲
渡
が
あ
っ
た
際
に
叔
父
に
分
知
が
あ
っ
た
｡

阿
部
定
高

(母
は
枚
平
定
勝
の
娘
)
は
､
慶
安
四
年

二
六
五
二

八
月

一
四
日
に

一
七
歳
で
武
蔵
岩
槻
九
万
三
〇
〇
〇
石
の
退
領
を
継

い
と
こ

ぎ
'
同
母
弟
正
春
に
新
田

一
万
六
〇
〇
〇
石
を
'
従
弟
正
令
に
新
田
六
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡
万
治
二
年

(
一
六
五
九
)
死
去
に
あ
た

り
'
嫡
子
正
邦

(母
は
某
氏
)
は
二
歳
の
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
'
弟
正
春
に
迫
領
相
続
を
願
い
出
て
､
正
月
二
三
日
に
二
五
歳
で
没
し
た
.

正
春
は
四
月

一
八
日
に
退
領
相
続
を
許
さ
れ
'
先
の
知
行
と
併
せ
て
一
一
万
五
〇
〇
〇
石
余
を
領
L
t
甥
正
邦
が
成
長
し
た
後
に
は
必
ず

定
高
の
遺
領
を
相
続
さ
せ
る
旨
を
将
軍
家
綱
に
言
上
し
た
.
寛
文

1
1
年

二
六
七
1
)
1
二
月

l
九
日
に
､
正
春
は
定
高
の
迫
領
九
万

九
〇
〇
〇
石
を

一
四
歳
の
正
邦
に
譲
り
､
正
春
は
元
の
一
万
六
〇
〇
〇
石
を
鎖
し
て
別
家
と
な
っ
た
｡
し
か
し
'
実
際
に
は
正
春
が
領
知

(15
)

を
譲
ろ
う
と
し
な
い
た
め
､
親
族
の
阿
部
忠
秋
が
正
春
を
諌
め
て
家
督
を
譲
ら
せ
た
と
い
わ
れ
で
い
る

｡

純
粋
中
継
相
続
に
よ
る
叔
父
へ
の
分
知
の
事
例
は
'
右
の
一
例
の
み
で
あ
る
｡
そ
れ
は
､
第

一
に
順
養
子
制
を
と
る
事
例
が
多
-
'
形

式
的
に
は
次
項
で
述
べ
る
養
父
へ
の
分
知
の
形
態
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
が
､
第
二
に
は
右
の
正
春
の
場
合
と
同
様
に
､
中
継
相
続
人

が
庶
子
相
続
を
正
当
化
し
'
自
己
の
実
子
に
よ
る
相
続
を
実
現
し
ょ
う
と
す
る
力
学
が
働
く
か
ら
で
あ
る
｡
そ
の
結
果
､
甥
へ
の
分
知
と

い
う
逆
の
分
知
形
態
を
派
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
｡

第
三
に
は
'
順
養
子
制
の
場
合
に
も
同
様
に
い
え
る
こ
と
だ
が
､
第
二
車
で
述
べ
た
隠
居
に
対
す
る
認
識
の
問
題
が
あ
る
｡
小
笠
原
忠

某
は
'
元
和
元
年

二
六
一
五
)
大
坂
の
夏
の
陣
で
､
父
秀
政
と
嫡
出
長
子
の
兄
息
倍
が
と
も
に
戦
死
し
た
｡
恩
情
の
賄
子
幸
松
丸
は
元

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
益
碇
的
研
究

(福
的
)

四
三



史
料
飽
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
年
)

四
四

和
元
年
生
ま
れ
の
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
､
恩
情
の
同
母
弟
の
息
真
が
七
月

一
七
日
に
信
濃
松
本
八
万
石
の
遺
領
を
相
続
し
た
｡
同
三
年
七

月
二
八
日
に
忠
真
は
播
磨
国
明
石

一
〇
万
石
に
移
り
､
幸
於
丸
も
息
真
の
も
と
で
養
育
さ
れ
た
｡
幸
松
丸
は
寛
永
元
年

(
1
六
二
En

1

〇
歳
で
秀
忠
へ
の
拝
謁
を
済
ま
せ
'
同
三
年
八
月
に
忠
真
は
'
幸
松
丸
と
と
も
に
上
洛
し
家
督
譲
渡
を
願
い
出
た
が
'
秀
忠
は
こ
れ
を
許

さ
ず
'
幸
松
丸
に
は
別
に
播
磨
国
龍
野
に
六
万
石
を
与
え
て
大
名
と
し
た
｡
こ
の
事
例
で
は
､
秀
忠
は
中
継
相
続
に
よ
る
息
真

(譜
代
)

の
早
期
隠
居
を
認
め
ず
､
庶
子
相
続
を
正
統
と
し
､
嫡
系
幸
松
丸
に
は
別
家
を
立
て
さ
せ
て
対
処
し
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
､
中
継
相
続
が
積
極
的
に
支
持
さ
れ
る
た
め
に
は
､
ま
ず
隠
居
が
肯
定
的
に
許
可
さ
れ
る
社
会
認
識
の
変
容
が
必
要
で
あ

っ
た
｡
特
に
'
譜
代
大
名
の
場
合
に
は
'
四
〇
歳
未
満
の
隠
居
は
忌
避
さ
れ
る
状
況
が
あ
っ
た
｡
そ
の
た
め
'
中
継
相
続
の
第
三
の
形
態

と
し
て
'
中
継
相
続
人
の
没
後
に
嫡
子
孫
に
退
領
を
相
続
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
具
体
事
例
に
つ
い
て
は
鎌

(16
)

田
浩
氏
の
研
究
が
あ
る
の
で
､
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
｡

5
､
養
父

･
義
兄
弟
へ
の
分
知

一

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
､
中
継
相
続
の
う
ち
順
養
子
の
形
態
が
と
ら
れ
た
場
合
に
は
'
中
継
相
続
人
の
隠
居
後
は
養
父
へ
の
分
知
を
す

(17
)

る
形
態
が
発
生
し
た
が
,
実
態
は
純
粋
中
継
相
続
に
お
け
る
叔
父
へ
の
分
知
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
,㌢

事
例
と
し
て
は
'

一
件

(
一
例
)
あ
る
｡

森
長
継
の
摘
出
長
子
忠
継

(母
は
池
田
長
幸
の
娘
)
は
'
延
宝
二
年

(
1
六
七
四
)
二
月
二
八
日
に
三
八
歳
で
没
し
た
.
寛
文

1
1
年

(
1

六
七
一
)
に
嫡
孫
長
成

(母
は
小
笠
原
長
次
の
娘
)
が
生
ま
れ
て
い
た
が
'
四
歳
の
幼
少
の
た
め
､
明
暦
二
年

二
六
五
六
)
に
家
綱
へ
の
初

目
見
え
を
済
ま
せ
て
い
た
忠
継
の
同
母
弟
長
武

(長
継
三
男
)
を
嫡
子
と
し
､
嫡
孫
長
成
を
長
武
の
養
子
と
し
た
｡
延
宝
二
年
四
月
二
六

日
に
長
継
は
六
五
歳
で
致
任
し
て
､
美
作
津
山

1
八
万
六
五
〇
〇
石
の
家
督
を
長
武
に
譲
っ
た
.
そ
の
後
､
貞
享
111年

(
1
六
八
六
)
五



(18
)

月
二
七
日
に
長
嵐
は

1
六
歳
で
家
督
を
継
ぎ
､
養
父
長
武
に
二
万
俵
を
分
知
し
た
0

参
考
ま
で
に
'
島
津
忠
高
は
､
延
宝
四
年

(
1
六
七
六
)
八
月

1
1
日
に
二
六
歳
で
没
し
た
が
'
嫡
子
惟
久
が

1
歳
の
幼
少
の
た
め
､

末
期
に
及
び
叔
父
久
富
の
子
久
寿
を
養
子
と
し
､
惟
久
が
成
長
後
は
所
領
を
譲
る
こ
と
を
願
っ
た
｡
こ
れ
が
許
可
さ
れ
て
､
久
寿
は

一
三

歳
で
遺
領
日
向
佐
土
原
三
万
石
を
継
い
だ
.

1
1
月

1
五
日
に
家
綱
に
初
日
見
え
L
t
元
禄
三
年

二
六
九
〇
)
五
月
二
九
日
に
所
領
二

万
七
〇
〇
〇
石
を

二
二
歳
の
惟
久
に
譲
り
'
久
寿
は
三
〇
〇
〇
石
の
分
知
を
受
け
別
家
を
立
て
た

(約
7
衣
で
は
衣
兄
に
分
析
し
た
)0

本
多
俊
次
は
'
万
治
元
年

二
六
五
八
)
六
月
二
四
日
に
嫡
子
康
長

(母
は
立
花
宗
茂
の
糞
女
)
が
四
二
歳
で
没
し
た
た
め
'
同
二
年

一

二
月

一
五
日
に
康
長
の
同
母
弟
康
将
を
嫡
子
と
L
t
康
長
の
長
子
康
彦

(母
は
某
氏
)
を
康
将
の
養
子
と
し
て
そ
の
娘
を
室
と
し
た
｡
寛

文
四
年

(
1
六
六
四
)
九
月

一
二
日
に
近
江
膳
所
七
万
石
の
家
督
を
譲
り
'
同
八
年
八
月

二

日
に
忠
俊
は
七
四
歳
で
没
し
た
｡
延
宝
三

年

二
六
七
五
)
二
月
四
日
に
､
康
将
は
病
気
を
理
由
に
致
仕
を
願
い
で
る
が
許
さ
れ
ず
､
同
七
年
六
月

一
八
日
に
致
任
し
､
康
慶
が
三

三
歳
で
家
督
を
継
い
だ
｡
こ
の
時
'
弟
息
恒

(康
将
の
英
子
)
に

1
万
石
を
分
知
し
た

(第
7
衣
で
は
弟
に
分
類
し
た
)｡
こ
の
二
事
例
は
､

養
父
で
は
な
-
'
義
兄
弟

(実
は
従
弟
)
へ
の
分
知
と
な
っ
た
｡

以
上
は
､
多
少
の
粁
余
曲
折
は
あ
り
な
が
ら
も
'
中
継
相
続
が
う
ま
く
い
き
､
養
父
も
し
く
は
'
義
兄
弟
へ
の
分
知
と
い
う
形
で
姉
系

維
持
が
な
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
｡
し
か
し
'
実
際
の
経
過
で
は
､
中
継
相
続
人
が
嫡
子
孫
に
家
督
を
決
ろ
う
と
し
な
い
場
合
が
多
-
､

次
項
で
述
べ
る
養
子
､
あ
る
い
は
甥
へ
の
分
知
と
い
う
派
生
形
態
を
生
み
だ
し
た
0

6
､
甥
へ
の
分
知

嫡
子
孫
が
幼
少
の
場
合
に
は
'
大
名
家
の
保
持
の
た
め
に
嫡
子
の
兄
弟
に
よ
る
庶
子
相
続
が
お
こ
な
わ
れ
'
そ
の
結
果
'
甥
へ
の
分
知

形
態
が
派
生
し
て
い
る
｡

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
韮
礎
的
研
究

(福
E=)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
年
)

四
六

成
田
長
忠
の
嫡
子
重
長
が
慶
長
八
年

(
1
六
〇
三
)
に
没
す
る
と
､
弟
氏
宗
が
嫡
子
と
な
っ
た
が
､
ち
ょ
う
ど
重
長
の
室
が
懐
妊
し
て

お
り
'
家
中
が
胎
児
に
家
督
を
継
が
せ
る
よ
う
主
張
す
る
騒
動
が
お
き
た
｡
父
長
息
が
元
和
二
年

(
一
六
一
六
)
一
二
月

一
八
日
に
没
す

る
と
'
嫡
孫
新
五
郎
が
幼
少
の
た
め
'
氏
宗
が
遺
領
野
洲
鳥
山

一
万
石
を
相
続
L
t
新
五
郎
に
は

一
万
石
を
分
知
し
た
｡
と
こ
ろ
が
､
元

和
八
年
に
氏
宗
が
急
死
し
た
た
め
'
弟
内
記
泰
直
の
相
続
を
願
い
出
た
が
､
新
五
郎
を
擁
す
る
一
派
が
反
対
す
る
と
い
う
家
中
騒
動
が
生

じ
'
結
果
と
し
て
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
｡

谷
衛
政

(母
は
木
下
左
近
将
監
某
の
娘
)
は
'
嫡
兄
衛
成

(同
母
)
が
寛
永
三
年

二
六
二
六
)
に
四
五
歳
で
没
L
t
次
兄
書
長
は
結
城
秀

康
の
家
臣
と
な
り
'
三
見
衛
勝
は
既
に
元
和
三
年

二
六
一
七
)
に
二
五
歳
で
没
し
て
い
た
た
め
､
寛
永
五
年

二
六
二
八
)
に
父
衛
友
の

過
領
の
う
ち
丹
波
山
家

一
万
石
を
継
ぎ
､
弟
衛
冬
に

1
五
〇
〇
石
'
甥
衛
之

(衛
成
の
長
子
)
に
二
五
〇
〇
石
､
甥
衛
清

(衛
勝
の
長
子
)

に
二
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡

阿
部
重
次

(母
は
佐
原
義
成
の
娘
)
は
､
嫡
兄
政
澄

(同
母
)
が
寛
永
五
年
八
月
四
日
に
三
六
歳
で
没
し
た
た
め
嫡
子
と
な
り
､
同

一
五

年
四
月
二
二
日
に
父
正
次
の
過
領
武
蔵
岩
槻
四
万
六
〇
〇
〇
石
を
相
続
し
､
甥
正
令

(政
澄
の
長
子
)
に
一
万
石
を
分
知
し
た
｡

佐
久
間
勝
友

(母
は
佐
々
成
政
の
娘
)
は
､
寛
永
七
年

二
六
三
〇
)
九
月
二
八
日
に
長
兄
勝
年

(同
母
)
が
四

一
歳
で
没
し
た
た
め
'
同

一
二
年
父
勝
之
の
遺
領
常
陸
北
条

一
万
三
〇
〇
〇
石
を
継
ぎ
､
甥
勝
盛

(勝
年
の
長
子
)
に
五
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡

真
田
信
政

(母
は
本
多
忠
勝
の
娘
)
は
､
父
信
之

(信
濃
松
代
一
〇
万
石
)
の
対
地
の
内

一
万
七
〇
〇
〇
石
の
分
知
を
受
け
て
い
た
が
'
寛

永

一
六
年

(
一
六
三
九
)
に
甥
熊
之
助

(庶
兄
倍
音
の
嫡
子
)
が
早
世
し
た
た
め
'
退
領
の
内
二
万
五
〇
〇
〇
石
を
得
て
沼
田
城
に
任
し
､

一
万
七
〇
〇
〇
石
を
同
母
弟
倍
量
に
与
え
た
｡
明
暦
二
年

二
六
五
六
)
一
〇
月
三
〇
日
'
父
信
之
の
隠
居
に
よ
-
'
六

一
歳
で
信
濃
松

代

一
〇
万
石
の
家
督
を
継
い
だ
時
､
二
万
五
〇
〇
〇
石
を
甥
兵
書
侶
利

(熊
之
助
の
弟
)
に
譲
っ
た
｡

松
井
松
平
康
映

(母
は
某
氏
)
は
､
寛
永
七
年

(
一
六
三
〇
)
嫡
出
長
兄
康
政
が
二
七
歳
で
早
世
し
た
た
め
'
同

一
〇
年
嫡
子
と
な
り
､



同

1
七
年
八
月
二
三
日
に
二
六
歳
で
父
康
重
の
逝
領
和
泉
岸
和
田
五
万
四
〇
〇
石
を
継
ぎ
､
甥
康
朗

(康
政
の
嫡
子
)
に
五
〇
〇
〇
石
､

弟
康
命
に
三
〇
〇
〇
石
'
同
康
紀
に
二
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡
そ
の
後
､
同
年
九
月

一
一
日
に
播
磨
山
崎
､
慶
安
二
年

二
六
四
九
)

八
月

一
二
日
に
石
見
浜
田
に
移
さ
れ
た
｡

酒
井
忠
直

(母
は
於
平
親
能
の
娘
)
は
､
同
母
の
兄
忠
朝
が
不
行
跡
に
よ
り
廃
嫡
､
同
息
経
は
早
世
し
､
三
見
可

一
は
青
木
重
兼
の
養
子

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
'
明
暦
二
年

二
六
五
六
)
五
月
二
六
日
に
父
忠
勝
の
家
督
を
継
ぎ
'
若
狭
小
浜

1
1
万
三
五
〇
〇
石
を
領
し
た
｡

寛
文
八
年

(
1
六
六
八
)
六
月

1
三
日
'

1
八
歳
に
な
っ
た
甥
息
国

(息
朝
の
四
男
'
母
は
某
氏
､
兄
三
人
は
早
世
)
に
1
万
石
を
分
知
し
た
｡

板
倉
重
種
は
､
嫡
出
長
兄
重
良
が
病
気
の
た
め
廃
嫡
さ
れ
､
嫡
出
次
兄
重
澄
は
万
治
元
年

(
1
六
五
八
)
に
二
〇
歳
で
没
し
た
た
め
､

叔
父
板
倉
重
直
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
が
家
に
戻
り
嫡
子
と
な
り
'
延
宝
元
年

二
六
七
三
)
七
月
八
日
逝
領
下
野
鳥
丸
五
万
石
を
継
い

だ
｡
重
種
は
天
和
元
年

(
〓
ハ
八
こ

二
月
二
五
日
武
蔵
岩
槻
六
万
石
に
移
さ
れ
､
八
月

一
一
日
西
の
丸
老
聴
と
な
っ
た
が
'

一
一
月
二

五
日
免
職
と
な
り
'
逼
塞
を
命
じ
ら
れ
'
翌
二
年
二
月

一
〇
日
に
一
万
石
を
削
ら
れ
'
信
濃
坂
木
五
万
石
に
転
封
と
な
っ
た
｡
同
三
年
重

種
は
封
地
の
返
上
を
願
い
出
た
が
､
先
祖
の
勤
労
に
よ
り
､
嫡
子
重
寛
に
三
万
石
'
甥
重
宣

(丑
良
の
嫡
子
)
に
二
万
石
が
与
え
ら
れ
た
｡

敷

7
表
で
は
､
重
寛
に
と
っ
て
は
従
弟
な
の
で
､
｢そ
の
他
｣
で
分
類
し
た
が
､
こ
れ
も
実
質
的
に
は
甥

(嫡
#
)
へ
の
分
知
と
み
ら
れ

る
｡
重
種
の
領
地
返
上
に
は
､
重
寛
と
重
富
と
の
後
継
争
い
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
｡

佐
竹
義
処
は
､
寛
文

一
二
年

(
一
六
七
二
)
二
月
九
日
に
三
六
歳
で
出
羽
秋
田
二
〇
万
五
八
〇
〇
石
の
退
領
を
継
ぎ
'
元
禄

一
四
年

(
1
七
〇
1
)
二
月

1
1
日
に
弟
義
長
に
新
田
二
万
石
､
甥
兼
都

(庶
出
長
子
並
耳
の
嫡
子
)
に
新
田
1
万
石
を
分
知
し
た
｡

廃
嫡
'
あ
る
い
は
早
世
し
た
嫡
子
に
子

(嫡
孫
)
が
い
る
場
合
に
'
嫡
系
以
外
の
弟

(庶
子
)
が
相
続
し
て
甥

(嫡
孫
)
に
分
知
を
す
る

形
態
は
'
嫡
庶
の
筋
目
か
ら
い
え
ば
否
定
さ
れ
る
筋
の
も
の
で
あ
る
.
件
数
は
少
な
い
と
は
い
え
'
庶
子
相
続
に
よ
る
甥
へ
の
分
知
が
元

禄
期
に
な
っ
て
も
実
際
に
見
ら
れ
る
点
､
あ
る
い
は
結
果
と
し
て
は
中
継
相
続
で
決
着
し
た
と
し
て
も
'
そ
の
過
程
で
嫡
子
孫
と
庶
子
と

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
韮
礎
的
研
究

(福
H
)

四
七



.
史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
年
)

四
八

の
間
で
後
継
争
い
が
多
発
し
て
い
る
点
か
ら
見
て
､

一
七
世
紀
の
段
階
で
は
ま
だ
嫡
系
子
孫
の
庶
子
に
対
す
る
絶
対
的
優
位
性
は
確
立
し

て
い
な
か
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

7
､
養
子
へ
の
分
知

養
子
へ
の
分
知
は
'
次
の
二
件

(三
人
)
で
あ
る
｡

奥
平
松
平
忠
弘
は
嫡
子
清
照
が

｢病
者
｣
の
た
め
廃
嫡
L
t
天
和
元
年

(
一
六
八
二

綱
吉
の
命
に
よ
-
息
尚
を
婿
養
子
に
迎
え
た
｡

そ
の
後
､
同
三
年
清
照
に
実
子
息
雅
が
生
ま
れ
t
か
つ
息
尚
の
仕
置
に
反
対
す
る
家
中
騒
動
が
起
き
た
た
め
､
元
禄
元
年

二

六
八
八
)

一
〇
月

一
五
日
に
忠
弘
は
忠
雅
を
嗣
と
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
'
息
尚
に
は
新
田
二
万
石
を
分
知
し
た
｡
し
か
し
'
そ
の
後
も
家
中
の
騒

動
が
お
さ
ま
ら
ず
'
つ
い
に
元
禄
五
年
改
易
処
分
に
な
っ
た
｡

本
多
政
朝
が
寛
永

一
五
年

二

六
三
八
)
一
一
月
二
〇
日
に
四
〇
歳
で
没
し
た
時
､
実
子
政
長

･
政
信

(母
は
某
氏
)
は
幼
少
の
た
め
､

政
朝
の
従
弟
政
勝

(忠
朝
の
二
男
'
母
は
某
氏
)
が
大
和
郡
山

一
二
万
石
の
退
領
を
継
い
だ
｡
政
勝
は
同
八
年
に
政
朝
か
ら
四
万
石
の
分
知

を
受
け
て
お
り
'
こ
れ
を
実
子
勝
行
に
相
続
さ
せ
'
政
長

･
政
信
兄
弟
を
順
養
子
と
し
た
｡
慶
安
三
年

(
1
六
五
〇
)
六
月

1
1
日
に
勝

行
が

一
六
歳
で
没
し
た
た
め
四
万
石
は
本
港
に
返
却
さ
れ
､
承
応
二
年

(
一
六
五
三
)
一
〇
月
九
日
に
政
勝
は
養
子
政
長
に
三
万
石
､
同

政
信
に

1
万
石
を
分
知
し
た
｡

寛
文

一
一
年

二
六
七
一
)
九
月

一
四
日
に
政
勝
が
五
八
歳
で
没
す
る
と
､
政
長
は

一
二
月
二
三
日
に
遼
領
九
万
石
と
先
の
領
知
三
万

石
を
あ
わ
せ

一
二
万
石
を
領
し
､
義
弟
政
利

(政
勝
の
実
子
)
に
六
万
石
を
分
知
し
た
｡
し
か
し
､
そ
の
後
も
相
続
争
い
は
続
き
､
延
宝

七
年

二
六
七
九
)
六
月
に
幕
府
の
裁
許
を
受
け
'
政
長
に
は
本
知

一
五
万
石
を
安
堵
し
､
陸
奥
福
島
に
転
封
､
政
利
の
六
万
石
の
内
三

万
石
は
宗
家
の
本
知
な
の
で
返
付
さ
せ
た
｡
そ
の
一
方
で
､
政
利
は
新
た
に
三
万
石
を
与
え
ら
れ
全
て
六
万
石
を
領
し
'
播
磨
明
石
に
転



封
と
な
っ
た
｡
こ
の
騒
動
は
'
九

二
ハ
騒
動
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
｡

い
ず
れ
も
嫡
孫
承
祖
に
よ
る
嫡
系
維
持
の
主
張
に
対
し
て
､
養
子
相
続

･
庶
子
相
続
が
対
抗
し
て
騒
動
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
特
に

本
多
の
事
例
は
'
幕
府
が
順
養
子
制
に
よ
る
中
継
相
続

(政
長
)
を
正
統
と
し
な
が
ら
も
'
庶
子
相
続

(政
利
)
に
も
優
遇
措
置
を
と
っ

た
こ
と
が
判
明
す
る
事
例
で
あ
り
'

一
七
世
紀
の
段
階
で
後
継
を
め
ぐ
る
騒
動
に
対
す
る
幕
府
の
方
針
は
､
嫡
庶
長
幼
の
序
を
固
定
化
し

た
も
の
と
考
え
ず
'
柔
軟
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
｡

8
､
廃
嫡
に
よ
る
分
知

中
田
薫
氏
は
廃
嫡
の
法
定
理
由
と
し
て
､
①
病
身
或
い
は
虚
弱
､
②
不
行
跡
､
③
家
業
不
器
用
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
｡
家
業
不
器
用

(19
)

が
該
当
す
る
の
は
儒
医
な
ど
の
家
で
あ
り
'
大
名
の
場
合
に
は

｢不
器
用
｣
を
理
由
と
す
る
廃
嫡
は
な
い
｡
た
だ
し
'
右
の
三
事
由
以
外

に
'
政
治
的
理
由
､
親
子
不
和
を
理
由
と
す
る
廃
嫡
が
あ
る
｡
前
者
は
近
世
の
ご
く
初
期
に
限
っ
て
見
ら
れ
､
親
子
不
和
を
本
質
的
理
由

と
す
る
廃
嫡
は
近
世
を
通
し
て
見
ら
れ
た
が
'
表
向
き
は

｢病
気
｣
と
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
変
化
し
た
｡
以
上
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
に
､

以
下
､
廃
嫡
事
例
と
分
知
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡
な
お
'
こ
れ
ま
で
の
記
述
と
重
複
す
る
事
例
も
あ
る
が
､
廃
嫡

の
観
点
か
ら
整
理
し
な
お
し
て
い
る
｡

①
病
身

･
虚
弱
に
よ
り
廃
嫡
さ
れ
た
事
例

(嫡
子
の
廃
嫡
に
よ
り
'
祖
父
の
家
督

･
退
領
を
継
い
だ
事
例
)
に
は
､
秋
月
種
専

有
向
高
鍋
三
万
石
)
･
岩
城
秀
隆

(山
羽
瓜
田
二

万
石
)
･
永
井
直
時

(摂
津
高
槻
三
万
六
〇
〇
〇
石
)
の
三
例
が
あ
る
｡

(嫡
子
の
廃
嫡
に
よ
り
嫡
出
子
が
嫡
子
と
な
り
'
父
の
家
督

･
退
領
を
継
い
だ
事
例
)
に
は
'
片
桐
貞
房

(大
和
和
泉
一
万
余
石
)
･
大

村
純
チ

(肥
前
大
村
二
万
七
九
〇
〇
石
)
･
井
上
正
等

(美
浪
郡
上
八
幡
四
万
七
〇
〇
〇
石
)
･
内
藤
忠
勝

(志
摩
1
:
T3
羽
三
万
五
〇
〇
〇
石
)

･
内

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
韮
礎
的
研
究

(福
田
)

四
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
年
)

五
〇

藤
義
孝

(陸
奥
磐
城
平
七
万
石
)
の
五
例
が
あ
る
｡
片
桐
貞
房
の
場
合
は
'
長
兄
信
隆
は
庶
出
子
の
た
め
嫡
子
た
り
え
ず
'
摘
出
次
男
信
明

は
病
気
廃
嫡
と
な
り
､
嫡
出
三
男
の
貞
房
が
嫡
子
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
兄
倍
隆

･
信
明
に
は
男
子
が
出
生
し
た
た
め
'
分
知
を
し
て

別
家
と
し
た
.
貞
房
は
二
子
が
早
世
し
た
た
め
､
同
母
弟
松
田
貞
尚
の
二
男
貞
起
を
養
子
に
迎
え
た
｡
大
村
純
チ

･
井
上
正
等

･
内
藤
忠

勝
は
､
嫡
出
長
子
の
病
気
廃
嫡
に
よ
り
嫡
子
と
な
っ
た
も
の
で
､
い
ず
れ
も
兄
は
無
嗣
で
あ
り
､
弟
に
分
知

(大
村
は
三
〇
〇
〇
石
'
井
上

は
三
〇
〇
〇
石
､
内
藤
は
二
〇
〇
〇
石
)
を
し
て
い
る
｡
内
藤
義
孝
の
場
合
は
､
嫡
出
長
兄
義
邦

(母
は
松
平
忠
国
の
娘
)
の
早
世
､
嫡
出
次

兄
義
英

(同
母
'
享
年
七
九
)
が
病
気
廃
嫡
と
な
っ
た
た
め
'
天
和
三
年

(
一
六
八
三
)
二
月
に
楠
子
と
な
っ
た
｡
義
孝
は
嫡
出
子
で
あ
る

が
'
母
は
継
室
三
条
実
秀
の
娘
な
の
で
､
同
母
弟
で
は
な
い
.
貞
享
二
年

(
1
六
八
五
)
1
1
月

1
八
日
に
1
八
歳
で
遣
領
を
継
い
だ
｡

義
英
に
は
二
男
子
が
い
た
が
'
長
子
政
樹
は
義
孝
の
嫡
子
義
桐
の
養
子
と
な
っ
た
0

(嫡
子

(嫡
出
子
)
の
廃
嫡
に
よ
り
庶
弟
が
嫡
子
と
な
っ
て
父
の
家
督

･
遺
領
を
継
い
だ
事
例
)
は
'
伊
達
宗
利

(伊
予
宇
和
島
七
万

石
)

･
小
笠
原
長
勝

(豊
前
中
津
八
万
石
)
の
二
例
が
あ
る
｡
伊
達
宗
利
は
､
廃
嫡
さ
れ
た
兄
宗
実
が
無
嗣
で
あ
り
t
か
つ
自
身
も
出
生
し

た
七
男
子
が
い
ず
れ
も
早
世
し
た
た
め
､
伊
達
綱
宗
の
三
男
宗
賓
を
婿
養
子
に
迎
え
だ
｡
小
笠
原
長
勝
は
'
寛
文
六
年

(
一
六
六
六
)
八

月
二
九
日
に
嫡
出
長
兄
長
章
が
病
気
に
よ
り
楠
を
辞
し
た
た
め
､
同
日
庶
子
な
が
ら
二
一
歳
で
豊
前
中
津
八
万
石
の
遺
領
を
二
一
歳
で
継

い
だ
｡
長
勝
は
正
室
を
置
か
ず
'
長
章
の
庶
長
子
長
胤
を
婿
養
子
に
む
か
え
､
天
和
三
年

(
一
六
八
三
)
一
月
二
六
日
に
適
領
を
継
が
せ

た
｡
(嫡
子

(庶
出
子
)
の
廃
嫡
に
よ
り
'
庶
子
が
嫡
子
と
な
っ
て
父
の
家
督

･
遺
領
を
継
い
だ
事
例
)
で
は
､
井
伊
直
澄

(近
江
彦
根
三
〇

万
石
)
の
例
が
あ
る
｡
井
伊
直
憲
は
'
庶
長
子
で
楠
子
と
な
っ
て
い
た
直
滋
が
万
治
元
年

(
一
六
五
八
)
閏

一
二
月
二
〇
日
に
病
気
廃
嫡
と

な
り

(享
年
五
〇
)'
庶
出
次
男
直
覚
は
病
者
の
た
め
嫡
子
と
な
ら
ず

(享
年
四
九
)､
庶
出
三
男
直
縄
は
万
治
元
年
四
月
二
〇
日
早
世
し
た

た
め
､
庶
出
四
男
直
澄
が
万
治
二
年
に
嫡
子
と
な
っ
た
｡
し
か
し
､
父
直
孝
は
嫡
系
の
筋
目
を
守
る
た
め
に
直
澄
に
正
妻
を
繁
る
こ
と
を



禁
じ
る
遺
言
を
残
し
た
｡
直
澄
は
こ
れ
に
従
い
､
見
直
滋

･
直
覚
が
無
嗣
で
あ
っ
た
た
め
､
三
見
直
縄
の
嫡
子
直
該
を
養
子
と
し
退
領
を

継
が
せ
た
｡
参
考
ま
で
に
'
細
川
利
恭

(肥
後
熊
本
新
田
三
万
五
〇
〇
〇
石
)
も
､
正
徳
五
年

(
1
七
1
五
)
五
月
二
七
日
に
庶
兄
利
方
が
眼

疾
に
よ
り
廃
嫡
さ
れ
た
た
め
嫡
子
と
な
-
､
同
年
七
月
二
七
日
に
一
四
歳
で
退
領
を
継
い
だ
｡
利
恭
は
正
室
を
お
か
ず
､
庶
長
子
利
久
は

｢多
病
｣
で
あ
る
と
し
て
嗣
子
と
せ
ず
'
享
保

1
1
年

(
一
七
二
六
)
五
月
二
五
日
に
庶
兄
利
方
の
長
子
利
兜
を
婿
養
子
に
む
か
え
'
寛
保

二
年

(
一
七
四
二
)
三
月
七
日
に
家
督
を
継
が
せ
た
｡

(他
家
の
養
子
後
に
'
兄
の
廃
嫡
に
よ
-
本
家
に
帰
っ
て
家
督

･
迫
領
を
継
い
だ
事
例
)
は
'
黒
田
網
政

(筑
前
福
岡
室

一万
石
)
･
板

倉
重
種

(下
野
烏
丸
五
万
石
)
の
二
例
が
あ
る
｡
ま
た
､
八着
兄
の
廃
嫡
に
よ
り
'
養
父
の
家
督
を
継
い
だ
事
例
)
で
は
､
青
木
重
兼

(摂

津
麻
田
一
万
石
)
･
市
頼
信
直

(近
江
仁
正
寺
一
万
七
〇
〇
〇
石
)
の
二
例
が
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
､
痛
気
廃
嫡
さ
れ
た
元
嫡
子
に
分
知
が
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
な
い
が
､
元
嫡
子
に
男
子
が
出
生
し
て
い
る
場
合
に
は
､

嫡
系
の
筋
目
を
優
先
す
る
立
場
か
ら
'
嫡
孫
承
祖
や
中
継
相
続
が
お
こ
な
わ
れ
た
｡
な
お
､
病
気

･
虚
弱
を
理
由
と
し
て
廃
嫡
さ
れ
な
が

ら
長
命
の
者
が
多
い
点
や
'
後
に
家
中
騒
動
に
発
展
す
る
事
例
が
多
い
事
か
ら
見
て
'
病
気

･
虚
弱
が
表
向
き
の
理
由
で
あ
っ
た
点
に
は

留
意
し
て
お
-
必
要
が
あ
ろ
う
｡

②
不
行
跡
に
よ
り
廃
嫡
さ
れ
た
事
例

(嫡
子
の
廃
嫡
後
'
嫡
出
子
が
父
の
家
督

･
逝
領
を
継
い
だ
事
例
)
は
､
次
の
三
例
で
あ
る
｡

金
森
重
頬
は
'
嫡
出
長
子
の
兄
重
近
が
父
の
勘
気
を
う
け
て
出
奔
､
嫡
出
次
子
重
次
は
秀
忠
に
召
し
出
さ
れ
別
家
と
な
っ
た
た
め
､
元

和
元
年

(
一
六
一
五
)
七
月
に
飛
騨
高
山
三
万
八
七
〇
〇
石
の
迫
領
を
継
ぎ
'
弟
可
次

･
重
勝
に
各
三
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡

細
川
忠
利
は
'
嫡
出
長
子
息
隆
が

｢故
あ
り
て
｣
廃
嫡
さ
れ
､
嫡
出
次
子
輿
秋
が
出
奔
し
た
た
め
'
嫡
子
と
な
っ
た
も
の
で
'
元
和
六

午

(
一
六
二
〇
)
閏

一
二
月
に
三
五
歳
で
豊
前
小
倉
三
〇
万
石
の
家
督
を
継
い
だ
｡

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
韮
礎
的
研
究

(福
E=
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
年
)

五
二

清
井
忠
直
は
'
明
暦
二
年

(
一
六
五
六
)
五
月
二
六
日
に
若
狭
小
浜

1
1
万
三
五
〇
〇
石
の
家
督
を
継
い
だ
.
嫡
出
長
子
息
朝
が
慶
安

二
年

(
一
六
四
九
)
九
月
に
父
の
勘
気
を
受
け
て
廃
嫡
さ
れ
､
摘
出
次
子
忠
経
は
早
世
'
嫡
出
三
子
可

一
は
青
木
重
兼
の
養
子
と
な
っ
て

い
た
た
め
'
嫡
出
四
子
息
直
が
嫡
子
と
な
っ
た
｡
寛
文
二
年

二
六
六
二
)
七
月

一
二
日
に
父
忠
勝
が
没
し
､
同
八
年
六
月

一
三
日
に
甥

忠
国

(忠
明
庶
長
子
)
に
一
万
石
を
分
知
し
た
｡

(庶
兄
の
廃
嫡
後
､
庶
弟
が
家
督

･
遺
領
を
継
い
だ
事
例
)
は
次
の
二
例
で
あ
り
､
い
ず
れ
も
元
嫡
子
は
無
嗣
で
あ
っ
た
｡

土
岐
頼
段
は
'
庶
長
子
頼
長

(享
年
五
三
)
が
不
行
跡
に
よ
り
廃
嫡
さ
れ
た
た
め

(表
向
き
は
病
気
)'
延
宝
六
年

(
一
六
七
八
)
五
月
二

七
日
に
嫡
子
と
な
-
'
同
年
八
月

一
六
日
に
三
八
歳
で
出
羽
上
山
二
万
五
〇
〇
〇
石
の
家
督
を
継
い
だ
0

太
田
資
次
は
､
寛
文

一
一
年

二
六
七
一
)
一
二
月

一
九
日
に
四
三
歳
で
遠
江
浜
松
三
万
二
〇
〇
〇
石
の
家
督
を
継
い
だ
が
'
こ
れ
は

嫡
出
長
子
資
政
が

｢故
あ
り
て
｣
廃
嫡
さ
れ
た
た
め
､
嫡
出
次
子
の
資
次
が
嫡
子
と
な
っ
た
も
の
で
'
庶
出
三
子
資
良
に
三
〇
〇
〇
石
､

及
び
新
田
二
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡

(廃
嫡
後
､
養
子
を
迎
え
た
事
例
)
は
次
の
三
例
で
あ
-
'
い
ず
れ
も
元
嫡
子
は
無
嗣
で
あ
っ
た
｡

深
溝
松
平
忠
雄

(於
平
理
兵
衛
伊
行
の
二
男
､
母
は
石
丸
定
次
の
娘
)
は
'
忠
房

(肥
前
島
原
六
万
五
九
〇
〇
石
)
の
庶
出
長
子
好
房
が
二
一

歳
で
早
世
､
庶
出
次
子
忠
倫
は
延
宝
二
年

二
六
七
四
)
に
嫡
子
と
な
っ
た
が
､
貞
享
三
年

(
一
六
八
六
)
不
行
跡
の
た
め
廃
嫡

(表
向
き

は
病
気
､
享
年
六
二
)'
三
男
は
早
世
の
た
め
､
同
年
養
子
と
な
り
､
元
禄

1
1
年

(
1
六
九
八
)
四
月

1
八
日
に
二
六
歳
で
家
督
を
継
い
だ
｡

佐
竹
義
隆

(岩
城
貞
隆
の
嫡
子
､
母
は
相
馬
義
胤
の
娘
)
は
､
元
和
六
年

(
一
六
二
〇
)
に
実
父
貞
隆
の
遺
領
を
継
い
だ
が
､
寛
永
元
年

(
一
六
二
四
)
佐
竹
義
宣
が
養
子
義
直

(実
は
義
宣
の
庶
弟
)
を

｢故
あ
り
て
｣
廃
嫡
し
た
た
め
､
岩
城
の
名
跡
は
親
族
に
継
が
せ
て
義
宣
の

養
子
と
な
り
'
寛
永

一
〇
年

(
一
六
三
三
)
二
月
二
六
日
に
二
五
歳
で
出
羽
秋
田
二
〇
万
五
八
〇
〇
石
の
遺
領
を
相
続
し
た
｡

井
上
正
琴
は
元
禄
六
年

(
一
六
九
三
)
九
月
二
日
に
四
一
歳
で
美
濃
郡
上
八
幡
四
万
七
〇
〇
〇
石
の
家
督
を
継
ぎ
'
弟
正
長
に
三
〇
〇



○
石
を
分
知
し
た
.
同

1
三
年
六
月
二
六
日
に
井
上
正
晴
の
長
男
正
富
を
養
子
と
し
た
が
､
宝
永
元
年

(
1
七
〇
四
)
九
月

1
二
日
に

｢故
あ
-
て
｣
廃
嫡
し
て
父
の
元
へ
返
し
'
同
年

1
0
月

1
1
日
に
酒
井
盃
英
の
長
男

(母
は
小
山
軒
並
の
娘
)
を
養
子
と
し
'
享
保
七
年

二
七
二
二
)
七
月
二
日
退
領
を
継
が
せ
た
｡

以
上
の
よ
う
に
､
不
行
跡
に
よ
る
廃
嫡
の
場
合
は
､

一
切
分
知
は
な
さ
れ
ず
'
嫡
系
の
筋
目
も
優
先
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
｡
特
に
､
被
相
続
人
の
意
向
に
よ
り
廃
嫡
が
な
さ
れ
､
嫡
系
の
筋
目
を
乱
す
こ
と
が
あ
っ
た
が
､
そ
の
場
合
は
家
中
騒
動
の
原

因
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
｡

さ
て
'
①
②
の
理
由
以
外
に
'
養
子
後
に
養
父
に
実
子
が
生
ま
れ
た
た
め
廃
嫡
さ
れ
る
事
例
が
あ
り
､
こ
れ
を
邸
由
④
と
し
て
検
討
し

て
み
た
い
｡

た
と
え
ば
､
毛
利
秀
元

(益
田
元
清
の
子
)
は
､
座
長
五
年

(
1
六
〇
〇
)
1
1
月
二
日
に
二
二
歳
で
長
門
長
肝
三
万
六
二
〇
〇
石
を
分

知
さ
れ
'
同

一
五
年
に
四
万
七
八
〇
三
石
と
な
っ
た
｡
こ
れ
は
本
港
毛
利
輝
元
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
が
'
嫡
子
秀
就
の
出
生
に
よ
り
廃

嫡
さ
れ
､
分
知
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

伊
丹
勝
政

(甲
斐
徳
夫
一
万
石
)
は
､
は
じ
め
末
弟
の
勝
久

(母
は
某
氏
)
を
養
嗣
子
と
し
た
が
､
延
宝
元
年

二
六
七
三
)
に
実
子
勝
守

が
生
ま
れ
た
た
め
廃
嫡
L
t
勝
久
は
延
宝
四
年

1
1
月
二
四
日
に
111
一
歳
で
没
し
た
の
で
分
知
な
ど
は
な
さ
れ
て
い
な
い
O

奥
平
松
平
忠
尚

(松
平
乗
久
の
長
男
)
は
天
和
元
年

(
1
六
八
二

八
月

1
0
日
に
将
軍
綱
吉
の
命
に
よ
り
奥
平
松
平
忠
弘
の
養
子
と
な

り
'
そ
の
三
女
を
室
と
し
て
い
た
が
'
養
兄
晴
照

(忠
弘
の
長
男
､
病
弱
に
よ
り
廃
嫡
)
に
嫡
子
斉
宮
息
雅
が
生
ま
れ
た
た
め
に
廃
嫡
さ
れ
'

元
禄
元
年

(
一
六
八
八
)
一
〇
月
二
一
日
に
三
八
歳
で
陸
奥
白
河
新
田
二
万
石
の
分
知
を
受
け
た
｡

次
の
二
例
は
廃
嫡
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
'
養
子
後
に
実
子
が
生
ま
れ
た
た
め
分
知
が
な
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
｡

新
庄
直
時

(新
庄
直
房
の
二
男
'
母
は
川
口
近
次
の
娘
)
は
､
従
兄
直
好
が
庶
出
長
子
直
常
を
病
気
廃
嫡
し
た
た
め
ー
明
暦
二
年

二
六
五

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

五
111



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
1
九
九
八
年
)

五
四

六
)

1
二
月

1
日
に
直
好
の
養
子
と
な
っ
た
が
'
そ
の
後
方
治
三
年

二
六
六
〇
)
に
養
父
直
好
に
実
子
直
矩
が
生
ま
れ
た
｡
寛
文
二
年

二

六
六
二
)
に
直
好
の
死
去
に
際
L
t
直
矩
は
四
歳
の
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
'
直
好
が
中
継
相
続
を
す
る
こ
と
に
な
り
'
九
月
二
五
日
に

遣
領
常
陸
麻
生
二
万
七
三
〇
〇
石
を
継
い
だ
｡
延
宝
二
年

(
一
六
七
四
)
八
月
九
日
に
直
錐
が
成
長

二
六
歳
)
に
及
ん
だ
の
で
家
督
を
譲

り
'
直
好
は
七
〇
〇
〇
石
の
分
知
を
受
け
て
交
代
寄
合
と
な
っ
た
｡

浅
野
長
賢

(松
平
清
昌
の
五
男
'
母
は
某
氏
)
は
'
浅
野
長
直
の
養
子
と
な
っ
た
後
'
寛
永
二
〇
年

二

六
些
ニ
)
養
父
に
摘
出
子
長
友

(母
は
丹
波
長
重
の
娘
)
が
生
ま
れ
た
た
め
､
二
男
に
準
じ
る
こ
と
に
な
り
'
寛
文

二

年

二
六
七
二

三
月
五
日
に
長
友
が
播
磨
赤
穂
五

万
石
の
家
督
を
継
い
だ
際
に
'
三
五
〇
〇
石
の
分
知
を
う
け
､
寄
合
に
列
し
た
｡

以
上
の
よ
う
に
'
④
を
事
由
と
す
る
廃
婿
は
'
養
家
側
の
都
合
に
よ
る
こ
と
が
多
い
た
め
'
養
子
に
対
し
て
は
分
知
を
お
こ
な
い
別
家

と
す
る
の
が
基
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
､
い
ず
れ
も
例
外
的
な
事
例
に
属
す
る
と
い
え
よ
う
｡

最
後
に
'
本
章
で
述
べ
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
｡
江
戸
時
代
の
大
名
相
続
は
嫡
出
長
子
単
独
相
続
が
理
想
で
あ
っ
た
が
､

実
際
に
は
幕
藩
制
初
期
の
政
治
的
要
因
'
嫡
出
長
子
の
個
人
的
資
質

(幼
少
･
不
行
跡
)
と
い
っ
た
個
別
的
要
因
'
あ
る
い
は
嫡
子
の
早

世
'
病
気
､
無
嗣
と
い
っ
た
自
然
的
要
因
に
よ
り
'
嫡
出
長
子
単
独
相
続
が
実
現
で
き
な
い
事
態
が
生
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
｡
そ
の
結

果
､
分
知
の
1
般
形
態

(嫡
子
の
兄
弟
へ
の
分
知
)
以
外
の
叔
父

･
甥

･
養
子
等
へ
の
分
知
の
形
態
を
派
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
結
論
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
｡
ま
た
'
そ
の
場
合
の
幕
府
の
方
針
は
'
家
筋
の
優
位
性
を
基
本
と
し
た
の
み
で
､
家
筋
の
構
成
要
素
で
あ
る
姉
庶

長
幼
の
序
列
に
関
し
て
は
､
そ
れ
を
固
定
し
た
も
の
と
考
え
ず
に
'
親
族

･
家
中
の
意
志
を
統
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
相
続
人
の
選
定
を

優
先
す
る
柔
軟
な
対
応
を
と
る
こ
と
で
､
幕
藩
制
的
秩
序
の
安
定
化
を
め
ざ
し
て
い
た
｡
つ
ま
り
､
近
世
前
期
の
段
階
に
お
い
て
嫡
出
長

子
単
独
相
続
は
､
幕
貯
法
に
お
い
て
も
実
態
に
お
い
て
も
確
立
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
｡
こ
の
幕
府
の
方
針
に
つ
い
て
は
'

後
継
争
い
を
め
ぐ
る
家
中
騒
動
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
-

一
層
具
体
的
に
解
明
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
､
こ
の
点
は
後
日
に
期
し
､
こ
こ



で
は
近
世
前
期
の
多
様
な
相
続
の
実
態
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
｡

註

(第
三
章
)

(-
)
た
と
え
ば
､
石
井
良
助

｢日
本
相
続
法
史
｣
(創
文
社
'
一
九
八
〇

年
､
七
八
～
七
九
頁
)｡

(2
)
中
田
薫

｢徳
川
時
代
の
親
族
法
相
続
法
雑
考
｣
r法
制
史
論
処
し
節

一
巻
'
五
四
〇
-
九
頁
｡

(3
)
鎌
田
浩

｢幕
藩
体
制
に
お
け
る
武
士
家
族
法
｣

一
二
六
-
八
百
｡

(
4
)
於
平
秀
治

｢大
名
分
家
の
基
礎
的
考
察
｣
徳
川
林
政
史
研
究
所

r研
究
紀
要
｣
昭
和
四
七
年
度
)｡

(5
)
鎌
田
浩
前
掲
雷

一
二
六
～
九
頁
｡

(6
)
元
和
元
年
二
月
二
三
日
に
息
継
が

一
七
歳
で
没
し
た
時
は
'
無
嗣

で
あ
っ
た
た
め
､
三
弟
忠
雄
が

1
四
歳
で
退
領
の
う
ち
三
1
万
五

〇
〇
〇
石
を
継
ぎ
'
忠
雄
が
慶
長

1
五
年
に
得
て
い
た
淡
路
国
は

収
公
と
な
り
､
四
弟
輝
滋
に
播
磨
山
崎
三
万
八
〇
〇
〇
石
'
五
弟

政
綱
に
播
磨
赤
穂
三
万
五
〇
〇
〇
石
､
六
弟
坪
輿
に
播
塘
佐
用
二

万
五
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡

(7
)
万
治
元
年

(
一
六
五
八
)
二
月
五
日
に
倍
政
が
六
三
歳
で
死
去
す

る
と
､
嫡
子
華
道

(庶
山
二
ER
)
が
二
歳
の
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
､

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

倍
利
は
本
家
の
相
続
を
主
張
し
て
騒
動
と
な
っ
た
｡
家
中
五
〇
〇

人
余
り
が
啓
紙
血
判
を
し
て
幸
道
の
相
続
を
求
め
た
た
め
'
幕
府

は
同
年
六
月

1
四
日
に
車
道
の
逝
釦
相
続
を
認
め
て
騒
動
は
落
着

し
た
.
こ
の
年
の
一
〇
月

1
七
日
に
侶
之
は
九
三
歳
で
没
し
た
｡

(8
)
｢江
戸
第
府
日
記
｣
寛
永

1
0
年
三
月
五
日
の
粂

(姫
路
市
立
図
書

館
所
蔵
酒
井
家
文
苔
)｡

(9
)
忠
法
は
正
保
四
年

(
1
六
四
七
)
八
月

二
二
日
に
二
八
歳
で
没
し
'

無
嗣
の
た
め
断
絶
し
た
｡
こ
の
と
き
三
弟
蛸
尚

(母
は
某
氏
'
二

六
歳
)
は
'
庶
子
で
あ
り
な
が
ら

｢譜
代
｣
の
由
緒
を
盛
ん
じ
て
､

下
野
那
須
郡
内
に
一
万
石
を
与
え
ら
れ
'
名
跡
の
和
枝
が
許
さ
れ

た
｡

(10
)
r久
留
米
市
史
｣
第
二
巻

二

九
七
二
年
)
｡
た
だ
し
､
分
知
は
な

か
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
｡

(1
)
寛
文
六
年

(
〓
ハ
六
六
)
四
月
二
九
日
に
二
六
歳
で
豊
後
岡
七
万

石
を
熊
対
し
た
中
川
久
恒

(外
様
'
母
は
石
川
恩
給
の
娘
)
の
場

合
は
'
庶
子
の
弟
六
人

(
い
ず
れ
も
母
は
某
氏
)
が
家
臣
と
な
っ

て
い
る
｡

五
五



史
料
飽
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
年
)

(12
)
永
井
氏
は
'
尚
征
の
嫡
子
尚
長

(母
は
某
氏
)
が
内
藤
忠
勝
に
殺

害
さ
れ
'
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
た
め
､
四
弟
の
直
円

(母
は
某
氏
)

に
大
和
新
庄

一
万
石
を
与
え
て
名
跡
を
継
が
せ
た
｡

(13
)
藤
野
保
氏
の
研
究

(r新
訂
幕
藩
体
制
史
の
研
究
し
吉
川
弘
文
館
､

1
九
六

1
年
)
で
は
､
分
知
に
よ
る
旗
本
化
を
改
易
と
し
て
扱
っ

て
い
る
｡
こ
れ
は
大
名
家
と
し
て
は
断
絶
だ
が
'
旗
本
家
と
し
て

存
続
し
て
い
る
｡

(1
)
鎌
田
浩
前
掲
書

1
二
九
～
三
五
頁
｡

(1
)
金
井
園
校
訂

r土
芥
売
悌
記
し
(人
物
往
来
社
'
1
九
六
七
年
)o

(16
)
鎌
田
浩
前
掲
香

一
五
九
～
六
三
頁
｡

(17
)
中
田
薫

｢徳
川
時
代
の
養
子
法
｣
(｢法
制
史
論
集
｣
第

一
巻
'
四

一
八
頁
)0

(
18
)

長
武
は
六
弟
長
基

(母
は
某
氏
)
を
養
子
と
し
た
が
､
病
気
を
称

し
て
江
戸
参
府
を
し
な
い
ば
か
り
か
､
元
禄
九
年
九
月
長
武
が
没

し
て
も
江
戸
参
府
を
し
な
い
た
め
､
｢不
束
｣
と
し
て
二
万
俵
は
本

港
に
返
還
と
な
り
'
長
戊
に
預
け
ら
れ
た
｡
元
禄

一
〇
年
八
月
二

日
'
長
成
が
発
病
し
た
た
め
､
長
継
の
八
男
衆
利

(母
は
阿
坂
氏
)

を
急
養
子
と
し
た
が
､
津
山
を
発
し
て
江
戸
に
向
か
う
途
中
伊
勢

桑
名
で
失
心
し
た
た
め
'
狙
祖
父
長
継
に
預
け
ら
れ
､
遺
領
は
没

収
と
な
っ
た
｡
し
か
し
､
長
継
が
存
命
で
あ
る
た
め
､
備
中
西
江

五
六

原
二
万
石
を
与
え
ら
れ
て
再
勤
し
'
同

一
1
年
六
月

1
九
日
に
再

び
致
任
し
'
同
七
年
八
月
二
一
日
に
長
成
か
ら
一
五
〇
〇
俵
を
分

与
さ
れ
て
い
た
七
男
長
直

(母
は
阿
坂
氏
)
を
嫡
子
と
し
､
家
督

を
譲
っ
た
｡
長
継
は
同
年
七
月

一
一
日
に
八
九
歳
で
没
し
た
｡

(19
)
中
田
真

｢徳
川
時
代
の
家
督
相
続
法
｣
(｢法
制
史
論
集
｣
第

一
巻
､

五
一
八
～
九
頁
)0



第
四
章

大
名
家
の
断
絶

1
､
大
名
改
易
理
由
の
再
横
討

三
幸
に
わ
た
っ
て
'
近
世
前
期
の
大
名
相
続
の
実
態
を
分
析
し
て
き
た
｡
本
章
で
は
､
多
少
紋
点
を
変
え
て
'
相
続
の
対
概
念
で
あ
る

断
絶
に
着
目
L
t
断
絶
の
原
因
を
具
体
的
に
究
明
す
る
こ
と
で
､
大
名
相
続
上
の
問
題
点
を
多
角
的
に
検
出
し
て
み
た
い
｡
従
来
の
研
究

で
は
こ
の
間
題
を
'
断
絶
よ
り
は
む
し
ろ
改
易
の
問
題
と
し
て
理
論
的

･
実
証
的
研
究
を
進
め
て
き
た
の
で
､
ま
ず
改
易
理
由
に
関
わ
る

従
来
の
説
を
整
理
し
て
お
き
た
い
｡

(-
)

か
つ
て
三
上
参
次
氏
は
､
大
名
の
改
易
理
由
を
次
の
五
つ
と
し
た

｡

-
'
戦
争
の
結
果
に
よ
る
も
の

2
'
継
嗣
の
絶
え
た
る
も
の

3
'
幕
肘
の
法
度
に
触
れ
た
る
も
の
､
さ
な
く
と
も
嫌
疑
に
触
れ
た
る
も
の

4
'
一
般
の
内
胤
､
そ
の
他
家
筋
を
定
め
ざ
る
も
の

5
､
こ
れ
に
洩
れ
た
る
雑
種
の
も
の

(2
)

そ
の
後
'
藤
野
保
氏
の
研
究
で
は
､
三
上
氏
の
説
を
踏
ま
え
な
が
ら
'
改
易
理
由
に
は
大
き
く
軍
事
的
理
由

･
放
制
的
理
由

･
法
律
的

理
由
の
三
つ
が
あ
る
と
整
理
し
､
徳
川

一
門

･
譜
代
大
名
の
創
出
､
外
様
大
名
の
統
制
と
い
う
紋
点
か
ら
､
外
様
大
名
'

一
門

･
譜
代
の

別
に
各
将
軍
ご
と
の
改
易

･
転
封
策
の
特
徴
を
解
明
し
､
三
代
将
軍
家
光
期
ま
で
は
外
様
大
名
は
法
律
的
理
由
に
よ
る
政
治
的
統
制
が
多

く
'
徳
川
系
諸
大
名
の
改
易
は
族
生
的
理
由
が
多
い
と
い
う
大
名
統
制
の
傾
向
が
あ
-
'
と
も
に
家
綱
期
に
緩
和
の
方
向
を
示
す
よ
う
に

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
E
)

五
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
)

五
八

な
っ
た
と
結
論
づ
け
'
現
在
で
も
本
分
野
で
の
貴
重
な
研
究
成
果
と
し
て
の
不
動
の
位
置
を
し
め
る
が
､
本
稿
と
の
関
連
で
は
次
の
三
点

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
｡

ま
ず
'
軍
事
的
理
由
に
つ
い
て
藤
野
氏
は
､
｢豊
臣
氏
と
そ
れ
に
内
通
し
た
古
田
氏
の
改
易
を
最
後
に
軍
事
的
理
由
に
よ
る
改
易
が
消

滅
し
た
｣
(二
六
〇
頁
).
と
指
摘
し
た
｡
古
田
氏
の
改
易
は
､
元
和
元
年

二
六
一
五
)
六
月
の
こ
と
な
の
で
'
｢軍
事
的
｣
を
理
由
と
す
る

改
易
は
､
近
世
初
頭
の
極
め
て
限
定
さ
れ
た
期
間
に
特
徴
的
な
現
象
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
特
に
､
本
稿
で
は
江
戸
幕
肝
が
成
立
し
た
慶

長
八
年

(
一
六
〇
八
)
以
降
の
デ
ー
タ
を
対
象
と
す
る
の
で
'
藤
野
氏
の
説
に
従
え
ば
大
坂
の
陣
に
関
連
し
た
わ
ず
か
な
改
易
事
例
の
み

が
軍
事
的
理
由
と
な
り
'
ほ
と
ん
ど
の
改
易
理
由
は
'
法
律
的
理
由
と
族
制
的
理
由
の
二
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

次
に
'
藤
野
氏
の
い
う
族
制
的
理
由
と
は
､
具
体
的
に
は

｢無
嗣
断
絶
｣
を
理
由
と
す
る
も
の
が
大
多
数
で
あ
り
'
残
り
は

｢大
名
の

死
亡
｣
を
原
因
と
す
る
も
の
'
｢養
子
筋
違
い
｣
な
ど
で
あ
る
｡
｢無
嗣
断
絶
｣
と
は
､
大
名
が
死
亡
し
た
際
に
嗣
子
が
い
な
い
た
め
に
相

続
が
で
き
ず
改
易
に
い
た
る
も
の
と
考
え
れ
ば
'
｢大
名
の
死
亡
｣
を
原
因
と
す
る
改
易
と
は
､
嗣
子
が
あ
-
な
が
ら
大
名
の
死
亡
に
よ

り
相
続
が
許
さ
れ
ず
改
易
に
い
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
､
た
と
え
ば
'
藤
野
氏
が
そ
の
一
例
と
す
る
最
上
義
俊
は
､
元
和
八
年

二

六
二
二
)
に
家
中
騒
動
の
結
果
､
改
易
さ
れ
て
近
江
大
森

1
万
石
が
与
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
､
寛
永
九
年

(
1
六
三
二
)
没
し
た
こ
と
に

よ
り
'
嫡
子
義
智
が
五
〇
〇
〇
石
の
旗
本
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
､
｢大
名
の
死
亡
｣
は
契
機
で
あ
っ
て
原
因
で
は
な
く
､
族
制
的
と
い

う
よ
り
は
む
し
ろ
幕
府
の
政
治
的
判
断
が
強
く
働
い
て
い
る
｡
同
様
に
長
谷
川
守
知
の
場
合
は
'
守
知
の
死
を
契
機
に
子
二
人
に
分
知
を

し
た
結
果
､
旗
本
化
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
'
い
わ
ば

｢分
知
｣
に
よ
る
大
名
家
と
し
て
の
断
絶
で
あ
り
､
そ
の
意
味
で
は
族
制
的

と
い
え
な
く
も
な
い
が
､
こ
う
し
た
事
例
を

｢大
名
の
死
亡
｣
に
よ
る
族
制
的
改
易
と
位
置
づ
け
る
の
は
本
質
的
で
は
な
い
｡

さ
ら
に
､
藤
野
氏
が
法
律
的
理
由
と
し
て
一
括
し
た
改
易
理
由
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
含
み
'
連
座
法
の
適
用
､
藩
主
の
不
行

跡

･
狼
籍

･
発
狂

･
刃
傷

･
自
殺

･
勤
仕
怠
慢
､
御
家
騒
動
'
私
姫
､
不
法
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
｡
こ
こ
で
の

｢法
律
｣
が
武
家
社
会
の



慣
習
法
ま
で
を
含
む
の
か
ど
う
か
明
瞭
で
は
な
い
が
'
仮
に
含
ん
だ
と
し
て
も
'
藩
主
の
発
狂

･
自
殺
な
ど
必
ず
し
も
法
律
違
反
と
は
言

え
な
い
内
容
も
含
み
､
三
上
氏
が

｢雑
多
な
も
の
｣
と
分
類
し
た
も
の
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
｡
御
家
騒
動
に
し
て
も
'

幕
府
は
必
ず
し
も
法
律
違
反
と
し
て
改
易
処
分
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
｡
逆
に
､
藤
野
氏
が
族
別
的
と
す
る
無
嗣
断
絶
の
な
か
で
も
'
末

期
養
子
の
禁
に
ふ
れ
て
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
事
例
の
方
が
'
厳
密
的
な
意
味
で
法
律
違
反
の
典
型
例
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡

こ
の
よ
う
に
'
族
制
的

･
法
律
的
理
由
の
具
体
的
内
容
レ
ベ
ル
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
'
そ
の
分
析
は
か
な
り
唆
味
な
部
分
を
残
し
て

い
る
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
O
藤
野
氏
は
､
軍
事
的

･
族
制
的

･
法
律
的
と
い
う
三
つ
の
分
析
耽
念
を
用
い
る
こ
と
で
､
茶
府
の
大
名

統
制
策
に
お
け
る
外
様
大
名
と
徳
川
系
諸
大
名
と
の
差
異
を
明
快
に
論
じ
ら
れ
た
が
､
具
体
的
内
容
か
ら
節
串
的

･
族
別
的

･
法
紳
的
と

い
う
概
念
に
抽
象
化
す
る
過
程
で
､
切
り
捨
て
ら
れ
た
問
題
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
.
し
か
も
'
右
の
三
分
朝
の
み
で
は
'
本
稿
の

主
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
十
分
な
解
答
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
'
こ
こ
で
は
具
体
的
な
レ
ベ
ル
で
の
新
た
な
分
軌
を
試
み
る

こ
と
に
し
た
い
｡

具
体
的
内
容
レ
ベ
ル
で
の
改
易
理
由
は
､
無
嗣
断
絶

･
藩
主
の
不
行
跡

(狼
蒋
･
発
狂
･
刃
傷
･
自
殺
･
酒
色
･
勤
仕
怠
慢
な
ど
､
成
人
大
名

の
個
人
的
資
質
に
関
わ
っ
て
の
改
易
)

･
政
治
的
理
由

(軍
部
述
反
､
法
政
違
反
'
連
座
な
ど
､
幕
府
の
政
治
的
意
図
に
韮
づ
-
改
易
)

･
家
中
騒

動

･
幼
少

･
分
知
の
六
つ
に
分
類
で
き
る
｡
さ
ら
に
'
茶
府
が
大
名
を
改
易
し
た
後
に
､
い
か
な
る
処
置
を
と
っ
た
か
と
い
う
相
続
の
観

点
か
ら
の
分
類
す
る
と
'
理
念
的
に
は
次
の
よ
う
な
分
類
が
可
能
で
あ
る
o

①
､
完
全
な
断
絶

②
､
改
易
後
に
名
跡
も
し
-
は
所
領
の
相
続
を
認
め
る

a
､
旧
領
安
堵

b
､
分
知

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
韮
礎
的
研
究

(福
田
)



第8表 大名改易内訳表

史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
)

叫.W 'n 断 絶 減 封 減転封 旗本化 本家返還 分 知
再 興 計無 嗣 33 7 12

15 4 4 0 75不 行 跡 18 2 9 24 4 1 3

61政 治 的 15 0 3 8

0 0 6 32家中騒動 7 1 5 6 2 0
4 25幼 少 0 0 0 1 0

0
23

分 知

000
5

00
16
計73 10295910516 202

c
t
転
封

d
､
減
封

e
､
減
転
封

-
､
旗
本
化

g
t

本
人
に
終
身
賄
料

･
扶
持
が
与
え
ら
れ
る

h
､
所
領
を
本
家
に
返
還
す
る
｡

③
､
①

･
②
の
処
分
の
ち
'
本
人
ま
た
は
子
孫
が
許
さ
れ
て
'
大
名
家
と
し
て
再
興
す
pP
.

大
名
の
改
易
に
は
'
完
全
に
断
絶
し
た
場
合

(①
)
と
'
何
ら
か
の
形
で
全
部
あ
る
い
は
部
分

的
に
相
続
が
許
さ
れ
た
場
合

(②
･
③
)
の
二
つ
に
大
き
-
分
類
で
き
る
｡
こ
の
う
ち
､
②
の

a

は
'
た
と
え
ば
慶
長

一
七
年

二
六
一
二
)
に
改
易
さ
れ
た
有
馬
晴
信
の
嫡
子
直
純
に
旧
領
が
安

堵
さ

れ
た
事
例
が
あ
る
が
'
こ
れ
は
極
め
て
例
外
的
で
あ
-
'
結
果
的
に
は
③
に
含
め
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
｡
b
の
分
知
と
は
､
改
易
と
な
っ
た
大
名
の
所
領
を
分
割
相
続
さ
せ
た
も
の
で
'

分
知
高
を
合
計
す
れ
ば
旧
領
高
は
維
持
さ
れ
て
い
る
点
で
は

a
の
変
形
で
あ
る
が
､
個
別
の
高
お

よ
び
家
格
は
減
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
t
d
の
変
形
と
も
み
な
せ
る
｡
そ
の
た
め
､
b
と
d
の
中

間
形
態
と
し
て
'
分
知
と
し
て
立
項
し
た
｡
C

の
該
当
事
例
は
な
い
｡

巳
と
-
は
広
い
意
味
で
は

d
の

減
封
に
含
ま
れ
る
が
､
大
名
と
し
て
存
続
し
た
の
か
'
旗
本
化
し
た
の
か
､
あ
る
い
は
旧
領

の
地
が
安



を
③
に
'

gを
①
に
含
め
て
作
表
す
る
と
､
第
8
表
の
横
行
項
目
の
よ
う
な
分
類
に
ま
と
め
ら
れ
る
｡

完
全
に
断
絶
し
た
の
は
七
三
件

(三
六
二

パ
ー
セ
ン
ト
)
で
､
半
数
以
上
は
何
ら
か
の
形
で
名
跡
も
し
く
は
家
禄
の
継
承
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
｡
そ
の
場
合
は
'
旗
本
化
す
る
事
例
が
五
九
件
と
多
く
'
減
転
封
二
九
件
'
減
封

一
〇
件
と
続
く
｡
以
下
で
は
､
各
改
易

理
由
ご
と
の
特
徴
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
｡

①
無
尉

無
嗣
断
絶
と
は
､
大
名
に
尉
子
が
な
く
所
領
没
収
と
な
る
こ
と
で
'
世
嗣
断
絶
と
も
言
わ
れ
る
｡
宝
永
五
年

二
七
〇
八
)
ま
で
に
七

五
件
の
無
嗣
を
原
因
と
す
る
改
易
が
あ
り
'
改
易
理
由
の
中
で
は
も
っ
と
も
多
か
っ
た
｡
第
9
衣
は
そ
の
一
覧
で
あ
る
が
'
大
名
類
型
別

で
は
外
様
四
三
､
譜
代
二
九
､
家
門
三
件
と
な
っ
て
お
り
､
外
様
大
名
に
お
い
て
も
無
嗣
を
理
由
と
す
る
改
易
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

(3
)

る
｡
そ
の
う
ち
'
完
全
に
断
絶
し
た
の
は
三
三
件

(四
四
パ
ー
セ
ン
ト
)
で

､

残
る
四
二
件
は
兄
弟
､
荘
子
'
叔
父
'
甥
'

一
族
な
ど
に
相

続
が
許
さ
れ
た
｡
ま
た
､
旧
禄
が
本
家
に
返
還
と
な
っ
た
の
は
､
究
永
七
年

(
1
六
三
〇
)
の
酒
井
直
次

(譜
代
･
山
羽
左
沢
)
を
初
見
と

し
て
'
稲
葉
紀
通

(外
様
･
丹
波
福
知
山
)

･
真
田
倍
重

(外
様
･
信
濃
埴
科
)
･
越
前
松
平
隆
政

(家
門
支
藩
･
山
雲
母
駁
)
で
あ
る
｡
慶
安

E
i年

(
1
六
五
1
)
の
末
期
養
子
の
禁
緩
和
を
転
換
点
と
し
て
'
無
嗣
を
理
由
と
す
る
改
易
は
減
少
す
る
が
､
全
く
な
く
な
る
わ
け
で
は

な
か
っ
た
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
末
期
養
子
の
禁
に
関
す
る
考
察
も
含
め
て
､
項
を
改
め
て
検
討
す
る
｡

②
大
名
の
不
行
跡

大
名
の

｢不
行
跡
｣
に
よ
-
完
全
に
断
絶
し
た
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は

一
八
件

(約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
)
で
'
残
る
四
三
件

(約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
)
は
何
ら

か
の
形
で
相
続
が
許
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
｡
そ
の
う
ち
､
旗
本
化
し
た
ケ
ー
ス
が
二
四
件
と
多
い
こ
と
か
ら
､
大
名
家
と
し
て
で
は
な
-
'

単
に
家
の
相
続
が
許
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
が
､
完
全
に
断
絶
し
た
割
合
が
三
割
弱
と
低
い
点
か
ら
み
て
'
市
肘
は
成
人
大
名
の
個
人
的
資

質
を
原
因
と
す
る
改
易
に
対
し
て
は
'
家
を
継
承
さ
せ
る
優
遇
措
定
を
と
る
方
針
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
.
旧
株
を
本
家
に

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

六

一
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寛永1809 1641 池田長常 33 外様 備中松山 65.0

00 断絶寛永1903 1642 一柳直家 44 外様支藩 播磨小野 28,6

00 減封 (養子､1万石)寛永1903 1642 堀直走 7

外様 越後村上 100,000 断絶寛永1907 1642 那須資重 34

外様 下野福原 14,000 旗本化 (父､5000石)正保0110 1644 杉原重長 29 外様 但馬豊岡 25.000 減転封 (養子､1万石)

正保0112 1644 松平清道 ll 家門 播磨鮭路新田 30,000 断絶正保0206 1645 皆川成郷 22 譜代 常陸府中 13.000 旗本化 (

弟､反米300俵)正保0408 1647 松平忠志 28 譜代 信濃小諸 4

5,(X氾 減封 (弟､1万石)正保0409 1647 菅沼定昭 2

3 譜代 丹波亀山 38,000 減転封 (弟､1万石)正保041

1 1647 寺沢堅高 39 外様 肥前唐津 80,(X氾 断絶慶安0106 1648 古田重恒 46 外様 石見浜田 55.000 断絶

慶安0108 1648 稲葉紀通 46 外様支藩 丹波福知山 45.700 本家

返還慶安0110 1648 真田倍重 50 外様支洋 信濃埴科 17,000

本家返還慶安0305 1650 級田侶勝 28 外様 丹波相原 36.000

旗本化 (叔父､3000石)慶安0306 1650 本多勝行 16 譜代 播磨郡

内 40.000 分知 (従弟､3万.1万石)暴応0210 1653

杉原重玄 17 外様 但馬豊岡 10,000 減封 (養子､1万石)明暦0111 1655 片桐為次 15 外様 大和竜田 10,000 旗本化

(弟､3000石)明暦0203 1656 日根野書明 70 外様 豊後府内 20,

000 断絶明暦0303 1657 山崎治頼 8 外様 讃

岐丸亀 53,000 旗本化 (叔父､5000石)万治0206 1658 北条氏重 64

譜代 遠江掛川 30.000 断絶寛文0406 1664 上杉綱勝

27 外様 出羽米沢 300.000 減転封 (養子､15万石)寛文0503 166

5 松平垂利 7 譜代 下野皆川 10.500 断絶寛文0512 1665 池田政直 32 外様 播磨福本 10.(伽 旗本化(弟2人､7仙).3(伽石)

寛文0811 1668 酒井忠解 26 譜代支帯 出羽庄内新田 10.000 断

絶寛文1001 1670 池田邦照 13 外様 播磨新宮

10.000 旗本化 (弟､3αX)石)延宝0102 1673 松平隆政 26 家

門支帯 出雲母里 .10,000 本家返還延宝03閏DI1675 土井利久

10 譜代 下総古河 100,000 減封 (叔父､7万石)延宝0404 1676 新庄直矩 17 外様 常陸麻生 20.300 旗本化 (義兄､3∝K)石)

延宝0612 1678 池田恒行 7 外様 播磨山崎 30,(X氾 断絶延宝0711 1679 戸川安風 9 外様 備中庭瀬 20,(X氾 旗本

化 (弟､4000石)延宝0712 1679 堀 通周 45 外様

常陸玉取 12,㈱ 旗本化 (養子､3000石)延宝0805 1680 永井尚長

27 譜代 丹後宮津 73.600 減転封 (弟､1万石)元禄0503 16



第9表 改易 (無嗣)一覧

年月日 西暦 氏 名 没 類型 領地 石

高 結 果.座長0809 1603 武田倍音 21 家門 常陸水

戸 150,000 断絶慶長11 1606 堀祇千代 -

外様 越後蔵王 30.0(刀 断絶慶長12031607 松平一lLit1
.普 28 家門 尾張清洲 520.000 断絶旋長1405

1609 中村一息 20 外様 伯著米子 180.000 断絶座長16101611 金森長光 6 外様支洋 美濃.河内内 20.0

(氾 断絶慶長16121611 平岩親書 70 普代 尾張犬山 123.0

00 断絶&&17041612 松平忠浦 28 譜代 三河

吉田 30.000 放本化 (弟､5000石)慶長18091613 大久保忠佐 77

控代 駿河沼沖 20.0(刀 断絶元和05081619 伊奈忠勝 9 l

普代 武蔵小室 10.0(刀 秋本化 (弟､1180石)元和06031620 了IJ-機長勝 64 外様 越後三条 41.3(刀 減転封 (益子､2万
石)元和06081620 田中忠政 36 外様 筑後柳川

325,000 減転封 (兄.2万石)元和08061622 里見忠

並 29 外様 安房館山 120,000 断絶元和08111

622 成田氏宗 - 外枝 下野烏山 10,0(刀 断絶元和090416

23 西尾立教 34 外様 美濃揖斐 25.000 断絶元和0904 1623

本多紀貞 44 代支荘 上野白井 10.000 断絶元和09061623 内藤h.f政 21 馴e 安房勝山 30.000 減封 (弟､2万)

寛永02111625 滝川正利 36 外様 常陸片野 20.000 超(本化

(養子､2000石)寛永03041626 禰沖書直 - 控代 上野凸岡 10

.000 断絶兜永03051626 本多思刻 31 別宅 播磨姫路内 10

0,000 分知 悌.甥､4万.6万石)兜永0307 1626 於平韮忠 57
普代 出羽上山 40.0(刀 減転封 (荘子､3万石)寛永04011627 諏生息郷 25 外様 陸奥会津 600.000 減転封 (弟､24万石)

寛永0609 1629 桑山貞哨 26 外様 和泉谷川 16

.000 旗本化 悌､駿米500俵)寛永07031630 酒井政次
35 I譜代支洋 山羽左沢 12.0(刀 本家近辺 ,#*08071631綴田長別 32 外様支藩 美濃野村 10,000 断絶

兜永08071631 池田政綱 27 外様 播磨赤班 35.0m 分知 (弟2人､

3万.1万石)兜永0808 1631 三浦韮勝 - 汁代 近江内 13,00

0 断絶光永09011632 松平忠隆 25 代 美濃加

納 100.000 断絶寛永1009 1633 堀尾忠昭 35 外様 山

賀松江 240.000 断絶兜永1108 1634 TIti生息知
30 外様 伊予松山 240,000 断絶兜永1307 1

636 .b店忠恒 33 譜代 出羽山形 240.(X氾 減転封 (弟､32千石)兜永1406 1637 京極忠砧 45 外様 山望松江 264.200減転封(甥
､6
万石)

#永14071637
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天和0305181683板倉重種 武蔵岩槻 50,000 譜代 分知(千.臥3万

.2万石)貞享0108281684 稲葉正体 美濃青野 12

,000 代 断絶貞享0111101684 松平重治 上総佐貫 15.

000 代 旗本化 (子､500俵)貞享0303061686松平綱昌 越前福

井 475.000 家門 減封 (養父､25万石)貞享0408 1687溝口政

親 越後沢海 10,000 外様支津 断絶 (扶持500俵)元禄0105181688 佐久間勝玄 常陸北条 10,000 外様

断絶元禄0202021689喜多見重政 摂津.武蔵他 10,000

代 断絶元禄0206 1689坂本重治 相校内 10,000 代 旗本化

(子､2200石)元禄0206 1689 本多忠周 三河足助 10,000

日代支藩 放本化 (本人､700)石)元禄0207231689 鳥

居忠別 信濃高遠 30200 譜代 減転封 (子､2万石)元禄0208 1689 山内豊明 土佐中村 30.000 外様支藩 本家返還

元禄0606 1693本多利長 出羽村山 10.000 E.代 断絶元禄0611251693松平忠之 下総古河 80,000 代 減転封 (弟､

2万石)元禄0612 1693西郷寿月 下野上田 10.000 代 旗本化 (

本人､5000石)元禄0802051695織田信武 大和松山

28.235 外様 減転封 (子､2万石)元禄0803221695本多重益

越前丸岡 43.300 譜代 旗本化 (本人､2000石)元禄0912 1

697森長武 美作内 *20.000 外様 本家返還元禄1006201697森長成 美作津山 186.500 外様 減

転封 (祖父､2万石)元禄1107271698小笠原長胤 豊前中津 80,000

代 減封 (弟､4万石)元禄1109151698伊丹勝守 甲斐徳美 10

,000 代 断絶元禄1210 1699伊達相和 陸奥水沢 30.00

0 外様支藩 本家返還元禄1403141701 浅野長矩 播磨赤穂 50,000 外様



第10表 改易 (不行跡)一覧

年月日 西暦 氏 名 領 地 石高 類型

結 果慶長1203991607 天野康景 駿河舛国寺城 10.000 譜代

旗本化 (子､1000俵)慶長1207261607 稲柴通孝 豊後臼杵内 14.15

0 外様 旗本化 (子､500俵)RSR1212 1607 稲

柴過重 美濃清水 12.000 外様 断絶座長1212 16

07 津El]高勝 山城御牧 13.(X氾 外様 断絶慶長1306 1608 前田茂勝 丹波八上 50.000 外様

断絶慶長14 1609 桑山清哨 和泉谷川内 10.000 外様

断絶堤長1409291609 松平息頼 遠江浜松 50.

000 代 再興 (子､4万石)座長1410161609

水野息胤 三河内 10.000 代 断絶座長1810 1613

里見衣高 上野枚鼻 10.000 外様 断絶元和01 1615 福島高晴

大和字多 30.000 外様 秋本化 (孫､500位)元和0207

. 1616 松平息坪 越後高田 750.0(刀 家門 断絶 (扶持300人)元和0209111616 坂崎直盛 石見津和野 30.000 外様 断絶

元和0902221623 松平息直 越前福井 680,000 家門 減転封 (子､

25万石)元和0910191623 青山息俊 武戒岩城 45,000 譜代

再興 (子､5万石)池永0502281628 徳永昌重 美濃高須 53.70

0 外様 放本化 (子､2000俵)寛永0502281628

別所書治 丹波綾部 20.000 外様 旗本化 (子､1000俵)寛永0905

1632 加藤忠広 肥後熊本 541.169 外様 断絶 (堪忍科1万)兜永09

10 1632 徳川息長 駿河府中 500.000 家門 断絶兜永1(氾5

1633 酒井盃澄 下総生実 25.000 譜代 秋本化 (子､2(料)俵)寛永1803251631 加藤明利 陸奥二本松 30.αX) 譜代 放本化 (子､30

00石)寛永2005021643 加藤明成 陸奥会津 400.000 外様 滅転

封 (子､1万石)正保0104101644 松下長納 陸奥三春 30.000

外様 秋本化 (子､3(XX)依)正保0203151645 池口坪興 播磨赤恕

35.0∝) 外様 旗本化 (子､3∝氾俵)戯安0106261648 内藤倍広

上絵安房内 15,0(刀 譜代 旗本化 (子､5CKX)石)庄安0407181651 松平定政 三河刈屋 20,OW 代 放本化 (子､15

00石)承応0201081653 平岡頼資 美濃徳野 10.0(泊 外様 旗本

化 (子､1000石)万治0311031659 城田正信 下絵佐倉 110.(氾0 譜
代 再興 (子､1万石)兜文0507291665 一柳直興 伊推西条 25.00

0 外様 断絶光文070523 1667 水野元知 上野安中 20.000 代

旗本化 (子､2(状)俵)延宝0708071679 土屋直樹 上絵久留皿 2

0.000 普代 秋本化 (子､3000石)廷宝0806271680 内

藤忠勝 志摩.払羽 ･35.000 普代 旗本化 (弟､2COO石)天和0106271681酒#忠能駿河田中4
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山
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俊
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五
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石
1
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宗
俊
･
遠
江
浜
松
五
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･
堀
田
正
信

(下
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石
1
子
正
体
･
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江
宮
川
一
万
石
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の
三
例
で
あ
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参
照
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③
政
治
的
理
由

政
治
的
理
由
は
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既
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よ
う
に
'
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事
違
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､
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度
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ど
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映
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ケ
原
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易
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宜
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'
独
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的
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能
で
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ろ
う
｡
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全
に
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た
の
は

一
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件

(四
六
･
八
パ
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ト
)
で
あ
り
'

他
の
改
易
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由
と
比
べ
る
と
や
や
そ
の
割
合
が
高
い
｡
こ
れ
は
'
幕
府
が
政
治
的
理
由
に
よ
る
改
易
に
対
し
て
'
強
固
な
姿
勢
を
も
っ
て

臨
ん
で
い
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
｡

大
名
類
型
別
で
は
'
外
様
大
名
は
完
全
に
断
絶
す
る
傾
向
が
強
く
'

一
五
件
中

二

件
で
あ
る
｡
他
方
､
再
興
さ
れ
た
家
の
う
ち
､
外

様
大
名
は
既
述
の
有
馬
氏
の
一
例
で
､
残
る
五
件
は
連
座
に
よ
り
改
易
さ
れ
た
譜
代
大
名
が
後
に
召
し
出
さ
れ
て
再
興
し
た
も
の
だ
が
'

こ
の
五
家
は
改
易
の
段
階
で
は
完
全
に
断
絶
し
て
い
る
の
で

(減
転
封
な
ど
で
は
な
い
)
､
改
易
時
点
で
カ
ウ
ン
ト
す
れ
ば
譜
代
大
名
で
完

全
に
断
絶
し
た
の
は
九
件
と
な
-
､
外
様
大
名
と
ほ
ほ
近
似
値
を
示
す
こ
と
に
な
る
｡
他
の
改
易
理
由
を
み
て
も
､
再
興
さ
れ
た
家
は
譜

代
大
名

･
家
門
が
多
い
こ
と
か
ら
'
将
軍
と
の
親
疎
の
関
係
が
大
名
家
の
再
興
に
与
え
た
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
に
し
て
も
､
政



第11表 改易 (政治的理由)一覧

年月日 西暦 氏 名 領 地 一 石高 類別

結 果慶長14 1609 皆川広照 信濃飯山 75,000 譜代

再興 (本人､1万石)慶長1403 1609 小笠原音次 常陸

笠間 30,000 譜代 断絶慶長140927 1609 木

下勝俊 備中足守 25,000 外様 断絶慶長1703 1612 有馬

晴信 肥前有馬 40,000 外様 再興 (子､旧領安堵)慶長1801 1613

山口重政 常陸牛久 15.α)0 譜代 再興 (本人､15000石)慶長1808 1613 青山成丑 下総飯田 10,000 普代 旗本化 (子､100

0石)座長180927 1613 大久保息為 美濃大垣新田 10

.000 普代 旗本化 (千)慶長1810 1613 富田信高

伊隷宇和島 120.000 外様 断絶座長181019 16

13 石川鎌長 信濃松本 80.000 外様 断絶慶長181

025 1613 石川康勝 信濃松本内 15.000 外様 断絶慶長181099

1613 高橋元栓 日向延岡 50.000 外様 断絶慶長190120 1614 大久保忠隣 相模小田原 65.000 譜代 断絶 (扶持米5000石)

慶長190728 1614 佐野倍音 下野佐野 39,(氾0 外様

旗本化 (子､3000俵)慶長1909 1614 里見忠我

安房館山 120.α)0 外様 減転封 (本人､3万)元和

010508 1615 豊臣秀頼 摂津大坂 657.400 外様 断絶元和0106 1615 古内盃然 不詳 10,000 外様 断絶

元和0207 1616 藤H信書 下野西方 15,000 外様 断絶元和050609 1619 福島正則 安芸広島 498223 外様 減転封 (本人､45㈱

石)元和071213 1621 粒田長益 大和内 10.000

外様 断絶元和0808 1622 本多正純 下野宇都宮 155,(X氾

譜代 断絶 (射科1000石)寛永0107 1624 福島正則

信濃川中島 45,(X氾 外様 旗本化 (子､3(X氾石)寛永09 163

2 有馬新次 甲斐内 10.000 普代 再興 (孫､1万)寛永09 1632 削合宣正 遠江掛川 26.000 譜代 旗本化 (孫､300俵)

寛永09 1632 三枝守昌 甲斐内 15,∝氾 譜代

再興 (本人､1万石)豊永09 1632 お店忠房 甲斐谷村 3

5,α)0 普代 旗本化 (弟､2∝氾俵)寛永09 1632 屋代忠正 甲斐内

10.000 譜代 再興 (本人､1万石)寛永0908 1632 放上衣俊 近

江大森 10.000 外様 秋本化 (子､500石)寛永1002221633竹中盛花凸後府内



第12表 改易 (家中騒動)一覧

史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
)

年月日 西暦 氏名 領 地 石高 分

類 結 果慶長13 1608 筒井定次 伊賀上野 200
.000 外様 断絶慶長15閏02021610 堀息俊 越後

福島 300,000 外様 断絶慶長15閏02021610

堀直次 越後三条 50,000 外様 断絶慶長15閏02021610 堀直寄 越後坂戸 50.000 外様 再興 (本人､10万石)

元和0106 1615 粒田信重 伊勢林 10.000 外様 断絶元和021218 1616 成田長忠 下野烏山 37.(X氾 外様

減封 (子､1万石)元和0404 161畠 村上義明 越後村上 90.CKX

) 外様 断絶元和0407 1618 関-政 伯香黒坂 50,000 外様
旗本化 (養子､50X)石)元和050808 1622 最上義俊 出羽山形 570,000

外様 減転封 (本人､1万石)元和0909 1623 田中吉官

近江.三河.上野内 20,000 外様 旗本化 (本人､2000俵)寛永0904

04 1632 脇坂安倍 美濃国内 10.000 外様 ･断絶寛永170726

1640 池田輝澄 播磨山崎, 63,∝氾 外様 減転封 (子､1万石)寛永170726 1640 生駒高俊 讃岐丸亀 171,800 外様 減転封

(本人､1万石)寛文o00503 1666 京極高国 丹後宮津 78,200 外様

旗本化 (子､2000俵)寛文110403 1671 伊達宗勝 陸奥一関 30

,000 外様支藩 本家返還延宝050315 1677 土井利直 下絵大輪 1

0,(XX) 譜代支藩 旗本化 (甥､5000石)天和0106 1681 松平光

長 越後高田 263.000 家門 再興 (子､10万石)天和0202 1682 松平直妬 播磨姫路 150,000 家門 減封-再興

(本人､15万石天和0202 1682 松平近栄 出雲広瀬 30,000 家
門 減封-再興 (本人､3万)貞享010722 1684 土方雄隆 陸奥窪田 18.000

外様 断絶貞享010730 1684 有馬豊祐 筑後松崎 10.000 外様支藩
本家返還貞享0410 1687 那須資徳 下野烏山 20,000 外様旗 本化(本人
､1
脚)石)

元禄0107041 688堀田正英常 陸北条
ー
13
,
00 0譜代支藩旗本化 (子2人

､
洲.2㈱石)

元禄0507211 692松平忠弘陸 奥白河150
,
000譜 代減転封 (本人

､10
万石)

元禄1507 1702丹羽氏音 美濃岩村19
.
000外 様減転封(本人

､
1万 石)

六

八

治
的
理
由
に
よ
る
改
易
を
断

行
す
る
時
点
で
の
茶
府
の
方

針
は
'
譜
代



で
存
続
が
許
さ
れ
た
｡
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
家
中
騒
動
の
審
理
に
際
し
て
は
､
幕
府
は
概
ね
主
家
に
対
し
て
有
利

な
判
決
を
下
す
傾
向
に
あ
り
､
幕
府
審
理
を
受
け
な
が
ら
改
易
を
免
れ
た
大
名
の
事
例
は
多
い
｡
幕
府
は
家
中
騒
動
に
よ
り
改
易
と
し
た

場
合
で
も
'
大
名
の
家
の
存
続
を
は
か
る
方
針
で
あ
っ
た
傾
向
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
｡
特
に
､
他
の
改
易
理
由
と
比
べ
れ
ば
減
転
封
の

割
合
が
高
い
点
は
'
家
格
の
上
で
は
降
格
だ
が
'
大
名
家
と
し
て
の
存
続
を
許
し
た
傾
向
を
姦
付
け
て
い
る
｡

再
興
さ
れ
た
家
は
'
座
長

1
五
年

(
1
六
1
0
)
堀
直
寄

(越
後
坂
戸
五
万
石
)
が
改
易
さ
れ
た
直
後
に
信
濃
飯
山
四
万
石
を
与
え
ら
れ
､

最
終
的
に

一
〇
万
石
に
な
っ
た
｡
こ
の
事
例
は
'
家
康
と
の
個
人
的
な
関
係
が
強
-
影
響
し
て
お
り
､
か
な
り
例
外
的
な
処
置
で
あ
る
｡

残
り
は
越
後
騒
動
で
改
易
さ
れ
た
松
平
光
長

(越
後
高
田
二
六
万
三
〇
〇
〇
石
1
養
子
宣
富
が
美
作
津
山
1
0
万
石
)
の
事
例
が
あ
り
､
そ
れ
に

連
座
し
た
松
平
直
矩

(播
磨
姫
路
一
五
万
石
1
豊
後
日
田
七
万
石
1
出
羽
山
形
一
〇
万
1
陸
奥
白
河
一
五
万
石
)

･
松
平
近
栄

(出
雲
広
瀬
三
万
1

一
万
五
〇
〇
〇
1
二
万
1
三
万
石
)
の
場
合
は
減
転
封

･
減
封
の
の
ち
､
元
の
領
知
高
に
復
帰
し
た
.
本
家
へ
の
返
還
で
は
'
外
様
支
藩
の

伊
達
宗
勝

(陸
奥
一
関
三
万
)

･
有
馬
豊
祐

(筑
後
松
崎
一
万
石
)
の
例
が
あ
る
が
'
譜
代
支
洋
の
土
井
利
直

(下
総
大
給
一
万
石
)
の
場
合

は
､
本
知
五
〇
〇
〇
石
を
甥
利
良
に
与
え
て
旗
本
化
し
'
加
増
分
の
五
〇
〇
〇
石
は
収
公
し
た
｡

大
名
類
型
別
で
は
､
二
五
件
の
､ナ
ち

1
九
件

(七
六
パ
ー
セ
ン
ト
)
を
外
様
大
名
が
占
め
て
い
る
の
が
際
だ
っ
た
特
徴
で
あ
る
｡
逆
に
い

え
ば
､
外
様
大
名
の
改
易
の
特
徴
は
'
家
中
騒
動
に
も
っ
と
も
よ
-
示
さ
れ
る
と
い
え
る
｡
し
た
が
っ
て
､
こ
れ
を
法
律
的
と
捉
え
て
一

般
的
傾
向
の
な
か
に
解
消
す
る
よ
り
は
'
む
し
ろ
家
中
騒
動
に
対
す
る
幕
府
の
改
易
方
針
を
限
定
的
に
究
明
す
る
こ
と
が
､
幕
府
の
外
様

大
名
に
対
す
る
統
制
策
を
解
明
す
る
上
で
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
｡

⑤
幼
少

幼
少
を
理
由
と
す
る
改
易
は
'
三
件
で
あ
る
.
元
和
四
年

二

六
7
八
)
六
月
二
二
日
に
近
藤
政
成

(倍
池
内
1
万
石
)
が
没
す
る
と
､

嫡
子
重
直
は
七
歳
の
幼
少
の
た
め
､
叔
父
堀
親
良
に
五
〇
〇
〇
石
を
与
え
て
後
見
と
し
た
が
'
そ
の
後
五
〇
〇
〇
石
は
返
還
さ
れ
ず
近
藤

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

六

九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
)

七
〇

氏
は
旗
本
化
し
た
｡
元
和
五
年

1
月
に
は
､
土
岐
定
義

(摂
津
高
槻
二
万
石
)
が
死
去
し
､
椅
子
頼
行
は

1
二
歳
で
遺
領
を
継
い
だ
が
'

一

〇
月
に
下
総
相
馬

一
万
石
に
減
転
封
後
'
寛
永
五
年
出
羽
上
山
二
万
五
〇
〇
〇
石
に
加
増
転
封
と
な
っ
た
｡
同
六
年
八
月
に
内
藤
正
勝

(安
房
勝
山
二
万
石
)
が
死
去
す
る
と
'
嫡
子
重
頬
が
二
歳
で
遺
領
を
継
い
だ
が
'
幼
少
の
た
め
親
族
な
ど
の
願
い
で
一
万
五
〇
〇
〇
石
を

収
公
'
安
房
国
内
で
五
〇
〇
〇
石
が
与
え
ら
れ
､
貞
享
二
年

二
六
八
五
)
ま
で
に
三
万
三
〇
〇
〇
石
と
な
っ
た
｡

幕
府
が
幼
少
相
続
を
認
め
る
際
の
対
応
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
､
右
の
事
例
を
み
れ
ば
幼
少
を
理
由
に
完
全
に
断
絶
し
た
事
例
は
皆

無
で
あ
り
､
減
転
封

･
減
封
の
場
合
は
後
に
加
増
さ
れ
て
復
活
し
て
い
る
｡
幕
府
法
で
は

一
七
歳
以
下
の
末
期
養
子
は
認
め
な
か
っ
た
の

で
'
幼
少
で
大
名
が
早
世
し
た
場
合
に
は
養
子
が
迎
え
ら
れ
ず
無
嗣
断
絶
に
な
る
が
'
そ
の
場
合
の
本
質
的
原
因
は
無
嗣
で
あ
-
､
幼
少

は
副
次
的
原
因
に
過
ぎ
な
い
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
｡
こ
の
間
題
は
幼
少
相
続
の
全
体
像
を
把
握
し
た
上
で
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ

る
の
で
'
項
を
改
め
て
検
討
し
た
い
｡

⑥
分
知

こ
の
項
目
は
､
藤
野
氏
の
分
類
で
は
'
族
制
的
理
由
の
う
ち

｢大
名
の
死
亡
｣
を
原
因
と
す
る
改
易
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

が
､
こ
れ
は
大
名
が
死
亡
し
た
際
に
分
知
を
し
た
結
果
と
し
て
旗
本
化
し
た
も
の
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
こ
れ
を
改
易
と
し
て
扱
う
の

は
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
､
大
名
家
と
し
て
の
断
絶
の
意
味
で
別
項
日
と
し
た
｡
大
島
光
義

･
長
谷
川
守
知

･
仁
賀
保
挙
誠

･
三

枝
守
昌

･
生
駒
高
俊

･
柳
生
宗
矩
の
六
例
が
あ
り
'
柳
生
氏
は
子
の
宗
冬
が
加
増
さ
れ
て
一
万
石
の
大
名
に
復
帰
し
た

(第
三
章
参
照
)
0

2
､
無
嗣
断
絶
と
末
期
養
子

前
項
で
確
認
し
た
よ
う
に
､
大
名
改
易
の
最
多
理
由
は
無
嗣
断
絶
で
あ
っ
た
｡
こ
の
大
名
相
続
上
の
大
問
題
に
対
し
て
'
幕
府
の
方
針

が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か
を
考
察
す
る
の
が
本
項
の
課
題
で
あ
る
｡



ま
ず
'
前
掲
の
第
9
表
を
も
と
に
､
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
大
名
を
概
観
し
て
み
た
い
｡
無
嗣
断
絶
の
初
見
は
､
慶
長
八
年

二
六
〇
三
)

九
月
の
武
田
倍
音

(家
康
五
男
)
の
例
で
あ
る
が
'
断
絶
後
に
は
徳
川
朔
宣

(家
康
十
男
)
が
五
万
石
を
加
増
さ
れ
二
〇
万
石
で
水
戸
に
入

封
し
た
o
同

一
二
年
三
月
東
条
松
平
息
書

(家
煉
四
男
)
が
無
嗣
断
絶
し
た
場
合
も
､
徳
川
義
直

(家
康
九
ER)
が
尾
張
四
七
万
石
で
入
封

し
た
｡
つ
ま
り
､
こ
の
二
例
は
実
弟
に
よ
っ
て
退
領
相
続
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
'
大
名
統
制
の
側
面
を
強
調
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
O

外
様
大
名
の
無
嗣
断
絶
の
初
見
は
'
慶
長

1
1
年

(
〓
ハ
〇
六
)
堀
鶴
千
代

(越
後
蔵
王
三
万
石
)
の
邸
例
で
あ
る
｡
堀
秀
治
の
二
男
の

鶴
千
代
は
'
同
七
年
伯
父
親
良
の
養
子
と
な
り
'
同

一
1
年
家
督
を
継
い
だ
が
'
早
世

(没
年
不
詳
)
し
た
た
め
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
.

他
に
慶
長
期
の
外
様
大
名
の
無
嗣
断
絶
は
､
中
村

1
息

･
金
森
長
光
の
二
例
が
あ
る
｡
中
村

1
息
は
､
妾
が
家
康
の
蕃
女

(実
は
松
平
康

元
の
娘
)
で
あ
っ
た
が
､
子
に
恵
ま
れ
ず
､
兄
弟
も
な
か
っ
た
｡
同
五
年
の
関
ケ
原
の
合
戦
で
幼
少
の
1
忠
に
か
わ
り
陣
代
を
勤
め
た
叔

(4
)

父

一
栄
が
い
た
が
､
こ
れ
も
無
嗣
で
あ
っ
た
た
め
､
相
続
を
願
い
出
る
べ
き
筋
目
の
親
族
は
と
り
あ
え
ず
み
あ
た
ら
な
い
｡

金
森
長
光
は
､
慶
長

一
二
年
に
二
歳
で
父
長
近
の
退
領
の
う
ち
二
万
三
〇
〇
〇
石
余
の
分
知
を
受
け
て
支
洋
を
立
て
た
が
､
同

一
六
年

1
0
月
に
六
歳
で
没
し
た
た
め
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
｡
こ
の
時
､
家
臣
島
四
郎
兵
衛
其

･
肥
田
主
水
忠
親

･
池
田
図
沓
政
長
に
は
迫
領
の

内
か
ら
各

一
〇
〇
〇
石
を
与
え
'
卸
家
人
に
召
し
出
さ
れ
て
い
る
｡
本
家
金
森
可
並
の
譜
に
は
､
｢弟
五
郎
八
某
卒
し
て
所
領
を
収
め
ら

る
ゝ
と
い
ヘ
ビ
も
､
其
領
地
賜
は
ら
ざ
る
以
前
､
関
原
の
役
に
も
す
で
に
六
万
石
の
軍
役
を
出
せ
し
に
よ
り
､
こ
れ
よ
り
の
ち
も
な
を
先

規
に
し
た
が
ひ
､
諸
務
を
つ
と
む
べ
き
旨
仰
出
さ
る
｣
と
あ
り
､
こ
の
時
可
重
の
軍
役
高
が
六
万
石
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
｡

金
森
長
近
は
関
ケ
原
合
戦
の
戦
功
に
よ
り
､
二
万
三
〇
〇
〇
石
の
加
増
を
受
け
て
六
万
石
と
な
っ
て
い
た
た
め
､
分
知
高
の
収
公
は
金
森

家
の
家
格
お
よ
び
軍
役
高
の
問
題
に
直
結
し
た
｡
こ
の
よ
う
に
､
分
知
高
の
収
公
は
､
第

一
に
家
臣
団
の
処
遇
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問

題
と
'
本
港
高

(軍
役
高
)
の
変
更
を
ど
う
解
決
す
る
か
と
い
う
問
題
を
派
生
さ
せ
た
た
が
､
こ
れ
に
対
す
る
井
府
の
方
針
は
'
有
力
家

臣
は
御
家
人
化
し
､
本
港
の
危
快
に
対
し
て
は
表
向
き
の
家
格

(軍
役
)
を
柾
持
さ
せ
る
優
遇
措
置
で
対
処
し
た
の
で
あ
る
｡

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
碇
的
研
究

(福
田
)

七

一



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
)

七
二

譜
代
大
名
の
無
嗣
断
絶
は
'
徳
川
義
直

(尾
張
名
古
屋
)
の
付
家
老
で
あ
っ
た
平
岩
親
書
が
慶
長

一
六
年

(
一
六
二

)
に
養
子
を
願
わ

な
か
っ
た
た
め

(｢嗣
を
請
わ
ず
｣)
断
絶
し
た
の
が
初
見
で
あ
り
､
同

一
八
年
九
月
大
久
保
息
任
が
没
し
た
時
に
も
'
同
年
四
月
に
姉
子

息
兼
が
死
去
し
て
お
り
､

一
族
で
息
任
の
弟
忠
敬
を
嗣
子
と
す
る
こ
と
を
議
し
た
が
'
息
教
が

｢他
の
功
を
も
っ
て
取
た
る
知
行
何
に
か

せ
む
｣
と
い
っ
て
拒
否
し
た
た
め
'
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
｡
慶
長

一
七
年
四
月
竹
谷
枚
平
息
清

(母
は
久
松
俊
勝
の
娘
)
が
二
八
歳
で
無
嗣

断
絶
と
な
っ
た
際
に
は
'
庶
弟
清
昌

(母
は
鵜
殿
光
正
の
娘
)
に
五
〇
〇
〇
石
を
与
え
交
代
寄
合
と
し
､
名
跡
を
継
が
せ
て
い
る
｡

以
上
の
よ
う
に
'
慶
長
期
の
無
嗣
断
絶
は
人
件
と
少
な
い
が
'
中
村

一
息
の
場
合
以
外
は
､
幼
少
'
支
藩
'
大
名
の
側
が
相
続
を
願
わ

な
か
っ
た
な
ど
の
副
次
的
要
因
が
い
ず
れ
も
あ
り
､
そ
の
他
の
場
合
は
幕
府
は
出
来
る
だ
け
名
跡
相
続
を
図
る
方
針
を
と
り
､
幕
府
が
無

嗣
断
絶
を
大
名
統
制
の
理
由
と
し
て
積
極
的
に
利
用
し
た
よ
う
な
形
跡
は
な
か
っ
た
｡

こ
れ
に
関
連
し
て
'･
榊
原
家

(上
野
館
林
一
〇
万
石
)
の
例
を
示
し
て
お
こ
う
｡
榊
原
康
勝
が
元
和
元
年

二
六
一
五
)
五
月
二
七
日
に

大
坂
の
陣
で
腫
れ
物
を
悪
化
さ
せ
て
二
六
歳
で
没
す
る
と
､
無
嗣
で
あ
っ
た
た
め
'
榊
原
家
は
断
絶
の
危
機
の
直
面
し
た
｡
こ
れ
を
惜
し

ん
だ
家
康
は
､
康
勝
の
甥
忠
次
に
遺
領
を
継
が
せ
'
忠
次
が
慶
長

一
二
年
に
継
い
で
い
た
父
息
政

(康
勝
の
長
兄
)
の
遺
領
遠
江
横
須
賀

五
万
五
〇
〇
〇
石
を
収
公
し
た
｡
｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
に
は
康
勝
の
没
後
に
家
康
の
命
に
よ
り
逝
領
を
継
い
だ
と
あ
り
､
明
ら
か
に
死

後
養
子
で
あ
る
｡
こ
れ
は
'
大
坂
の
陣
と
い
う
非
常
事
態
の
な
か
で
の
大
名
の
急
死
､
お
よ
び
榊
原
家
の
由
緒
に
よ
る
優
遇
措
置
で
あ
ろ

う
が
､
末
期
養
子
の
原
初
形
態
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
｡

次
に
'
元
和
期
で
無
嗣
に
よ
り
完
全
に
断
絶
し
た
外
様
大
名
は
'
里
見
忠
義

･
成
田
氏
宗

･
西
尾
素
数
で
あ
る
｡
里
見
忠
義
は
幼
少

(
一
説
九
歳
)
で
遺
領
を
継
ぎ
'
慶
長

一
九
年

(
一
六
一
四
)
に
大
久
保
息
隣
事
件
に
連
座
し
て
改
易
､
伯
者
倉
吉
三
万
石
に
減
転
封
と
な

(5
)

り
'
元
和
八
年

(
1
六
二
二
)
六
月
に
没
し
た
た
め
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
.
慶
長
八
年

二
六
〇
三
)
1
1
月
成
田
氏
宗
は
兄
重
長
の
死
去

に
よ
り
嫡
子
と
な
っ
た
が
'
重
長
の
懐
妊
の
胎
児

(新
五
郎
房
長
)
に
家
督
を
継
が
せ
る
よ
う
主
張
す
る
家
中
騒
動
が
お
き
た
た
め
､
氏



宗
は
七
〇
〇
〇
石
の
分
知
を
受
け
た
｡
元
和
二
年

二
六
一
六
)
長
息
が
没
す
る
と
'
嫡
孫
新
五
郎
が
幼
少
の
た
め
'
氏
宗
が
下
野
烏
山

一
万
七
〇
〇
〇
石
を
継
い
だ
が
､
元
和
八
年
急
没
し
た
｡
そ
こ
で
'
弟
内
記
泰
直
に
家
督
相
続
を
願
い
出
た
が
'
新
五
郎
を
擁
す
る
一
派

が
反
対
す
る
家
中
騒
動
が
再
発
し
た
た
め
'
幕
府
は
無
嗣
断
絶
と
し
た
｡
西
尾
嘉
敦

(木
下
大
鰐
大
夫
某
の
二
刀
)
は
'
弟
氏
教

(木
下
大

勝
大
夫
某
三
男
)
が
い
た
が
､
慶
長
期
に
蕃
父
光
政
の
領
知
の
う
ち
か
ら
五
〇
〇
〇
石
を
分
知
さ
れ
別
家
と
な
っ
て
い
た
た
め
'
特
別
な

措
置
は
と
ら
れ
ず
'
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
｡

し
か
し
'
同
じ
外
様
大
名
で
も
市
橋
家
の
場
合
は
'
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
｡
元
和
六
年
三
月

一
七
日
に
市
横
長
勝

(越
後
三
条

四
万
7
三
〇
〇
石
)
が
六
四
歳
で
江
戸
に
没
し
た
｡
無
嗣
で
あ
っ
た
た
め
､
秀
忠
は
甥
の
長
政
に
近
江
仁
正
寺
で
二
万
石
を
与
え
'
家
を

継
が
せ
る
こ
と
に
し
た
｡
こ
れ
は
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
-
､
細
川
息
興
も
六
月
八
日
付
け

(忠
利
宛
)
の
沓
状
で

｢
一
橋
下
総
病

(6
)

死
之
由
､
甥
こ
近
江
こ
而
武
万
石
被
退
之
由
'
さ
て
く

街
中
快
事
｣
と
衝
き
を
隠
し
て
い
な
い
.

r
市
楯
家
譜
J
で
は
'
｢大
抵
当
時
之

例
､
死
而
撫
子
別
不
得
講
而
立
嗣
央
'
是
時
長
政
之
得
立
為
嗣
､
立
殊
例
也
､
是
固
調
家
臣
等
之
懇
願
｣
と
あ
り
､
当
時
の
例
で
は
死
後

(7
)

養
子
は
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
'
家
臣
の
懇
厳
に
よ
り
実
現
し
た
と
説
明
し
て
い
る
｡

他
に
外
様
大
名
で
は
'
元
和
五
年

二
六
一
九
)
田
中
忠
政

(筑
後
柳
川
三
二
万
五
〇
〇
〇
石
)
が
無
嗣
断
絶
L
t
同
三
年
に
分
知
を
受
け

て
い
た
兄
康
政

(書
興
)
が
近
江
内
に
二
万
石
に
転
封
と
な
っ
た
｡

譜
代
大
名
で
は
､
伊
奈
忠
勝

(武
蔵
小
室
一
万
)
は
旗
本
化

(弟
二

八
〇
石
)'
内
藤
清
政

(安
房
勝
山
三
万
)
は
減
封

(弟
二
万
石
)
と

な
り
､
支
洋
本
多
紀
貞

(上
野
白
井
一
万
石
)
は
完
全
に
断
絶
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
'
元
和
期
も
八
件
と
無
嗣
断
絶
の
事
例
は
少
な
く
､
完
全
に
断
絶
し
た
家
の
場
合
は
'
政
治
的
理
由

(里
見
)
や
家
中
騒

動

(成
田
)
･
支
藩

(本
多
)
と
い
っ
た
副
次
的
要
因
が
あ
る
こ
と
が
多
い
.
そ
の
1
方
で
'
幼
少

(伊
奈
)
の
場
合
に
旗
本
化
の
優
遇
措

置
を
と
る
な
ど
､
幕
府
の
方
針
は
必
ず
し
も

1
貸
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
が
'
慶
長
期
と
同
様
'
元
和
期
に
幕
府
が
無
嗣
断
絶
を
理
由

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

七
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
1
九
九
八
)

七
四

に
積
極
的
に
大
名
統
制
を
進
め
た
形
跡
は
な
い
｡
特
に
､
市
橋
家
の
場
合
は
塵
長
期
の
榊
原
家
の
よ
う
な
戦
時
状
況
お
よ
び
由
緒
す
ら
な

か
っ
た
が
'
死
後
養
子
を
認
め
る
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
｡

こ
の
事
例
は
同
時
に
､
死
後
養
子
を

｢異
例
｣
と
す
る
理
解
が
当
時
の
一
般
的
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
つ
ま
り
'
父
子

相
続
が
基
本
で
あ
る
相
続
慣
行
の
中
で
､
無
嗣
に
よ
る
断
絶
は
当
然
の
こ
と
と
す
る
観
念
が
幕
府
お
よ
び
大
名
に
共
有
化
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
｡
い
わ
ば
武
家
社
会
に
お
い
て
'
無
嗣
断
絶
は
自
明
の
理
で
あ
っ
た
｡
そ
う
し
た
観
念
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
幕
府
は

副
次
的
要
因
の
な
い
無
嗣
断
絶
に
対
し
て
は
家
の
存
続
を
は
か
る
優
遇
措
置
も
し
く
は
救
済
措
置
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

次
に
､
家
光
期

(寛
永
元
～
慶
安
四
)
に
無
嗣
に
よ
り
完
全
に
断
絶
し
た
の
は
､
外
様
大
名
は
織
田
長
別

･
堀
尾
忠
晴

･
蒲
生
息
知

･
本

多
政
武

･
佐
久
間
安
次

･
池
田
長
骨

･
堀
直
走

･
寺
沢
堅
高

･
古
田
重
恒
の
九
名
､
譜
代
大
名
は
禰
津
書
直

･
三
浦
重
勝

･
菅
沼
松
平
忠

隆

･
成
瀬
之
虎

･
本
多
犬
千
代
の
五
名
'
家
門
松
平
晴
道
が

一
名
の
計

一
五
件
と
な
る
｡

菅
沼
松
平
息
隆
は
寛
永
九
年

二
六
三
二
)
の
没
後
に
嫡
子
某
が
生
ま
れ
た
が
､
病
弱
で
同

一
二
年
七
月
八
日
没
し
た
た
め
名
跡
相
続

に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
｡
こ
れ
に
対
し
て
､
慶
安
三
年

二
六
五
〇
)
五
月
践
田
倍
勝

(外
様
)
が
無
嗣
断
絶
し
た
時
も
室
が
懐
妊
し
て
お

り
'
男
子
が
出
生
す
れ
ば
三
〇
〇
〇
石
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
｡
し
か
し
'
女
子
の
た
め
断
絶
､
叔
父
信
当
が
三
〇
〇
〇
石
を
与

え
ら
れ
名
跡
を
継
い
だ
｡

佐
久
間
安
次

･
成
瀬
之
虎

･
本
多
犬
千
代

･
堀
直
走

･
本
多
勝
行
は

一
七
歳
以
下
の
幼
少
で
没
し
た
た
め
､
養
子
相
続
は
で
き
な
か
っ

た
が
､
真
田
熊
之
助

(信
濃
沼
田
三
万
石
)
の
よ
う
に
'
祖
父
信
之
の
願
い
で
叔
父
信
政
に
二
万
五
〇
〇
〇
石
､
弟
信
利
に
五
〇
〇
〇
石
の

分
知
に
な
っ
た
例
も
あ
る
｡

蒲
生
息
知
は
､
寛
永
四
年

(
一
六
二
七
)
に
兄
忠
郷
の
無
嗣
断
絶
後
に
伊
予
松
山
二
四
万
石
に
減
転
封
と
な
る
優
遇
措
置
を
受
け
た
の

ち
'
同
九
年
七
月
家
中
騒
動
に
よ
り
幕
府
裁
決
を
う
け
る
な
ど
藩
内
が
安
定
せ
ず
､
結
果
と
し
て
同

1
1
年
に
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
.
古



田
重
恒
も
正
保
三
年

(
一
六
望
ハ)
に
後
嗣
を
め
ぐ
っ
て
家
中
騒
動
が
生
じ
て
藩
論
が
分
裂
し
た
た
め
､
慶
安
元
年

(
一
六
四
八
)
結
果
と

し
て
無
尉
断
絶
と
な
っ
た
｡

家
光
期
の
無
嗣
断
絶
に
対
す
る
措
置
は
､
減
封
が
片
桐
孝
利

･
1
柳
直
家

･
久
松
松
平
忠
窓
の
三
件
'
減
転
封
が
能
美
松
平
重
恩

･
蒲

生
忠
郷

･
鳥
居
息
恒

･
京
極
忠
高

･
杉
原
重
長

･
菅
沼
定
昭
の
六
件
､
旗
本
化
が
桑
山
貞
晴

･
那
須
資
重

･
皆
川
成
郷

･
綴
田
倍
勝
が
五

件
あ
る
｡
さ
ら
に
'
家
光
期
の
特
徴
の
第

1
は
'
右
の
よ
う
な
優
遇
措
置
に
加
え
て
'
本
藩
へ
の
逝
領
返
還
や
分
知
と
い
っ
た
形
式
を
と

る
こ
と
で
'
遺
領
を
減
ず
る
こ
と
な
く
継
承
さ
せ
る
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
あ
る
｡

本
家
へ
の
返
還
は
'
寛
永
七
年

(
1
六
三
〇
)
酒
井
直
次
の
退
領
出
羽
左
沢

一
万
二
〇
〇
〇
石
が
出
羽
庄
内
洋
に
近
辺
し
た
の
を
初
見

と
し
て
'
慶
安
元
年

二
六
四
八
)
稲
菜
紀
通

(丹
波
福
知
山
四
万
五
七
〇
〇
石
)
･
共
E3
侶
韮

(侶
漉
埴
科
1
万
七
〇
〇
〇
石
)
の
三
件
が
あ

る
｡分

知
の
初
見
は
'
寛
永
三
年

(
1
六
二
六
)
本
多
息
刻

(迫
銃
描
朗
姫
路
内
1
0
万
石
)
で
､
同
八
年
池
田
政
綱

(描
胎
亦
枇
三
万
五
〇
〇
〇
)､

同

一
五
年
真
田
熊
之
助

(信
濃
沼
田
三
万
石
)'
慶
安
三
年

(
一
六
五
〇
)
本
多
勝
行

(大
和
国
内
四
万
石
)
の
四
件
で
あ
る
｡
本
多
忠
刻
以
外

は
'
い
ず
れ
も
支
藩
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
｡

池
田
政
綱
は
寛
永
八
年

二
六
三
二

七
月
二
九
日
に
二
六
歳
で
没
L
t
無
嗣
断
絶
し
た
た
め
'
領
地
は
兄
忠
雄
に
与
え
ら
れ
る
と
の

上
意
が
あ
っ
た
が
､
弟
輝
澄

･
輝
興
の
領
地
が
少
な
い
た
め
､
両
人
へ
の
加
増
を
願
い
出
て
'
輝
興
は
赤
穂
郡
に
移
さ
れ
て
一
万
石
を
加

増
さ
れ
'
す
べ
て
三
万
五
〇
〇
〇
石
を
領
し
､
輝
澄
に
は
佐
用
郡
の
う
ち
に
三
万
石
を
与
え
､
す
べ
て
六
万
八
〇
〇
〇
石
を
領
し
た
｡

本
多
勝
行
の
場
合
は
､
父
政
勝
が
本
家
大
和
郡
山

1
五
万
石
を
継
い
だ
時
に
旧
領
四
万
石

(栖
鵬
国
内
)
を
相
続
し
た
も
の
で
'
無
嗣

断
絶
後
は
父
政
勝
の
荘
子
と
な
っ
た
改
良
に
三
万
石
'
同
政
信
に
一
万
石
が
与
え
ら
れ
た
の
で
､
実
質
的
に
は
本
家
へ
の
返
還
で
あ
っ
た
｡

譜
代
支
洋
の
な
か
で
退
領
を
収
公
さ
れ
る
事
例
が
多
い
の
は
､
新
規
加
増
分
を
分
知
し
た
場
合
で
あ
る
｡
同
じ
譜
代
支
藩
で
も
'
本
多

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
益
礎
的
研
究

(福
凹
)

七
五



史
料
館
研
究
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要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
)

七
六

や
酒
井
の
よ
う
に
本
家
へ
の
返
還
が
許
さ
れ
た
事
例
は
､
い
ず
れ
も
本
知
高
を
分
知
し
た
場
合
で
あ
る
｡
こ
れ
は
関
ケ
原
合
戦
後
に
次
節

に
新
規
加
増
を
受
け
た
譜
代
大
名
と
関
ケ
原
合
戦
で
領
国
が
ほ
ほ
固
定
化
し
た
外
様
大
名
と
の
領
国
形
成
の
差
に
起
因
し
て
い
る
が
､
寛

永
期
に
は
､
前
代
の
支
辞
退
領
は
収
公
と
い
う
方
針
を
変
更
し
て
'
支
洋
領
は
本
家
へ
の
返
還
を
基
本
と
す
る
よ
う
に
変
化
し
た
と
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

後
述
す
る
慶
安
四
年

二
六
五
二

に
は
末
期
養
子
の
禁
緩
和
が
発
令
さ
れ
無
嗣
断
絶
が
減
少
す
る
が
､
さ
ら
に
正
徳
六
年

(
一
七
一
六
)

に
は
別
朱
印
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
内
分
分
家
は
'
無
嗣
の
場
合
は
本
家
に
遺
領
を
返
還
L
t
別
朱
印
を
与
え
ら
れ
て
い
る
宋
印
分
家
は

養
子
に
よ
る
相
続
を
認
め
る
と
す
る
法
令
が
制
定
さ
れ
た

(｢御
触
書
寛
保
集
成
l
九
八
二
号
)｡
右
の
寛
永
期
の
変
化
は
'
正
徳
期
の
分
知

遣
領
の
処
遇
に
関
す
る
法
令
整
備
に
連
な
る
も
の
と
評
価
で
き
る
｡

第
二
の
特
徴
は
､
寛
永
期
に
末
期
養
子
を
願
い
出
る
大
名
が
増
え
､
幕
府
が
個
別
に
対
応
し
た
事
例
が
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
｡
こ
の
時

期
の
幕
府
の
方
針
と
し
て
は
､
慶
長

･
元
和
期
と
同
様
に
無
嗣
断
絶
し
た
大
名
に
死
後
養
子
を
と
ら
せ
名
跡
を
継
が
せ
る
優
遇
措
置
を
と

る
場
合
が
あ
っ
た
｡
た
と
え
ば
'
滝
川
正
利

(外
様
)
が
多
病
の
た
め
勤
仕
で
き
ず
､
さ
ら
に
嗣
子
も
な
い
た
め
'
寛
永
二
年

(
一
六
二
五
)

一
一
月
に
所
領
の
返
還
を
願
い
出
た
際
に
は
､

一
万
八
〇
〇
〇
石
を
収
公
し
て
無
嗣
断
絶
と
し
た
が
'
｢仰
せ
｣
に
よ
り
土
岐
定
義
の
二

男
利
貞
を
婿
養
子
と
し
て
二
〇
〇
〇
石
を
与
え
､
名
跡
を
継
が
せ
た
｡
能
見
松
平
重
恩

(譜
代
)
も
寛
永
三
年
七
月
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た

が
､
小
笠
原
秀
政
の
四
男
を
養
子
と
し
て
出
羽
上
山
四
万
か
ら
摂
津
三
田
三
万
石
に
減
転
封
さ
せ
て
名
跡
を
継
が
せ
た
｡
寛
永

一
五
年

二
六
三
八
)
八
月
に
片
桐
孝
利

(外
様
'
大
和
竜
田
四
万
石
)
が
無
嗣
断
絶
し
た
後
は
'
弟
為
元
を
養
子
と
し
て
遺
領
の
内

一
万
石
と
名
跡

を
継
が
せ
て
い
る
｡

(8
)

と
こ
ろ
で
､
末
期
養
子
と
は
'
当
主
が
重
病
危
籍
の
際
に
急
速
に
願
い
出
る
養
子
の
こ
と
で
で
､
急
養
子
と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

穂
積
陵
墓
氏
を
は
じ
め
と
す
る
従
来
の
説
で
は
､
慶
安
四
年

(
一
六
五
二

七
月
に
起
こ
っ
た
由
井
正
雪
の
乱

(由
井
正
雪
事
件
)
の
結
果
､



(9
)

牢
人
対
策
の
た
め
同
年

一
二
月

一
一
日
に
末
期
養
子
の
禁
を
媛
和
す
る
法
令
が
出
さ
れ
た
と
し
た
が
'
近
年
の
小
柴
良
介
氏
の
研
究
で
は
､

法
令
以
前
に
末
期
養
子
が
許
可
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
､
同
法
令
が
家
光
存
生
中
か
ら
の
発
案
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
､
そ
の
緩

和
の
時
期
を
そ
の
初
見
で
あ
る
寛
永

一
七
年

二
六
四
〇
)
黒
田
之
勝

(来
迎
寺
四
万
石
)
の
事
例
に
求
め
､
以
後
法
令
発
令
ま
で
に
級
田

信
勝

(上
野
小
幡
三
万
石
)
･
大
村
純
信

(肥
前
大
村
二
万
七
九
〇
〇
石
)
･
相
馬
義
胤

(陸
奥
中
村
六
万
石
)
の
計
四
件
の
末
期
養
子
が
許
可

さ
れ
た
と
い
う
｡

黒
田
之
勝
の
場
合
は
福
岡
洋
の
内
分
支
藩
で
あ
っ
た
た
め
､
退
領
の
収
公
は
本
港
領
知
高
の
減
少
と
な
る
こ
と
に
配
慮
し
て
末
期
養
子

を
認
め
た
も
の
で
あ
る
｡
綴
田
家
の
場
合
は
､
小
柴
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
､
相
次
ぐ
純
田
家
の
断
絶
に
対
し
て
末
期
養
子
の
優
遇
措
置

が
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
大
村
家
の
場
合
は
､
純
倍
が
死
去
す
る
五
年
前
の
正
保
三
年

(
1
六
四
六
)
か
ら
益
子
願
い
が
出
さ
れ
て

い
た
が
'
継
嗣
を
め
ぐ
り
藩
論
が
分
裂
す
る
家
中
騒
動
が
生
じ
て
お
-
'
こ
れ
に
幕
肘
が
快
重
な
対
応
を
示
し
て
い
る
間
に
無
嗣
断
絶
と

な
っ
た
も
の
で
､
実
質
的
に
は
末
期
養
子
で
は
な
い
｡
た
だ
､
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
'
家
中
騒
動
を
伴
う
無
嗣
断
絶
に
対
し
て
幕

府
は
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
で
お
-
'
大
村
家
の
相
続
が
許
可
さ
れ
た
背
景
に
は
､
純
倍
が
死
去
し
た
慶
安
三
年

二
六
五
〇
)
五
月
二
六

日
か
ら
許
可
が
出
さ
れ
る
翌
年
二
月
二
〇
日
ま
で
に
'
藩
論
が
純
長

(伊
丹
勝
長
の
四
列
)
に
統

1
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
.

相
馬
家
の
場
合
は
'
事
態
が
入
り
組
ん
で
い
る
｡
家
光
が
没
し
た
の
が
段
安
四
年
四
月
二
〇
日
で
'
八
月

1
八
日
に
家
綱
が
四
代
将
軍

を
襲
職
し
た
｡

一
二
月

一
一
日
に
は
､
五
〇
歳
未
満
の
大
名

･
旗
本
に
末
期
寿
子
を
認
め
る
､
い
わ
ゆ
る
末
期
養
子
の
禁
緩
和
が
伝
達
さ

れ
た
｡
こ
の
動
向
の
な
か
で
'
相
馬
益
胤
は
同
年
三
月
五
日
に
没
し
､
末
期
に
及
ん
で
息
胤

(土
屋
利
直
の
二
刀
)
を
桁
養
子
に
迎
え
る
こ

と
を
願
い
で
て
許
さ
れ
'
承
応
元
年

二
六
五
二
)
二
月
二
八
日
に
忠
胤
が

一
六
歳
で
迫
銃
を
継
い
だ
｡
逝
領
相
続
が
法
令
後
で
あ
る
点

が
気
に
な
る
が
､
こ
れ
は
法
令
発
令
以
前
の
末
期
養
子
の
許
可
事
例
と
位
置
づ
け
ら
れ
'
小
柴
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
法
令
が
伝
達
さ
れ

る
以
前
か
ら
末
期
養
子
は
碇
和
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
｡

近
世
前
期
大
名
相
続
の
失
態
に
関
す
る
益
礎
的
研
究

(福
田
)



史
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二
九
九
八
)

七
八

た
だ
し
'
た
と
え
ば
小
柴
氏
が
綾
和
の
時
期
と
す
る
寛
永

1
七
年
以
降
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
｡
正
保
元
年

(
1
六
四
四
)

1
0
月

に
杉
原
重
長
が
末
期
に
及
び
､
九
歳
の
甥
重
玄
の
養
子
を
願
い
出
た
が
'
｢末
期
の
養
子
は
ゆ
る
し
た
ま
は
ざ
る
例
｣
で
は
あ
る
が
'
父

祖
の
勤
労
に
よ
り
旧
領
但
馬
豊
岡
二
万
五
〇
〇
〇
石
の
う
ち

一
万
石
が
与
え
ら
れ
た
｡
同
四
年
九
月
に
も
'
菅
沼
定
昭

(丹
波
亀
山
三
万

八

〇
〇
〇
石
)
が
無
嗣
断
絶
し
､
譜
代
の
旧
家
の
由
緒
を
も
っ
て
弟
定
実
を
嗣
子
と
し
て
名
跡
を
継
が
せ
､
三
河
国
内

一
万
石
に
減
転
封

さ
せ
て
い
る
｡
菅
沼
の
場
合
は
､
大
名
の
側
か
ら
末
期
養
子
を
願
い
で
な
か
っ
た
点
で
杉
原
の
事
例
と
異
な
る
が
､
減
転
封
に
よ
る
名
跡

相
続
と
い
う
点
で
は
実
質
的
に
同
じ
で
あ
る
｡
つ
ま
り
'
末
期
養
子
が
許
可
さ
れ
ず
､
表
向
き
は
無
嗣
断
絶
と
さ
れ
な
が
ら
減
転
封
の
形

を
と
り
､
実
質
的
な
末
期
養
子
が
許
可
さ
れ
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
､
第

一
に
無
嗣
断
絶
後
に
名
跡
相
続
を
さ
せ
る

と
い
う
優
遇
措
置
の
延
長
線
上
に
'
末
期
養
子
の
禁
積
和
が
位
置
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
'
第
二
に
幕
府
の
そ
う
し
た
方
針
に
も
か

か
わ
ら
ず
'
大
名
家
の
側
か
ら
末
期
養
子
を
願
わ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
｡
言
い
換
え
れ
ば
､
寛
永
期
に
完
全
に
無
嗣

断
絶
す
る
事
例
と
'
末
期
養
子
の
形
式
は
踏
ま
な
い
が
幕
府
が
大
名
家
の
由
緒
を
重
ん
じ
て
名
跡
相
続
を
許
す
事
例
と
の
差
は
'
大
名
が

養
子
相
続
を
願
い
出
る
か
出
な
い
か
の
差
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
｡

大
名
の
側
か
ら
末
期
養
子
を
願
い
出
た
初
見
は
､
管
見
の
限
り
'
寛
永
六
年

(
一
六
二
九
)
九
月
に
没
し
た
桑
山
貞
晴
で
あ
る
｡
｢寛
政

重
修
諸
家
譜
｣
に
は
'
｢寛
永
七
年
六
月
さ
き
に
兄
貞
晴
終
に
の
ぞ
み
て
嗣
と
せ
む
こ
と
を
こ
ひ
申
と
い
ヘ
ビ
も
'
末
期
の
養
子
は
ゆ
る

し
た
ま
は
ら
ざ
る
例
な
る
に
よ
り
､
其
所
領
を
収
め
ら
る
｡
し
か
れ
ど
も
'
父
祖
の
勲
功
を
お
ぼ
し
め
さ
れ
'
栄
晴
を
め
し
て
名
跡
と
な

さ
る
｡
こ
の
と
き
は
じ
め
て
台
徳
院
殿
に
ま
み
え
た
て
ま
つ
り
､
貞
晴
が
遺
物
中
堂
来
の
脇
指
を
献
じ
､
大
猷
院
殿
に
盛
家
の
刀
を
た
て

ま
つ
る
｣
と
あ
り
､
末
期
養
子
が
認
め
ら
れ
ず
無
嗣
断
絶
と
し
た
が
､
弟
栄
晴

(
一
二
歳
)
に
名
跡
相
続
を
許
し
た
と
記
し
て
い
る
O
栄

晴
は
系
図
上
で
は
養
子
と
な
っ
て
お
-
､
実
質
的
に
は
幕
府
か
ら
死
後
養
子
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
り
､
同

1
1
年
に
な
っ
て
度
米
五
〇

〇
俵
を
与
え
ら
れ
'
正
保
三
年

二
六
四
六
)
よ
り
書
院
番
を
勤
め
た
｡



寛
永

一
三
年

(
一
六
三
六
)
七
月
に
は
鳥
居
忠
恒
が
末
期
に
及
び
'
弟
息
春
が
い
な
が
ら

｢幼
稚
｣
を
理
由
に
､
戸
沢
家
に
養
子
に
出

て
い
た
弟
定
盛
を
呼
び
返
し
て
養
子
と
す
る
よ
う
願
い
出
た
O
こ
れ
が

｢末
期
に
及
び
不
法
の
こ
と
を
調
申
せ
し
｣
と
さ
れ
て
所
領
没
収

と
な
っ
た
｡
し
か
し
､
幕
府
は
七
月
二
一
日
に
弟
息
春
に
信
州
高
遠
三
万
二
〇
〇
〇
石
を
与
え
名
跡
を
継
が
せ
た
｡

同

1
四
年
六
月
京
極
忠
高
は
末
期
養
子
が
認
め
ら
れ
ず
断
絶
し
た
が
'
甥
高
和
に
祖
父
高
次
の
勲
功
に
よ
り
播
磨
龍
野
六
万
石
を
与
え

て
名
跡
を
継
が
せ
た
｡

同

l
八
年
九
月
に
は
池
田
長
骨
が
末
期
に
及
び
三
女
に
巷
子
縁
組
を
戯
い
出
た
が
､
｢末
期
の
養
子
は
ゆ
る
し
た
ま
は
ざ
る
捉
｣
に
よ

り
認
め
ら
れ
ず
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
｡
弟
長
信
は
寛
永

一
七
年
に
小
姓
組
番
士
に
召
し
出
さ
れ
別
家
を
た
て
て
お
り
'
兄
長
骨
の
断
絶
し

(10
)

た
翌
年

一
二
月

一
〇
日
に
備
中
国
後
月
郡
内
に
一
〇
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
た

｡

同

1
九
年
三
月

1
五
日
に
1
柳
直
家
が
病
気
に
臨
み
､
直
次

(小
山
書
親
の
次
男
)
を
婿
養
子
に
し
て
迫
領
相
続
を
さ
せ
る
こ
と
を
願
い

で
た
が
､
｢末
期
の
養
子
は
ゆ
る
さ
れ
ざ
る
法
｣
な
の
で
'
伊
予
西
条
二
万
八
六
〇
〇
石
の
う
ち

一
万
八
六
〇
〇
石
を
収
公
し
'
養
子
直

(‖
)

次
に
播
磨
内

1
万
石
が
与
え
ら
れ
た
｡
こ
の
場
合
は
外
様
支
藩
で
あ
る
が
､
本
家
に
返
還
は
さ
れ
て
い
な
い
.

こ
の
よ
う
に
'
幕
府
は
表
向
き
は
無
嗣
断
絶
と
し
な
が
ら
も
､
実
際
に
は
死
後
蕃
子
に
よ
る
名
跡
相
続
を
許
す
僚
迎
措
置
を
茄
津
別
成

立
時
よ
り
実
行
し
て
い
た
.
さ
ら
に
'
寛
永
期
に
は
旧
禄
の
本
家
へ
の
返
還
､
も
し
く
は
分
知
に
よ
り
実
質
的
な
旧
禄
の
保
持
を
許
す
傑

過
措
置
も
と
る
よ
う
に
変
化
し
た
｡
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
'
無
嗣
断
絶
を
自
明
の
理
と
す
る
大
名
の
忠
誠
に
変
化
を
も
た
ら
し
､
末
期

益
子
を
願
い
出
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
こ
の
動
向
に
対
し
て
､
幕
府
は
当
面
表
向
き
に
は
末
期
養
子
を
禁
ず
る
と
し
な
が
ら
も
'
実
質
的
に

は
末
期
養
子
を
許
す
傾
向
に
あ
り
､
名
実
と
も
に
末
期
養
子
の
禁
を
緩
和
し
た
の
が
ま
さ
に
お
安
四
年

(
1
六
五
二

だ
っ
た
の
で
あ
る
o

小
柴
氏
は
'
末
期
巷
子
の
禁
緩
和
に
関
す
る
従
来
の
説
を
批
判
し
'
同
法
令
の
制
定
は
由
比
正
雪
部
件
を
直
接
の
契
機
と
す
る
も
の
で

は
な
-
､
前
代
か
ら
の
優
遇
措
置
を
法
令
化
し
た
も
の
と
評
価
し
た
｡
こ
の
見
解
自
体
は
首
肯
で
き
る
が
､
な
ぜ
慶
安
期
に
同
法
令
を
明

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
四
)

七
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
)

八
〇

文
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
へ
の
十
分
な
解
答
に
は
な
っ
て
い
な
い
｡
慶
安
四
年
に
こ
う
し
た
法
令
が
出
さ
れ
た

背
景
に
は
'
や
は
-
将
軍
代
替
-
を
契
機
と
し
て
生
じ
た
由
比
正
雪
事
件
を
初
め
と
す
る
社
会
秩
序
の
混
乱
が
あ
っ
た
｡
特
に
幼
少
将
軍

を
擁
し
た
幕
府
は
､
諸
大
名
に
代
替
り
の
善
政
を
示
す
必
要
が
あ
-
'
末
期
養
子
の
禁
緩
和
は
そ
の
格
好
の
政
策
だ
っ
た
｡
由
比
正
雪
事

件
は
直
接
の
契
機
で
は
な
い
が
'
法
文
化
を
促
進
し
た
点
で
の
因
果
関
係
は
認
め
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
慶
安
四
年

(
一
六
五
l
)
二

一月
に
末
期
養
子
の
禁
が
積
和
さ
れ
た
後
､
寛
文
九
年

二
六
六
九
)
五
月

一
日
養
子
願
い
は

父
の
年
齢
が

1
七
歳
以
下
は
不
許
可
の
旨
が
再
度
命
じ
ら
れ
た

(日
記
､
催
令
拾
遺
)｡
そ
れ
以
前
の
事
例
を
見
て
も
､

一
七
歳
以
下
の
無

嗣
の
場
合
は
完
全
に
断
絶
し
た
事
例
が
多
い
こ
と
か
ら
'
同
法
令
は
こ
れ
ま
で
の
大
名
相
続
の
慣
習
を
法
文
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
と

は
い
え
､
家
綱

･
綱
吉
期
に

1
七
歳
以
下
で
無
嗣
に
よ
-
完
全
に
断
絶
し
た
の
は
､
能
見
松
平
重
利

(七
歳
)
･
池
田
恒
行

(七
歳
)
･

小
出
英
及

(三
歳
)
の
三
例
の
み
で
あ
る
｡
実
際
に
は
'
本
多
勝
行

二
六
歳
)
･
杉
原
重
玄

(
一
七
歳
)
･
片
桐
為
次

二
五
歳
)
･
山
崎

治
頼

(八
歳
)
･
池
田
邦
照

二
三
歳
)
･
土
井
利
久

(
1
0
歳
)
･
新
庄
直
矩

(
1
七
歳
)
･
戸
川
安
風

(九
歳
)
･
遠
藤
常
久

(七
歳
)
･

水
野
勝
琴

三
歳
)
･
本
多
忠
孝

(
一
二
歳
)
の
一
一
件
は
､
分
知

(
一
件
)
･
減
封

(三
件
)
･
減
転
封

(二
件
)
･
旗
本
化

(五
件
)
に

よ
り
家
の
存
続
が
許
さ
れ
て
い
る
｡

し
か
し
､
こ
の
時
期
の
重
要
な
問
題
は
､

一
七
歳
以
下
の
幼
少
に
よ
る
無
嗣
断
絶
で
は
な
い
｡
末
期
養
子
の
禁
が
綬
和
さ
れ
た
の
で
あ

れ
ば
､
原
則
的
に
は
五
〇
歳
未
満
の
大
名
が
無
嗣
に
よ
り
断
絶
す
る
事
態
は
避
け
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
'
実
際
に
は
こ
の
後
も

一
八
歳

以
上

･
五
〇
歳
未
満
の
大
名
の
無
嗣
断
絶
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

ま
ず
'
北
条
氏
重

(保
科
正
直
の
四
男
､
母
は
久
松
俊
勝
の
娘
･
家
康
の
妹
)
は
'
慶
長

一
六
年

二
六
二

)
家
康

･
秀
忠
の
命
に
よ
り
氏

勝
の
養
子
と
な
り
退
領
下
総
岩
富

一
万
石
を
継
ぎ
､
そ
の
後
加
増
転
封
さ
れ
て
遠
江
掛
川
三
万
石
と
な
っ
た
が
'
万
治
元
年

二
六
五
八
)

六
月
に
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
｡
堀
通
周

(天
方
倶
通
の
長
男
)
は
利
長
の
婿
養
子
と
な
り
､
万
治
元
年
閏

一
二
月
に
遺
領
常
陸
玉
取

1
万
二



〇
〇
〇
石
を
継
い
だ
が
､
延
宝
七
年

二
六
七
九
)
一
二
月
狂
気
L
t
無
嗣
に
よ
り
断
絶
し
た
｡
こ
れ
な
ど
は
氏
重

･
通
周
が
養
子
で
あ

っ
た
こ
と
が
副
次
的
要
因
で
あ
る
.
こ
れ
を
相
続
全
体
の
問
題
に
還
元
し
て
考
え
れ
ば
､
養
子
で
無
嗣
の
場
合
は
断
絶
と
い
う
原
則
が
確

認
で
き
'
そ
う
し
た
相
続
意
識
が
第
二
章
で
指
摘
し
た
無
嗣
の
養
子
大
名
の
早
期
隠
居
を
押
し
進
め
る
構
造
を
生
み
出
し
て
い
た
｡

水
谷
勝
美

(三
1
歳
)
の
場
合
は
'
元
禄
六
年

二
六
九
三
)
1
0
月
に
'
末
期
養
子
と
し
て
勝
聯

(水
野
勝
串
の
長
功
'
二
二
歳
)
を
迎

え
よ
う
と
し
た
が
'
退
領
襲
封
の
前
に
急
死
し
た
た
め
所
領
没
収
'
勝
美
の
弟
勝
時
に
祖
先
の
勲
功
に
よ
り
三
〇
〇
〇
石
を
与
え
寄
合
と

し
名
跡
を
継
が
せ
た
｡
小
出
重
興
の
場
合
は
､
同
九
年

二
六
九
六
)
四
月
に
末
期
養
子
に
弟
亜
昌
を
駁
い
出
た
が
'
許
可
の
出
な
い
内

に
重
昌
も
急
死
し
た
た
め
無
嗣
断
絶
し
た
｡

寺
沢
堅
高
は
'
天
草

･
島
原
の
乱
の
罪
科
に
よ
り
天
草
四
万
石
を
没
収
さ
れ
て
肥
前
唐
津
八
万
石
と
な
-
'
究
永

二
ハ
年

(
一
六
三
九
)

六
月

1
二
日
に
は
出
仕
を
許
さ
れ
た
が
'
正
保
四
年

(
1
六
四
七
)
に
自
殺
し
た
た
め
､
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
｡
永
井
尚
長

(丹
後
宮
津
七

万
三
六
〇
〇
石
)
は
延
宝
八
年

二
六
八
〇
)
五
月
家
綱
の
葬
儀
の
際
に
内
藤
忠
勝
が
発
狂
し
て
尚
長
を
殺
害
し
た
た
め
無
嗣
断
絶
と
な
っ

た
が
､
弟
直
円
が
大
和
新
庄

一
万
石
を
与
え
ら
れ
家
名
存
続
が
許
さ
れ
た
｡

酒
井
忠
解

(出
羽
庄
内
新
田
)
は
新
田
分
知
で
あ
っ
た
た
め
'
退
領
は
収
公
さ
れ
た
o
逆
に
､
家
門
の
越
前
松
平
隆
政
の
場
合
は
､
蔵

米
支
給
で
封
地
は
な
か
っ
た
た
め
本
家
に
退
避
さ
れ
た
｡

寛
文
四
年

(
1
六
六
四
)
閏
五
月
七
日
に
上
杉
綱
勝

(二
七
歳
)
が
急
逝
L
t
網
意

(吉
良
先
央
の
長
刀
)
を
末
期
養
子
に
願
っ
た
が
､
六

月
五
日
に

｢末
期
の
養
子
は
認
め
ら
れ
ず
と
い
え
ど
も
t
か
つ
て
こ
ひ
申
す
む
ね
｣
に
よ
り
半
知
と
な
り
､
出
羽
米
沢
三
〇
万
石
が

1
五

万
石
と
な
っ
た
｡

以
上
の
よ
う
に
'
家
綱
期
以
降
に
も
無
嗣
断
絶
は
見
ら
れ
る
が
'
上
杉
氏
の
事
例
を
除
い
て
い
ず
れ
も
副
次
的
要
因
が
あ
る
か
'
大
名

が
末
期
香
子
を
願
い
で
な
い
場
合
で
あ
る
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
｡

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
)

3
､
幼
少
相
続

は
じ
め
に
､
幼
少
年
齢
と
は
何
歳
な
の
か
を
検
討
し
て
お
こ
う
｡
明
治
六
年

(
1
八
七
三
)

1
月
二
二
日
第
二
八
号
布
告
第
二
条
で
は
､

｢幼
少
こ
テ
家
督
可
致
節
ハ
､
家
事
ヲ
取
行
候
儀
差
支
候
こ
付
､
親
戚
又
ハ
他
人
ニ
テ
モ
相
当
ノ
者
相
撰
､
後
見
可
為
致
事
｣
と
華
士
族

の
後
見
法
を
定
め
た
｡
こ
の
直
後
､
二
月
四
日
に
佐
賀
県
よ
り
後
見
の
年
限
を
確
認
す
る
伺
が
出
さ
れ
'
三
月
九
日
に

｢当
主
十
五
歳
こ

相
成
侯
得
バ
､
後
見
差
免
シ
不
苦
候
｣
と
'

一
五
歳
の
年
齢
が
示
さ
れ
た
｡
し
か
し
'
そ
の
後
も

一
五
歳
以
上
か
未
満
か
を
め
ぐ

っ
て
議

(12
)

論
が
あ
り
'
最
終
的
に

一
五
歳
未
満
と
定
ま
っ
た
｡
こ
れ
を
み
れ
ば
'
明
治
初
期
に
い
た
っ
て
も
'
後
見
人
を
お
く
幼
少
年
齢
は
唆
味
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

律
令
に
お
け
る
成
人
男
性

(中
男
)
の
年
齢
は

1
七
歳
以
上
で
あ
り
'
江
戸
時
代
の
末
期
養
子
の
禁
碇
和
後
も
､
｢跡
目
之
儀
､
養
子

は
存
生
之
内
可
致
言
上
'
及
末
期
雄
申
之
､
不
可
用
之
､
錐
然
､
其
父
年
五
拾
以
下
之
輩
は
'
錐
為
末
期
､
依
共
晶
可
立
之
､
拾
七
歳
以

下
之
も
の
於
致
養
子
は
'
吟
味
之
上
許
容
す
へ
し
｣
(寛
文
三
年
諸
士
法
度
第
十
八
粂
)
と
規
定
さ
れ
た
よ
う
に
､

一
七
歳
以
上
が
成
人
男
性

の
一
つ
の
基
準
年
齢
で
あ
っ
た
形
跡
は
あ
る
｡
た
だ
し
'
江
戸
期
の
武
士
は
元
服
儀
礼
を
通
過
す
る
こ
と
で
成
人
と
認
定
さ
れ
る
が
'
元

服年
齢
は
個
人

の
成
長
差

に
基
づ

いて
一
定
で
は

な
い
｡
石井

良助
氏
が
｢的
確な
事
は

知
る

由
も
な

く'

また的確
な

制
度
も
存
し
な

(13
)

か

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
｣

と
指
摘

した
よ
う
に
､

前
近

代社会
では
成
人
年

齢
の固
定

的
な

規
定
は

な
く

'本稿
で
の
事
例
を
み
て
も
'

近
世
大
名
の
成
人
年
齢
は

元
服
す
る

一
六
歳
前
後
と
広
く
捉
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る

｡

(14
)

と
こ
ろ
で
､
藤
野
保
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
'
幼
少
を
理
由
に
改
易
さ
れ
た
大
名
と
し
て
'
日
根
野

･
大
島

･
成
田

･
近
藤

･
仁
賀
保

･

(15
)

松
下
の
五
家
を
あ
げ
て
い
る
｡

ま
ず
'
日
根
野
書
明
は
慶
長
五
年

二

六
〇
〇
)
に
父
高
書
の
退
領
信
濃
高
島
二
万
七

〇
〇
〇
石
を

一
四
歳
で
継
い
だ
が
'
同
七
年
所



領
八
〇
〇
〇
石
に
削
ら
れ
'
下
野
壬
生

一
万
九

〇
〇
〇
石
に
減
転
封
と
な

っ
た
｡
｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
に
は
そ
の
理
由
を
記
し
て
い
な

い
が
､
仮
に

｢幼
少
｣
が
改
易
の
理
由
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
､
慶
長
五
年
の
相
続
時
に
改
易
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
､
こ
の
減
転
封
に

は
何
ら
か
の
政
治
的
な
理
由
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
そ
の
後
'
吉
明
は
加
増
さ
れ
'
豊
後
村
内
二
万
石
と
な
っ
た
が
'
継
嗣
を
め

ぐ
る
家
中
騒
動
が
生
じ
た
結
果
､
明
暦
二
年

(
l
六
五
六
)
に
七

〇
歳
で
没
す
る
と
無
嗣
断
絶
と
な

っ
た
｡

慶
長
九
年

(
一
六
〇
四
)
八
月
二
三
日
に
大
島
光
義

(外
様
､
美
濃
関
一
八
〇
〇
〇
石
)
が
九
七
歳
で
没
し
た
｡
｢徳
川
除
封
録
｣
で
は
､

嫡
子
光
成
は
幼
少
の
た
め
二
五
〇
〇
石
を
削
ら
れ
七
五
〇
〇
石
を
領
L
t
残
る
退
領
は
二
男
光
政
に
四
七
五
〇
石
､
三
男
光
俊
に
三
二
五

〇
石
を
分
知
し
た
と
さ
れ
る
が
､
実
際
に
は
四
男
光
朝
に
二
五
五
〇
石
を
分
知
し
て
お
り
､
兄
弟
四
人
で
分
知
し
た
結
果
､
旗
本
化
し
た

も
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
光
成
は
慶
長
九
年
時
に
四
六
歳
の
壮
年
で
あ
り
'
｢幼
少
｣
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
｡

成
田
長
息
の
場
合
は
既
述
の
よ
う
に
､
元
和
二
年

二

六
一
六
)
に
長
息
が
没
L
t
嫡
孫
新
五
郎
が
幼
少
の
た
め
'
長
忠
の
二
男
氏
宗

が
鳥
山
城

一
万
石
を
中
継
相
続
し
た
が
､
同
八
年
に
急
死
し
､
弟
内
記
と
嫡
孫
新
五
郎
と
を
め
ぐ
る
後
継
争
い
が
生
じ
た
た
め
'
幕
府
は

ど
ち
ら
に
も
相
続
を
認
め
ず
無
嗣
断
絶
と
し
た
の
も
の
で
あ
る

(｢撫
子
領
知
被
召
上
之
｣
r断
家
譜
J
巻

1
四
､
第
二
巻
).

近
藤
政
成

(信
濃
内
1
万
石
)
の
場
合
も
繰
り
返
し
に
な
る
が
､
元
和
四
年

(
1
六
7
人
)
六
月
二
二
日
に
死
去
L
t
嫡
子
立
直
は
同
年

1
二
月

1三
日
に
秀
忠
に
目
見
え

を

果
た

した
が
'

幼
少
(｢幼
稚
｣)
で
あ
っ

た
た

め
､
逝
領

の
うち五
〇
〇
〇
石
を
与
え

て
寄
合
と
し
､

残
る
五

〇〇
〇
石
は
叔
父
堀
親
良

に
与
え

て､
垂直
が
成
長
す
る
ま
で
の
後
見

を
命

じ
た
｡

し

か
し

､結
局
逝
領
五
〇
〇
〇
石
は
退
避
さ

れ
ず
､
近
藤
家
は
旗
本
化
し
た
も
の
で
'
｢幼
少
｣

を
理
由
に
改
易
と
な

っ
た
も
の
で
は
な
い
｡
ま
た
'
第
三
串
で
確
認
し
た
よ
う
に
､

幼
少
相
続
時
に
お
け
る
後
見
人
へ
の
分
知
は

1
般
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
.
し
た
が
っ
て
'
こ
の
邸
例
は
分
知
に
よ
る
放
本
化
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

仁
賀
保
挙
誠
が
寛
永
二
年

(
一
六
二
五
)
二
月
二
四
日
に
六
四
歳
で
没
す
る
と
､
過
言
に
よ
り
退
領

一
万
石
は
嫡
子
良
俊
に
七

〇
〇
〇

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
韮
礎
的
研
究

(福
田
)

八
三



史
料
館
研
究
紀
要

節
二
九
号

(
1
九
九
八
)

八
四

石
t.
二
男
誠
政
に
二
〇
〇
〇
石
'
三
男
誠
次
に

一
〇
〇
〇
石
の
分
知
と
な
っ
た
｡
こ
の
時
良
俊
は
三
三
歳
で
あ
り
､
｢幼
年
｣
で
は
な
い
｡

誠
政
は
元
和
元
年

二
六
一
五
)
に
誠
次
は
同
四
年
に
秀
忠
に
初
目
見
え
L
t
家
光
の
小
姓
'
書
院
番
に
召
し
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
も
､
分
知
は
兄
弟
三
人
を
そ
れ
ぞ
れ
直
参
の
家
と
し
て
将
軍
家
に
奉
仕
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
｡
つ
ま
り
､
仁
賀
保

氏
の
場
合
も
､
良
俊
が

｢幼
少
｣
の
た
め
改
易
さ
れ
た
と
す
る
の
は
誤
-
で
あ
-
､
正
し
-
は
分
知
に
よ
る
旗
本
化
で
あ
っ
た
｡

於
下
垂
綱
は
'
慶
長
三
年

(
一
五
九
八
)
父
の
遺
領
遠
江
久
野

1
万
六
〇
〇
〇
石
を
継
い
だ
が
'
慶
長
八
年

二
六
〇
三
)
常
陸
小
張
に

移
さ
れ
､
元
和
二
年

(
一
六
二
ハ)
下
野
鳥
山
二
万
八
〇
〇
石
'
寛
永
四
年

二
六
二
七
)
に
は
陸
奥
二
本
松
五
万
石
と
加
増
転
封
と
な
っ

た
｡
同
年

一
〇
月
二
日
に
四
九
歳
で
没
す
る
と
､
嫡
子
長
綱
は
陸
奥
国
三
春
三
万
石
に
移
さ
れ
､
二
万
石
は
収
公
さ
れ
た
｡
｢寛
政
重
修

諸
家
譜
｣
で
は

｢長
綱
幼
年
た
る
に
よ
-
｣
'
｢徳
川
除
封
録
｣
に
は

｢幼
こ
シ
テ
藩
任
に
堪
へ
す
'
家
臣
相
争
訴
ス
ル
ヲ
以
テ
｣
と
理
由

を
記
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
長
綱
は
こ
の
時

一
九
歳
で
あ
り
'
｢幼
年
｣
と
す
る
の
は
安
当
で
は
な
い
｡

他
に
も
'
外
様
大
名
の
金
森
長
光
は
'
慶
長

1
二
年

(
1
六
〇
七
)
に
二
歳
で
父
の
過
領
の
う
ち
二
万
石
の
分
知
を
受
け
て
い
た
が
､

同

一
六
年

一
〇
月
に
六
歳
で
没
し
た
｡
｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
で
は
､
｢劫
に
し
て
卒
｣
し
た
た
め
領
知
没
収
と
な
っ
た
と
理
由
づ
け
て
い

る
が
'
基
本
的
に
は
無
嗣
断
絶
が
理
由
で
あ
る
｡

内
藤
家
の
場
合
は
'
家
光
老
中
を
勤
め
た
清
次
が
元
和
三
年

(
1
六
]
七
)
に
四

1
歳
で
没
す
る
と
､
女
子
が

一
人
だ
っ
た
た
め
､

一

五
歳
の
弟
清
政
に
遺
領
常
陸
内
二
万
六
〇
〇
〇
石
が
与
え
ら
れ
'
同
八
年
安
房
勝
山
三
万
石
に
加
増
転
封
と
な
り
､
.翌
九
年
六
月
二
六
日

に
二
一
歳
で
没
し
た
｡
無
嗣
で
あ
っ
た
た
め
'
弟
正
勝
に
遺
領
の
内
二
万
石
を
与
え
'
残
る
一
万
石
は
収
公
と
な
っ
た
｡
し
か
し
'
正
勝

も
寛
永
六
年
八
月
三
日
に
二
二
歳
で
没
し
､
嫡
子
重
頼
は
二
歳
の

｢幼
稚
｣
で
あ
っ
た
た
め
､
外
祖
父
板
倉
重
宗
な
ど
親
族
の
願
い
に
よ

-
､
正
勝
の
遼
領

一
万
五
〇
〇
〇
石
を
収
公
さ
れ
､
安
房
国
長
狭
郡
内
に
五
〇
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
た
｡
の
ち
'
重
頼
は
加
増
さ
れ
､
大

坂
城
代

･
京
都
所
司
代
に
進
み
､
三
万
三
〇
〇
〇
石
を
領
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
､
内
藤
家
の
相
次
ぐ
無
嗣
断
絶
に
対
し
て
幕
府
は
逝
領
相



続
を
許
す
優
遇
措
置
を
と
っ
た
が
'
幼
少
相
続
に
際
し
て
は
'
大
名
の
側
か
ら
自
発
的
に
収
公
を
願
い
出
て
一
旦
は
旗
本
化
し
た
も
の
で

あ
り
'
幕
府
が
幼
少
を
理
由
に
改
易
し
た
も
の
で
は
な
い
｡

幼
少
相
続
の
際
に
領
地
返
上
を
願
い
出
た
例
と
し
て
は
､
慶
安
二
年

(
一
六
四
九
)
一
二
月
二
六
日
に
細
川
光
尚
が
三
一
歳
で
没
す
る

と
'
肥
後
熊
本
五
四
万
石
の
返
上
を
敬
い
で
た
が
､
幕
府
は
翌
年
四
月

一
八
日
に
嫡
子
六
九

(納
利
､
八
歳
)
の
退
領
相
続
を
認
め
'
小

笠
原
忠
真
を
後
見
人
に
任
命
L
t
国
目
付
せ
派
遣
し
た
｡
こ
れ
は
断
絶
し
た
事
例
で
は
な
い
が
'
幼
少
相
続
の
場
合
に
大
名
個
か
ら
自
発

的
に
収
公
を
願
い
出
た
事
例
で
あ
る
｡

寛
永

一
八
年

へ
一
六
四
二

三
月
二
五
日
加
藤
明
利

(准
譜
代
'
陸
奥
二
本
松
三
万
石
)
が
没
す
る
と
､
子
の
明
勝

(
二

歳
)
に
は
三

〇
〇
〇
石
を
与
え
て
名
跡
を
継
が
せ
て
旗
本
化
し
た
が
､
正
保
二
年

二
六
四
五
)
二
月
四
日
に
没
し
た
た
め
､
さ
ら
に
弟
三
左
衛
門
に

度
米

1
0
0
0
俵
が
与
え
ら
れ
た
.
｢除
封
録
｣
で
は
'
い
ず
れ
も

｢幼
こ
シ
テ
洋
任
に
堰
へ
サ
ル
ヲ
以
テ
｣
知
行
を
削
る
と
し
て
い
る

が
､
｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
で
は
'
｢明
利
年
ご
ろ
や
ま
ひ
に
か
ゝ
り
､
其
死
す
る
の
状
よ
か
ら
ざ
る
に
よ
り
､
領
地
を
お
さ
め
ら
れ
｣
と

あ
り
'
明
勝
の
譜
で
は

｢嗣
な
く
し
て
家
た
ゆ
｣
と
あ
る
の
で
､
い
ず
れ
も

｢幼
少
｣
が
理
由
で
改
易
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
｡

幼
少
の
た
め
相
続
を
見
合
わ
せ
た
事
例
と
し
て
は
'
石
川
家
の
事
例
が
あ
る
｡
美
浪
大
垣
城
主
五
万
石
の
石
川
康
通
が
慶
長

一
二
年

二
六
〇
七
)
七
月
二
六
日
に
五
四
歳
で
没
す
る
と
､
嫡
子
忠
衣
は
一
一
歳
の
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
､
祖
父
家
成
が
再
び
大
垣
藩
主
と
な
っ

た
｡
同
一
四
年

一
〇
月
二
九
日
に
家
成
が
七
六
歳
で
没
す
る
と
'
忠
義
は

｢御
勘
気
を
か
う
ぶ
り
敷
居
｣
を
命
じ
ら
れ
､
大
久
保
忠
隣
の

(_6
)

二
男
で
､
家
康
の
命
に
よ
り
石
川
家
成
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
恩
給

(二
八
歳
)
が
石
川
家
の
家
督
を
継
い
だ
｡
こ
の
事
例
は
､
幼
少
相

続
を
避
け
て
'
祖
父
が
藩
主
に
再
任
し
た
の
で
あ
っ
て
'
｢幼
少
｣
を
理
由
と
す
る
改
易
で
は
な
い
｡
忠
義
の
改
易
理
由
も
､
そ
の
不
行

跡
を
原
因
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

こ
.の
よ
う
に
'
｢幼
少
｣
を
理
由
と
す
る
改
易
と
理
解
さ
れ
る
も
の
の
多
-
は
､
後
年
の

｢徳
川
除
封
録
｣
や

｢廃
絶
録
｣
の
作
者
が

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)

八
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
)

八
六

ヽ
ヽ
ヽ

理
由
づ
け
た
も
の
で
1.

実
際
に
は

｢幼
少
｣
を
理
由
と
し
て
完
全
に
断
絶
す
る
改
易
事
例
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

(17
)

と
こ
ろ
で
､
幼
少
相
続
の
実
態
を
追
究
し
た
研
究
と
し
て
は
進
士
慶
幹
氏
の
研
究
が
あ
る
が
､
残
念
な
が
ら
部
分
的
な
事
例
の
提
示
に

と
ど
ま

っ
て
い
る
｡
そ
こ
で
'
慶
長
八
年

(
一
六
〇
三
)
か
ら
宝
永
五
年

二
七
〇
八
)
ま
で
の
一
七
歳
以
下
の
幼
少
相
続
の
事
例
を
年
齢

順
に
第
13
表
に
掲
載
し
た
｡
第
14
表
は
相
続
年
代
順
で
あ
る
｡
と
も
に
､
新
規
の
幼
少
取
立
て
'
あ
る
い
は
無
嗣
断
絶
後
の
新
規
名
跡
取

立
て
も
含
め
て
い
る
｡
ほ
と
ん
ど
が
遺
領
相
続
で
あ
る
が
'
な
か
に
は
家
督
相
続
も
あ
る
｡
第
15
表
は
そ
れ
ら
の
年
齢
別
内
訳
で
あ
る
｡

幼
少
相
続
は
慶
長
八
年

(
1
六
〇
三
)
か
ら
見
ら
れ
､
里
見
忠
義

(
l
〇
歳
)､
松
浦
隆
信

二
三
歳
)､
小
出
三
戸

二
五
歳
)
の
相
続
が

認
め
ら
れ
て
い
る
｡
特
に
幕
府
草
創
期
に
は
､
三
家
の
創
出
に
代
表
さ
れ
る
幼
少
取
立
て
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
'
四
代
将
軍
自
身
が
幼

少
相
続
と
い
う
事
情
も
あ
る
｡
七
件
の
家
督
相
続
年
が
不
詳
だ
が
､
有
効
デ
ー
タ
件
数
九
九
〇
件
の
平
均
年
齢
は
約
二
四
歳

(二
三
･
九

七
歳
)
で
あ
る
｡
そ
の
う
ち
､

一
七
歳
以
下
の
幼
少
相
続
は
三
四
六
件
で
､
有
効
件
数

(九
九
七
件
)
の
三
四

･
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
｡

約
三
割
強
が
幼
少
相
続
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
｡
こ
の
実
態
は
､
幕
藩
制
初
期
か
ら
幕
府
が
幼
少
相
続
を
基
本
的
に
許
可
す
る
方
針
を
と

っ
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
お
り
'
｢幼
少
｣
を
理
由
に
大
名
が
改
易
と
な
っ
た
場
合
に
は
何
ら
か
の
副
次
的
要
因
が
あ
っ
た
｡

最
少
相
続
年
齢
は

一
歳
で
､
二
件
あ
る
｡
ま
ず
､
成
瀬
之
虎
は
寛
永

一
一
年
成
瀬
之
成

(下
絵
栗
原
一
万
六
〇
〇
〇
石
)
の
二
男
と
し
て

生
ま
れ
た
｡
兄
が
早
世
し
た
た
め
嫡
子
と
な
-
'
寛
永

一
一
年

一
〇
月
二
八
日
之
成
が
死
去
後
'

一
二
月
に
退
領
相
続
が
許
さ
れ
た
｡
し

か
し
､
同

一
五
年

一
二
月
二
日
に
五
歳
で
没
し
た
た
め
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
｡

水
野
勝
琴
は
､
元
禄

1
0
年

(
1
六
九
七
)
二
月

1
0
日
水
野
勝
種

(備
後
福
山
1
0
万
石
)
の
七
男
と
し
て
福
山
で
生
ま
れ
た
｡
兄
た

ち
が
す
べ
て
早
世
し
て
い
た
の
で
､

一
歳
で
藩
主
と
な
っ
た
｡
襲
封
の
礼
を
述
べ
る
た
め
翌

二

年
三
月
福
山
を
出
発
'
四
月
二
八
日
に

江
戸
に
つ
い
た
が
'
道
中
に
発
病
し
､
五
月
四
日
将
軍
綱
吉
へ
の
目
見
え
を
果
た
し
た
が
'
翌
日
死
亡
し
た
｡
そ
の
た
め
'
水
野
家
は
無

嗣
断
絶
と
な
っ
た
が
'
｢先
祖
の
旧
勲
｣
に
よ
り
初
代
藩
主
勝
成
の
末
子
勝
息
の
二
男
勝
直
の
嫡
子
数
馬
に
一
万
石
を
与
え
て
名
跡
を
継
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表
幼
少
相
続
一
覧
(年
齢
順
)

相
続
年
月
日
西
暦
氏
名
♯
減
転

領
地

石
高
没

無
嗣
類
別

寛
永
1
112
16
34
成
瀬
之
虎
1

下
総
栗
原

16.(X
氾
5
断
絶
譜
代

元
禄
10
10
2
2
16
9
7
水
野
勝
琴

1
備
後
福
山

1(札
00
2
減
転
封
譜
代

慶
長
0
8
11
160

3
徳
川
頼
宣
2

常
陸
水
戸

2CK),(X
氾
70

三
家

慶
長
12

160
7
金
森
長
光
2

美
濃
.
河
内
内

2
0.(X
氾
6
断
絶
外
様
支
藩

寛
永
0
30
7
162
6
織
田
倍
昌
2

上
野
小
幡

2
0.∝
X
)
2
6

外
様

寛
永
19
0
5
99
164
2
遠
山
友
貞

2
美
濃
苗
木

10.5
11
35

外
様

正
保
0
30
22
8

164
6
内
藤
政
親
2

陸
奥
泉

2
0.㈱
5
2

譜
代
支
藩

承
応
0
3
12
22
165
4
西
尾
息
成
2

駿
河
田
中

25
,OW
6
1

譜
代

万
治
0
10
6
14
16
5
8
真
田
華
道
2

信
濃
松
代

100
,(X
氾
71

外
様

万
治
0
30
8
25
166
0
伊
達
綱
村
2

.陸
奥
国
仙
台

6
20
.000
6
1

外
様

寛
文
0
406
0
5
16
6
4
上
杉
綱
患
2

出
羽
米
沢

150
,00
0
42

外
様

元
禄
0
80
2
14
16
9
5
小
出
英
及
2

但
馬
出
石

44
.tX
氾
3
断
絶
外
様

元
禄
0
806
0
5
16
9
5
奥
平
昌
成
2
伝
下
野
宇
都
宮
9
万
-
元
禄
11年
丹
波
宮
津
-
享
保
02
年
豊
前
中
津
10
万

90
.00
0
53

譜
代

慶
長
12
160
7
平
岡
析
資
3

美
濃
徳
野

10,(X
氾
4
9

外
様

元
和
0
5
10
99
16
19
亀
井
玄
政
3

石
見
津
和
野

4
3,4
68
6
4

外
様

元
和
060
5
15
162
0
大
村
耗
信
3

月巴
前
大
村

27
.9
∝
)
3
3

外
様

寛
永
0
7
163
0
内
藤
重
輔
3
減
安
房
勝
山
2万
一
安
房
国
内
抑
→
延
宝
時
又
伽
加
増
→
貞
享
1年
加
増
訓
)→
貞
享
2年
加
増
3m
XI
5
,000
6
3

譜
代

寛
永
0
90
6
18
163
2
池
田
光
仲
3
転
備

前
岡
山
-
因
幡
鳥
取

3
2
0,00
6
4

外
様

寛
永
0
90
8
2
6
163
2

佐
久
間
安
次
3

信
濃
飯
山

3
0,(X
氾
9
断
絶
外
様

寛
永
lCK)2
0
3
163
3
毛
利
高
直
3

豊
後
佐
伯

2
0.α
X
)
3
4

外
様

寛
永
1
1
163
4
真
田
熊
之
助
3

信
濃
沼
田

3
0
,∝
氾

7
分
知
外
様

寛
永
15
16
3
8
本
多
犬
千
代
3

下
野
皆
川

28
.00
0
5
断
絶
譜
代

正
保
0
2
06
13
164
5
前
田
綱
紀
3

加
賀
金
沢

1,0
2
5.020
82

外
様

慶
安
0
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延
宝
08
0
2
05
168
0
織
田
倍
休
3

丹
波
柏
原

2
0
,㈱
4
5

外
様

元
禄
0
112
1688
大
関
増
恒
3

下
野
黒
羽
根

18
,000
7
4

外
様

元
禄
0
706
18
169
4
京
極
高
或

3
讃
岐
丸
亀

5
1,4
67
3
3

外
様
-

慶
長
0
80
128
160
3
徳
川
義
直
4

甲
斐
甲
府

2
5
0,(X
氾
5
1

三
家

慶
長
1
109
99
160
6
徳
川
頼
房
4

常
陸
下
妻

100
.00
0
5
9

三
家

寛
永
16
10
22
16
3
9
堀
直
定
4

越
後
村
上

100
,00
0
7
断
絶
外
様

正
保
02
閏
0526
164
5
一
柳
直
治
4

伊
線
小
松

10,00
0
7
5

外
様
支
藩

承
応
0
2
10
12
165
3

毛
利
網
元
4

長
門
長
府

5
0,00
0
6
0

外
様
支
藩

明
暦
0
107
03
165
5
有
馬
頼
利
4

筑
後
久
留
米

2
10,00
0
17

外
様

寛
文
0
2
1204
166
2
松
平
重
利
4

下
野
皆
川

10,500
7

断
絶
譜
代

寛
文
120
3
05
167
2
金
森
頼
時
4

飛
騨
高
山

38
,700
6
8

外
様

延
宝
0
50
5
27
167
7
土
井
利
息
4
減
下

総
大
輪
1万
-
5
000

5,000
5
3

譜
代
支
落

元
禄
02
0
6
0
6
168
9
遠
藤
常
久
4

美
濃
郡
上
八
幡

2
4
,000
7
滅
転
封
譜
代

元
禄
0
7
96
18
16
94
京
極
高
通
4

讃
岐
多
度
津

10
.000
5
3

外
様
支
洋

宝
永
0
5
12
2
7
170
8
松
浦
鄭
4

肥
前
平
戸
新
田

10
.000
2
4

外
様
支
藩

慶
長
0
80
2
14
160

3
池
田
思
継
5

備
前
岡
山

3
8
0,0(氾
17

外
様

慶
長
12
160
7
稲
葉
紀
通
5

伊
勢
田
丸

4
5.7
00
4
6
本
家
返
還
外
様

慶
長
19

16
14
秋
月
種
春
5

日
向
高
鍋

30,00
0
5
0

外
様

元
和
0
10
62
8
16
15
池
田
輝
興
5

播
磨
佐
用

25
,0(刀
3
7

外
様
支
藩

寛
永
0
10
69
9
16
24
松
平
忠
志
5
蘇
美
濃
大
垣
5
万
-
信
濃
小
諸
4
50
00
､
兄
息
利
に
分
知
5
00
0

4
5,0
00
28
減
封
譜
代

寛
永
13
16
3
6
京
極
高

直
5

丹
後
田
辺

3
5,00
0
3
2

外
様
支
藩

寛
永
14
09
08
16
3
7
島
津
久
雄
5

日
向
佐
土
原

3
0
.000
3
1

外
様

寛
永
160
3
03
163
9
本
多
勝
行
5

播
磨
郡
内
~

4
0
,0
0
0
16
分
知
譜

代
寛
永
2
0
12
0
7
16
43
織
田
秀
一
5

大
和
柳
下

10
,00
0
4
9

外
様

正
保
04
12
11
16
47
酒
井
息
解

5
出
羽
庄
内
新
田
大
山

10.0
00
2
6
断
絶
譜
代
支
帯

寛
文
12
10
15
167
2
奥
平
昌
幸
5
蘇
山
形
出
羽
9
万
-
下
野
宇
都
宮
9
万

90
,



慶
長
0
9
160
4
堀
尾
息
晴
6

出
雲
松
江

2
4
0,∝
沿
3
5
断
絶
外
様

慶
長
17
0
3
25
16
12
久
留
鳥
通
春
6

豊
後
森

14
.(X
氾
4
9

外
様

慶
長
17
99
9
9
16
12
土
屋
利
直

6
上
絵
久
留
里

2
1,(X
氾
6
9

譜
代

元
和
0
2
16
16
大
関
高
相
6

下
野
黒
羽
根

2
0
,(伽
3
6

外
様

寛
永
0
7
12
25
16
30
立
花
種
長
6

筑
後
三
池

10
,(X
氾
8
7

外

様
寛
永
160
3
0
3
16
39
松
平
忠
倶
6
転
遠
江
掛
川
-
信
濃
放
山

4
0.0
00
6
3

譜
代

慶
安
0
1
10
09
164
8
松
前
高
広
6

蝦
夷
松
前

10
,(X
氾
2
3

外
様

万
治
0
3
110
3
166
0
堀
田
正
体
6

虎
米
1万
俵

10.0
00
7
7

譜
代

寛
文
0
30
3
25
166
3
池
田
邦
照
6

播
磨
新
宮

10
.00
0
13
旗

本
化
外
様

延
宝
0
50
3
2
1
16
7
7
池
田
恒
行
6

播
磨
山
崎

3
0
.(X
氾
7
断
絶
外
様

慶
長
1
1
160
6
織
田
長
別
7

美

濃
野
村

10
,00
)
3
2
断
絶
.
外
様

慶
長
19
16
14
松
平
息
隆

7
美
濃
加
納

l
CKl,00
0
2
5
断
絶

代
慶
長
19
1
118
16
14
奥
平
息
昌
7

下
野
宇
都
宮

1
10
.00
0
6
1

代
寛
永
0
2
109
9
162
5
相
馬
義
胤
7

陸
奥
国
中
村

60
.(X
氾
3
3

外
様

寛
永
0
22
11
162
5
北
条
氏
宗
7

河
内
狭
山

ll,CKX
)
6
7

外
様

寛
永
14
0
90
8
16
3
7
堀
直
輝
7

信
濃
須
坂

10
,0
5
3
3
9

外
様

寛
永
17
0
3
15
164
0
黒
田
之
勝
7

筑
前
東
蓮
寺

4
0
,(X氾
3
0

外
様
支
洋

寛
永
2
00
5
0
3
164
3
堀
直
吉
7

越
後
安
田

30
.CKX
)
4
0

外
様

慶
安
0
10
6
14
164
8
松
平
直
矩
7
蘇
姫
路
播
磨
-
慶
安
2年
越
後
村
上
-
寛
文
7年
播
磨
姫
路
15万
-
天
和
2年
豊

後
日
田
7万
-
貞
享
3年
出
羽
山
形
10万
-
元
禄
5年
陸
奥
白
河
15万

150
,000
54

家
門

慶
安
0
4
08
14
16
5
1
内
田
正
衆
7

下
野
鹿
沼

15
.∝
氾
5
5

譜
代

寛
文
0
506
12
166
5
黒
田
長
重
7

筑
前
秋
月

50
.00
5
2

外
様
支
洋

寛
文
0
50
7
0
5
166
5
松
前
矩
広
7

蝦
夷
松
前

10
,(X氾
6
2

外
様

元
禄
0
8
06
19
16
9
5
永
井
直
通
7

摂
津
高
槻

3
6,00
0
18

譜
代

元
禄
08
1
102
169
5
前
田

利
英
7

上
野
七
日
市

10
.0
14
2
0

外
様

元
禄
12
0
329
169
9
内
田
正
偏
7

下
野
鹿
沼

13
,(X
氾
5
1

譜
代

元
禄
160
2
05
17
0
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元
和
0
4
16
18
伊
奈
忠
勝
8

武
蔵
小
室

10.00
0
9
旗
本
化
譜
代

元
和
0
60
3
9
9
16
20
西
尾
忠
照
8

下
絵
土
浦
2万

2
5,00
0
4
2

譜
代

寛
永
0
7
16
3
0
織
田
信
勝
8

丹
波
柏
原

3
6,00
0
2
8
旗
本
化
外
様

寛
永
19閏
0901
16
42
佐
久
間
藤
豊
8

常
陸
北
条
､

10,0
00
5
1

外
様

正
保
0
10
90
1
164
4
土
井
利
直
8

下
総
古
河

5
.00
4
1

譜
代
支
藩

正
保
0
2
12
29
164
5
上
杉
綱
勝
8

出
羽
米
沢

3
00
.(X
氾
2
7

外
様

慶
安
0
30
4
18
165
0
細
川
綱
利
8

肥
後
熊
本

54
1,169
7
2

外
様

慶
安
0
3
0
90
1
16

5
0
践
田
信
久
8

上
野
小
幡

2
0,00
0
7
2

外
様

慶
安
0
4
04
16
5
1
徳
川
綱
重
8

甲
斐
.
駿
河

15
0,0
00
3
5

家
門

寛
文
0
2
12
04
166
2
京
極
高
豊
8

讃
岐
丸
亀

6
1,4
67
4
0

外
様

寛
文
0
80
8
2
1
166
8
南
部
直
政
8

陸
奥
国
八
戸

20
,00
0
3
9

外
様

延
宝
0
112
12
167
3

土
井
利
久
8

下
絵
古
河

100,00
0
10
減
封
譜
代

延
宝
0
2
1
11
1
16
74
丹
羽
氏
明
8

美
濃
岩
村

19,∝
氾
2
0

外
様

貞
享
0
3
09
2
5
168
6
板
倉
重
岡
8

上
野
安
中

15,0
∝
)
3
9

譜
代

宝
永
0
2
10
2
6
170
5
松
平
富
雄
8

出
雲
松
江

18
6,0
00
3
4

家
門

慶
長
0
90
7
25
160
4
松
平
僧
綱
9

-
-
6
7

譜
代

慶
長
14

160
9
北
条
氏
倍
9

河
内
狭
山

ll.00
0
2
5

外
様

慶
長
15
0
22
3
16
10
池
田
忠
雄
9

淡
路

3
2
0,CKX
)
3
1

外
様

元
和
0
6
12
9
9
16
2
0
水
野
患
者
9

下
野

山
川

3
5,00
6
5

譜
代

元
和
0
9
0
7
1
16
2
3
加
藤
直
泰
9

伊
線
新
谷

10
.00
0
6
8

外
様
支
洋

寛
永
1
1
10
28
16
34
内
藤
政
晴
9

陸
奥
泉

2
0.0
00
2
0

譜
代
支
薄

寛
永
18
1122
16
4
1
三
浦
安
次
9

下
野
壬
生

20
.0α
)
5
0

譜
代

正
保
02閏
0526
16
45
杉
原
重
玄
9

但
馬
豊
岡

10,αX
)
17
減
封
外
様

正
保
04
12
99
16
47
酒
井
息
恒
9

出
羽
松
山

20
,00
0
3
7

譜
代
支
藩

明
暦
0
3
10
02
165
7
秋
元
喬
知
9

甲
斐
谷
村

18,000
6
6

譜
代



天
和
0
30
50
2
168
3
榊
原
政
邦
9

越
後
村
上

15
0
,(X
氾
5
2

譜
代

天
和
0
30
8
03
168
3
毛
利
匡
広
9

長
門
清
末

50
,00
0
5
5

外
様
支
藩

貞
草
03
閏
0327
168
6
丹
羽
氏
音
9

美
濃
岩
村

2
0
,000
28
末
期
養
子
外
様

元
禄
0
50
7
09
169
2
前

田
利
昌
9

加
賀
大
聖
寺
新
田

10
,CK
X)
2
6

外
様
支
藩

宝
永
0
40
5
13
170
7
牧
野
成
央
9
蘇
三
河
吉
田

8
0
.000
2
1

譜
代

座
長
0
8
160
3
里
見
忠
義
10

安
房

飽
山

120
,㈱
29
断
絶
外
様

慶
長
1
1
160
6
水
谷
勝
隆

10
常
陸
下
館

3
2
.00
68

外
様

慶
長
150
7
16
10

於
平
思
量
10

武
蔵
深
谷
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第14表 幼少相続一覧 (ヰ代順)1

慶長1703251612久留鳥通春

6慶長1705991612蒲生

忠郷 10慶長17999916

12土屋利直 6慶長19 1614秋月桂春 5

慶長19 1614松平忠隆

7慶長19 1614

小笠原政信 8慶長19 161

4堀直景 ll慶長1902

1614松平乗寿 15座長1907 1614税印倍重 16

座長1911181614奥平

息昌 7元和ol 1615片

桐孝利 15元和01029916

15宗並成 12元和010628

1615池田坪輿 5元和0106

281615池的政綱 ll元和0106281615池tI]輝澄

12元和01070116

15本多政朝 17元和0107211615述部政長 1

3元和0112991615榊原

忠次 ll元和02 161

6大関高相 6元和02 161

6池田光政 8 減転元和02

1616京極高通 14元和0209151616徳川忠長 ll

元和03 1617内藤清政

15元和03050316

17虫上衣俊 12元和0308

1617堀直升 ll元和0310991617立花種次. 14

元和0303991617鍋

由元茂 16元和04 16

18伊奈忠勝 8元和05 1619青木亜兼 14

元和0503181619細川

興昌 16元和051099

1619札井玄政 3元和0512 1619土岐頼行 12

減転元和06 1620岩城書隆

12元和06 1620桑山

貞晴 17元和0603991620西尾忠照 8

相続年月日 西暦 氏 名 * 減

転慶長08 1603里見忠義 10

慶長08 1603松浦隆信

13慶長08 1603小

山三ヲ} 15慶長080128 1

603徳川義直 4慶長0802141603池田息継 5

座長0811 1603徳川頼

宣 2慶長09 1604

堀尾忠昭 6碇長09 1604

松平成重 ll慶長09 16

04松平定綱 13&&0904051604 近藤政成

17慶長0907251

604松平僧綱 9慶長10

1605大関政増 15慶長1006281605前m利常 13
慶長1011131605

山内忠義 14慶長11 160

6綴田長則 7慶長11 16

06水谷勝隆 10慶長11 1

606榊原鵬勝 17慶長1109991606徳川柳房 4

慶長1111111606 堀

忠俊 ll慶長12 1607金

森長光 2慶長12 1607平岡琉洗3

慶長121607稲
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1
0
0

明暦031∝I21657秋元喬知

9明暦0310021657松平

定量 14万治01022716

58牧野康道 9万治01061

41658真田草道 2万治0109071658土井利益 9

万治0109071658土井利重 1

2万治ol閏12021658

分部嘉高 ll万治ol図1218

1658堀通周 9万治ol田12

181658伊東長貞 16万治0202071659一柳末礼 ll

万治0304051660 酒井

忠義 1 17万治03082516

60 伊達鋼材 2万治031103

1660堀田正体 6寛文0106131661木下俊長 14

寛文0204991662本多忠英

16寛文0209221662

増山正弥 10 蘇寛文021204

1662松平重利 4寛文0212041662京極高豊 8

寛文0302031663水野勝種 3

寛文0303251663池田

邦照 6寛文030325166

3京極高盛 14寛文030325

1663屋代息位 17寛文0402191664 島津忠高 14

寛文0406051664 上杉網憲

2寛文0411261664 毛利高

重 3寛文0506121665

黒田長重 . 7寛文050705

1665松前雑広 7寛文0607991666蜂須賀綱通 ll

寛文0706191667榊原政倫

3 伝寛文070827166

7分部倍政 16寛文0808

211668 南部直政 8寛文0808211668 有馬頼元 15

寛文0808211668水野

忠直 17寛文090225166

9仙石政明 ll寛文0909

1669 九鬼隆律 13寛文0909061669堀直佑 15正保

0109011644土井利長 14

正保0206131645前田綱紀

3正保0210191645

松平光通 10正保0212291

645上杉綱勝 8正保02閏05261645一柳直治 4

正保02田05261645杉原重玄 9

正保02閏05261645本

多利長 ll 蘇正保030228

1646 内藤政親 2正保0302281646坂本重治 17

正保0306111646細川行孝

10正保0311121646大

関増親 12正保04082116

47戸田息昌 16正保0412111647酒井忠解 5

正保0412991647酒井息恒

9慶安0106141648於平

直妬 7 転慶安011∝)916
48於前高広 6慶安02059

91649九鬼隆昌 3慶安0304181650細川綱利 8

慶安030807 1650戸沢正統

ll慶安0309011650 綴

田信久 8慶安04022016

51毛利細広 13慶安0402

201651大村耗長 16&fo404 1651徳川綱重 8



寛永1002251633松平康直 17

玩寛永1003051633九鬼

久隆 16寛永1009161633

松平忠昭 17 転寛永11

1634真田熊之助 3寛永1102031634 稲葉正則 12

寛永1106011634 松平光重

13寛永11102816

34 内藤政晴 9寛永1

112 1634成瀬之虎 1寛

永13 1636京極高直 5兜永1307211636鳥居忠春 13

曳永1401041637酒井

息能 10寛永14010416

37酒井忠清 14兜永1404991637 17

寛永1409081637島津久雄

5兜永140908163

7堀直坪 7曳永14㈱ 816

37前田利恵 13寛永1409

081637松浦鋲倍 16寛永15 1638本多犬千代 3

兜永1504991638 阿部正能

12兜永1603031639本多

勝行 5寛永1603031639

松平忠供 6 転兜永161022

1639堀直定 4寛永1703151640EA田之勝 7

兜永1709141640 小笠原貞倍

10 転寛永1711991640

伊東長治 13兜永18112

21641三浦安次 9寛永1905991642遠山友貞 2

蒐永19悶09011642佐久間勝豊

8寛永2006 1643細

川興隆 12寛永2003261

643分洋右治 17兜永20050

31643掘起普 7寛永2012071643軌EIl秀一

5正保0105181644松平

清道 ll正保010518164

4松平忠弘 14 蘇正保ol㈱ 11644 土井利直 8

正保0109011644 土井利房 14元和060499

1620蜂須賀息英 10

元和0605 1620遠山秀友

12元和0605151620

大村純倍 3元和06129916

20水野息督 . 9元和0707991621生駒高俊 ll

元和08 1622土屋致直

15元和08 1622内藤正勝

15元和08 1622京極高

三 16元和08? 162

2酒井重泣 16元和09 1

623堀田正盛 16元和09071 1623加藤直泰 9

元和0907131623加藤秦輿

13元和091099162

3黒田高政 12元和0910991623黒田長輿 14

克永01 1624渡辺書鯛

14寛永01 1624

那須資重 16寛永010315

1624松平光長 10寛永0106991624松平息蔽 5 蘇

寛永02 1625米津田盛 10

寛永0210991625相馬衣胤

7寛永02211 1625北条

氏宗 7寛永0307 1626

粒田倍昌 2寛永0309161626小笠原長次12

寛永04



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
)

一
〇
二

元禄1507181702小笠原信辰 1

7元禄1511101702松平

定基 17元禄16020517

03 有馬-準 7元禄160205

1703大田原扶清 15元禄1608121703佐竹義格 10

元禄1609061703細川輿生

5元禄1609061703

池田伸央 12宝永010209

1704 酒井忠告 16宝永010

5101704本多忠孝 7宝永0112231704本多忠統 14

宝永0202291705 太田資晴

ll 蘇宝永0205041705

丹羽薫氏 ll宝永020605

1705鍋島直堅 ll宝永0209231705土方豊義 17

宝永0210261705松平富雄

8宝永0212031705井伊

直矩 13宝永030611170

6 稲葉恒通 17宝永030925

1706 永井直英 ■12宝永0310291706 酒井息昔 17

宝永0405131707牧野成央

9 蘇宝永05020917

08 酒井親愛 15宝永0504071708前田利理 10

宝永0505121708新庄直祐

17宝永0511251708

藤堂高敏 16宝永0512271708松浦郊 4元禄02㈱

1689遠藤常久 4元禄0206061689柳生俊方 17

元禄0304121690谷照想 1

7元禄0305291690 島津

惟久 15元禄030810169

0細川有孝 15元禄031110

1690桧平乗邑 5 蘇元禄0409141691五島盛佳 5

元禄0505091692遠藤胤親

10元禄0507091692

前田利昌 9元禄051220

1692松平忠雅 10元禄0612071693伊達村豊 12

元禄0703061694小堀政房

10元禄0706181694

京極高戎 3元禄0711121

694井伊直朝 15元禄0711

251694宗義方 ll元禄0796181694京極高通 4

元禄0802141695小出英及

2元禄0806051695

奥平昌成 2 蘇元禄080609

1695松平基知 17元禄0806191695永井直達 7

元禄0811021695前田利英

7元禄0811291695牧

野成春 14元禄09052316

96植村家敬 17元禄090704

1696立花鑑任 14元禄0907251696松平忠喬 15



延宝0610251678徳川綱豊 1

7延宝0706281679本多息国 p

14加転延宝071013167

9毛利元貿 10延宝08020

51680 綴田信休 3延宝0803291680 渡辺基踊 16

延宝0808071680 永井直円

10天和0102191681

保科正客 13天和0102271

681亀井玄親 13天和0102

271681酒井忠寛 16天和0107111681高木正陳 17

天和0202091682酒井忠其

12天和02022716821

毛利吉就 15天和020622

1682毛利高久 16天和0301261683小笠原長胤 16

天和0303111683 酒井忠胤

5天和0305021683

榊原政邦 9天和0305181

683 板倉玉東 15天和03062

91683 土井利知 ll天和0308031683 毛利匡広 9

月事0112121684 石川乗紀

ll貞享0209021685

石川稔茂 15貞享020922

1685 六郷政柄 ll貞事0210221685 佐久間勝玄 1

7点字0303041686堀親

常 13貞事0305271686

森長成 16貞事030528

1686酒井恩田 17貞事030

9251686板倉韮同 8点字0311 1686九鬼副隆 13

点字03悶03271686丹羽氏音

9貞事03082916

87松平信通 12貞事0308

291687松平忠之 14貞事0408251687那親祭徳 16

貞享0409271687細川利

昌 16元禄010216168

8 板倉盃冬 17元禄010223

1688 稲垣重富 16元禄0112 1688大関増恒 3寛

文1004181670高木正豊 9

寛文1110301671池田政

周 16寛文1112191671

阿部正邦 14寛文120209

1672於平信輝 13寛文1203051672 金森頼時 4

寛文1208061672 紘田長明

12寛文1210151672 奥

平昌章 5 蘇延宝01011916

73於平信利 15延宝010225

1673浅野細長 15延宝0105131673松平直丘 9

延宝0110271673小出英利

15延宝0112121673

土井利久 8延宝011225

1673相馬貞胤 15延宝0203181674京極高住 15

延宝0204071674松平定直 1

5延宝0204291674京極

高明 15延宝020723167

4牧野息辰 10延宝020809

1674新庄直矩 15延宝0211111674丹羽氏明 8

延宝0211161674内藤式倍 1

7延宝0303231675戸川

安風 5延宝0303231675

浅野長矩 9延宝030530

1675松平綱近 17廷宝0307061675遠山友春15

延



第15表 幼少年齢内訳

史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
)

年齢 人数 累

計1 2

22 10 12

3 ll 3

34 12

･455 16 61

6 17

787 18

968 1

8 1149

21 13510 22 157

ll .22

17912

24 19313 29 221

14 29251

1529280

1633-313

1733346

計346/

一〇
四

が
せ
'
後
に
八
〇
〇
〇
石
を
加
増
し
て
下
総
結
城
藩
主
と
し

た
｡
勝
等
の
父
勝
種
も
､
寛
文
三
年

二

六
六
三
)
二
月
に

父
勝
貞
の
病
死
に
よ
り
三
歳
で
家
督
を
継
い
で
お
り
､
二
代

に
わ
た
る
幼
少
相
続
と
な
っ
た
｡
勝
種
の
場

合
に
は
福
山
に

は
目
付
が
派
遣
さ
れ
､
延
宝
七
年

二

六
七
九
)

一
九
歳
に

な
っ
た
勝
種
が
福
山
に
初
入
国
す
る
ま
で
は
国
家
老
た
ち
が

藩
政
を
運
営
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
幕
府
は
幼
少
相
続
を
許
可
し
､
末
期
養
子
の
禁
を
緩
和
し
た
が
､

一
七
歳
以
下
の
養
子
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
'
結

果
と
し
て
無
嗣
断
絶
と
な
る
事
例
が
､
一四

1
件
も
あ
る
O
そ
の
う
ち
､
完
全
に
断
絶
し
た
の
は

l
六
件
で
あ
り
､
養
子
あ
る
い
は
新
恩
給

与
に
よ
り
名
跡
相
続
が
許
さ
れ
た
事
例
が

一
九
件

(減
封
四
件
･
減
転
封
五
件
･
旗
本
化
一
〇
件
)
と
な
っ
て
い
る
｡
た
だ
七
㌧
こ
の
場
合
の

改
易
理
由
は
無
嗣
で
あ
り
'
幼
少
を
理
由
に
改
易
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る

｡
つ
ま
り
'
幼
少
の
み
を
理
由

と
す
る
完
全
な
断
絶
は
皆
無
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
幼
少
相
続
の
場
合
に
転
封
で
対
処
さ
れ
た
事
例
は
多
い
｡

元
和
二
年

(
一
六
一
六
)
六
月

一
三
日
池
田
利
隆
が
三
三
歳
で
没
し
､
翌

一
四
日
酒
井
息
世

･
土
井
利
勝
を
上
使
と
し
て
遺
領
姫
路
播

磨
四
二
万
石
は
嫡
子
光
政

(八
歳
)
に
与
え
ら
れ
た
が
'
翌
年
に
は
幼
少
を
理
由
に
因
幡
鳥
取
三
二
万
石
に
減
転
封
と
な
っ
た
｡
寛
永
九

年

(
一
六
三
二
)
四
月
三
日
に
叔
父
池
田
忠
雄

(備
前
岡
山
三
二
万
石
)
が
三

一
歳
で
病
死
す
る
と
､
子
の
光
仲
が
幼
少

三
歳
)
の
た
め
因

幡
鳥
取
三
二
万
石
に
国
替
と
な
り
'
六
月

一
八
日
か
わ
り
に
光
政
が
備
前
岡
山
三
二



れ
た
が
､
幼
年
で
あ
る
た
め
下
総
相
馬
郡
内

1
万
石
に
減
転
封
と
な
っ
た
｡
定
義
が
元
和
三
年
に
加
増

1
万
石
で
摂
津
高
槻
に
移
さ
れ
た

時
'
公
儀
公
役
普
請
で
高
槻
城
の
大
修
築
が
な
さ
れ
て
お
-
､
岡
城
は
放
内
の
押
さ
え
と
し
て
重
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も

一
因
で
あ
ろ
う
｡
寛
永
五
年

二
六
二
八
)
二
月
に
は
祖
父
の
忠
功
に
よ
り
新
恩

一
万
五
〇
〇
〇
を
与
え
ら
れ
'
出
羽
上
山
二
五
〇
〇
〇

石
に
加
増
転
封
と
な
っ
た
｡

戸
田
松
平
康
直
は
寛
永

一
〇
年

(
1
六
三
三
)
二
月
二
五
日
に
1
七
歳
で
倍
液
松
本
七
万
石
の
逝
領
を
相
続
し
た
が
､
四
月
九
日
に
播

磨
明
石
七
万
石
に
転
封
と
な
っ
た
｡

桜
井
松
平
息
供
は
寛
永

一
六
年

二
六
三
九
二
二
月
三
日
に
六
歳
で
遠
江
掛
川
四
万
石
の
迫
領
を
相
続
し
た
が
'
侶
浪
飯
山
四
万
石
に

移
さ
れ
た
｡

小
笠
原
貞
信
は
寛
永

二
ハ
年
九
月
に
政
信
の
養
子

(実
は
祐
木
月
勝
の
長
句

母
は
信
之
の
娘
)
と
な
り
､
政
信
の
娘
を
室
と
し
た
｡
翌

1

七
年
九
月

一
四
日
に
一
〇
歳
で
下
総
関
宿
二
万
二
七
〇
〇
石
の
退
領
を
継
い
だ
が
､
幼
少
の
た
め
同
年
九
月
二
八
日
英
波
高
須
二
万
二
七

七
七
石
に
移
さ
れ
､
元
禄
四
年

二
六
九
こ

七
月
二
六
日
に
越
前
勝
山
二
万
七
七
七
七
石
に
移
さ
れ
た
｡

奥
平
松
平
忠
弘
は
正
保
元
年

二
六
四
四
)
五
月

1
八
日
に
1
四
歳
で
播
磨
姫
路

l
五
万
石
を
継
い
だ
が
'
慶
安
元
年

(
一
六
四
八
)
出

羽
山
形
延
沢
'
寛
文
八
年

二
六
六
八
)
八
月
三
日
下
野
宇
都
宮
､
天
和
元
年

二
六
八
一
)
陸
奥
白
河
と
移
-
'
元
禄
五
年

二
六
九
二
)

七
月
二
一
日
家
中
騒
動
の
結
果
城
地
没
収
'
五
万
石
を
削
り
閉
門
､
八
月

一
六
日
許
さ
れ
出
羽
山
形

一
〇
万
石
と
な
っ
た
｡

本
多
利
長
は
正
保
二
年

二
六
四
五
)
閏
五
月
二
六
日
に

一
一
歳
で
三
河
岡
崎
五
万
石
の
逝
領
を
継
い
だ
が
'
幼
少
の
た
め
同
年
六
月

二
七
日
遠
江
横
須
賀
四
万
三
四
四
〇
石
に
移
さ
れ
､
庶
兄
内
臓
助
久
に
四
五
六
〇
石
､
弟
式
部
利
朗
に
二
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
｡
天
和

二
年

(
一
六
八
二
)
二
月
二
二
日
領
内
の
仕
置
き
が
悪
く
､
巡
見
位
の
計
ら
い
も
不
届
き
と
の
理
由
で
所
領
没
収
'

1
二
月

1
七
日
に
許

さ
れ
て
出
羽
村
山

一
万
石
に
減
転
封
と
な
っ
た
｡

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
田
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
)

一〇
六

正
保
四
年

二
六
四
七
)
八
月
､
久
松
松
平
忠
志

(譜
代
)
は
幼
少
相
続

(五
歳
)
に
つ
き
'
美
濃
大
垣
五
万
石
か
ら
信
濃
小
諸
に
転
封

と
な
り
'
庶
兄
忠
利
に
五
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
て
四
万
五
〇
〇
〇
石
と
な
っ
た
｡

榊
原
政
倫
は
寛
文
七
年

二
六
六
七
)
六
月

一
九
日
に
三
歳
で
遺
領
播
磨
姫
路

一
五
万
石
を
継
い
だ
が
､
幼
少
の
た
め
越
後
村
上

一
五

万
石
に
移
さ
れ
た
｡

本
多
忠
孝
は
宝
永
元
年

二
七
〇
四
)
五
月

一
〇
日
に
七
歳
で
播
磨
姫
路

一
五
万
石
の
遺
領
を
継
ぎ
､
同
年
五
月
二
八
日
に
越
後
村
上

一
五
万
石
に
移
さ
れ
た
｡

太
田
資
晴
は
宝
永
二
年

(
1
七
〇
五
)
二
月
二
九
日
に
1
1
歳
で
駿
河
田
中
五
万
石
を
継
い
だ
が
'
同
年
四
月

1
二
日
に
陸
奥
棚
倉
五

万
石
に
移
さ
れ
'
享
保

二
二
年
九
月
二
二
日
に
上
野
館
林
五
万
石
'
同

一
九
年
九
月
大
坂
城
代
五
万
石
と
移
っ
て
い
る
｡

牧
野
成
央
は
宝
永
四
年

二
七
〇
七
)
五
月

一
三
日
に
九
歳
で
三
河
吉
田
八
万
石
を
継
い
だ
｡
祖
父
成
貞

(大
夢
)
が
後
見
し
た
た
め
こ

の
時
点
で
は
転
封
と
な
ら
な
か
っ
た
が
'
正
徳
二
年

(
1
七
一
二
)
六
月
五
日
に
成
貞
が
没
す
る
と
'
七
月

1
二
日
に
1
四
歳
で
あ
っ
た

成
央
は
日
向
延
岡
八
万
石
に
転
封
と
な
っ
た
｡

阿
部
正
鋲
は
宝
永
六
年

(
一
七
〇
九
)
四
月
二
五
日
に
一
一
歳
で
三
河
刈
屋

一
万
六
〇
〇
〇
石
の
家
督
を
継
い
だ
が
'
翌
年
五
月
二
三

日
に
上
総
佐
貫
に
移
さ
れ
佐
貫
城
の
再
興
を
許
さ
れ
た
｡

板
倉
真
治
は
元
禄

1
0
年

二
六
九
七
)
板
倉
重
冬

(伊
勢
亀
山
五
万
右
'
譜
代
)
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
'
宝
永
六
年

二
七
〇
九
)
五

月

一
九
日
に
一
三
歳
で
遺
領
を
継
い
だ
が
'
翌
年

一
月
二
六
日
に
桧
平
乗
邑
と
交
替
し
て
志
摩
鳥
羽
に
転
封
と
な
-
'
享
保
二
年

二
七

1
七
)

二

月

1
日
再
び
伊
勢
亀
山
五
万
石
に
移
さ
れ
た
｡
子
の
勝
澄
は
同
九
年
三
月
九
歳
で
遣
領
を
継
い
だ
が
'
そ
の
時
は
転
封
に
は

な
ら
な
か
っ
た
｡

石
川
稔
慶

(譜
代
)
は
宝
永
七
年

(
一
七
一
〇
)
一
〇
月
二
三
日
に
七
歳
で
山
城
淀
六
万
石
を
継
い
だ
が
'
翌
年
二
月

一
五
日
に
備
中



牧
山
に
転
封
と
な
り
'
延
享
元
年

(
1
七
四
四
)
三
月

一
日
に
伊
勢
亀
山
六
万
石
に
移
さ
れ
た
o

以
上
の
よ
う
に
'
い
ず
れ
も
要
衝
の
城
地
の
幼
少
相
続
の
場
合
は
転
封
と
い
う
原
則
が
確
認
で
き
る
｡
し
か
も
､
池
田
家
の
事
例
以
外

(18
)

は
い
ず
れ
も
譜
代
大
名
で
あ
る

｡

幼
少
相
続
の
際
の
問
題
は
､
改
易
よ
り
む
し
ろ
転
封
に
あ
り
'
外
様
大
名
よ
り
は
む
し
ろ
幕
府
の
要
職

に
つ
い
た
-
､
要
衝
の
城
を
預
か
る
譜
代
大
名
が
頻
繁
に
転
封
処
分
と
な

っ
た
の
で
あ
る
｡
つ
ま
り
'
幼
少
相
続
に
伴
う
転
封
は
､
大
名

に
対
す
る
統
制
的
側
面
を
強
調
す
る
よ
-
は
'
幕
府
内
部
の
問
題
､
言
い
換
え
れ
ば
幕
肘
機
構
の
維
持
策
の

一
環
'
あ
る
い
は
幕
藩
公
儀

秩
序
の
強
化
政
策
と
捉
え
る
方
が
本
質
的
な
の
で
あ
る
.
こ
の
見
解
は
､
幕
府
が
幼
少
大
名
の
袋
封
謝
礼
時
に
家
老
の
将
軍
拝
謁
を
許
し

て
幼
少
大
名
の
守
立
て
を
命
じ
､
幕
藩
公
儀
の
構
成
員
た
る
大
名
の
資
質
を
欠
い
た
幼
少
大
名
に
後
見
人
を
選
ん
で
付
け
'
場
合
に
よ
っ

て
は
国
日
付
を
派
遣
し
て
幕
藩
公
儀
の
秩
序
強
化
を
は
か

っ
た
政
策
に
通
底
す
る
方
針
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ

る

｡
註

(第
四
章
)

(-
)
三
上
参

次

r江戸
時
代
史
l

上
巻

(冨

山
房
､

1九四
三
年
､
二

三
八
頁

)｡

(2
)
藤
野
保

｢新
訂
幕
藩
体
制
史
の

研究し(吉
川
弘

文館
'一
九

六
一

年
)
0

(3
)
慶
長
五
年
か
ら
八
年
の
間
で
は
'
慶
長
七
年

一
〇
月

一
八
日
に
二

1
歳
で
没
し
た
小
早
川
秀
秋

(備
前
岡
山
五
】
万
石
)
の
無
嗣
断

絶
が
一
件
あ
る
｡

(4
)
競
群
昏
類
従
完
成
会

r断
家
譜
｣
巻

一
四
O

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
態
に
関
す
る
韮
礎
的
研
究

(福
田
)

(5
)
同
右

｢断
家
譜
】
巻
二
四
｡

(6
)
r大
日
本
近
世
史
料
細
川
家
史
料
｣
那

1
'

二
二

一号
｡

(7
)
r大
日
本
史
科
し

一
ニ
ー
三
三
'
元
和
六
年
三
月

一
七
日
の
条
｡

(8
)
中
田
茄

｢徳
川
時
代
の
養
子
法
｣
r法
制
史
論
処
]
節

1
巻
､
四
二

五
頁
｡

(9
)
小
柴

良介
｢末

期
養
子
の
禁

緩
和
に
関

する一
考察
｣
｢畠
撃
飽
史

学
]
二
､

1
九
八
七
年
)｡

尚
､
末
期

恭子
の
禁

に関す
る
研
究
史

に
つ
い
て
は
､
小
柴
論
文
を
参
照
し
て
い
た
だ

きた
い
O

(10
)
小
柴
氏
は
､
山.見
永

1
四
年
本
多
政
武
が
無
嗣
断
絶
し
た
事
例
を
最

一
〇
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

(
一
九
九
八
)

後
に
'
｢無
嗣
断
絶
と
な
っ
て
い
る
大
名
で
名
跡
を
許
さ
れ
な
か
っ

た
の
は
､
す
べ
て
幼
少
に
し
て
死
亡
し
た
も
の
ば
か
り
｣
(七
六
貢
)

と
説
明
し
て
い
る
が
'
池
田
長
骨
の
場
合
は
名
跡
相
続
で
は
な
く
'

既
に
別
家
と
な
っ
て
い
た
弟
長
常
に
新
た
に

一
〇
〇
〇
石
が
与
え

ら
れ
た
も
の
で
'
系
図
上
で
も
長
常
は
別
家
と
な

っ
て
い
る
｡
ま

た
､
末
期
養
子
の
禁
積
和
後
も
'
無
嗣
に
よ
り
完
全
に
断
絶
と
な

っ
た
事
例
が
あ
る
こ
と
は
本
文
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
｡

(
11
)

一
柳
直
盛
は
天
正

】
八
年

(
一
五
九
〇
)
に
豊
臣
秀
舌
か
ら
尾
張

黒
田
三
万
石
を
与
え
ら
れ
､
文
禄
元
年

(
1
五
九
二
)
五
〇
〇
〇

石
を
加
増
さ
れ
､
慶
長
六
年

一
万
五
〇
〇
〇
石
を
加
増
さ
れ
伊
勢

神
戸
に
移
さ
れ
､
寛
永

二
二
年

二

六
三
六
)
に
一
万
八
〇
〇
〇

石
を
加
増
さ
れ
伊
与
西
条
六
万
八
〇
〇
〇
石
と
な
り
'
こ
の
時
加

恩
の
う
ち
か
ら
五
〇
〇
〇
石
を
二
男
直
家
に
分
知
し
た
｡
同
年

一

一
月
直
盛
の
遺
領
の
う
ち
嫡
子
直
垂
が
三
万
石
を
継
ぎ
'
二
男
直

家
に
二
万
三
六
〇
〇
石

(計
二
万
八
六
〇
〇
石
)､
三
男
直
頼
に
一

万
石
を
分
知
し
た
｡
し
た
が
っ
て
'

一
柳
家
の
場
合
は
外
様
で
は

あ
る
が
新
知
加
増
を
受
け
て
お
り
､
本
知
三
万
石
と
の
意
識
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(1
)
石
井
良
助

r日
本
相
続
法
史
)

1
四
八
～
五
〇
頁
｡

(13
)
同
右
｡

一
一
三
貢
｡

一〇
八

(14
)
藤
野
保
氏
前
掲
杏
の
巻
末
表

(三
九
貫
)
で
は

｢死
亡
｣
を
理
由

と
し
て
い
る
が
､
二
六
〇
頁
で
は

｢大
島
光
義

(美
浪
問
)
が
死

去
L
t
嗣
子
幼
少
の
た
め
改
易
せ
ら
れ
た
｣
と
し
て
い
る
｡

(
15
)
同
様
に
'
成
田

･
近
藤

･
仁
賀
保

･
松
下
の
四
家
に
つ
い
て
は
､

藤
野
保
氏
前
掲
書
二
一
七
頁
｡

(
16

)

恩
給
は
家
康

･
秀
忠
の
覚
え
が
よ
く
'
同

一
九
年
に
実
父
大
久
保

忠
隣
の
改
易
に
際
し
て
一
旦
は
駿
肘
の
町
屋
に
敷
居
を
命
じ
ら
れ

た
が
､
｢恩
給
は
石
川
の
家
督
で
あ
れ
ば
､
息
隣
の
緑
座
に
は
関
わ

ら
ず
｣
と
し
て
'
大
坂
の
陣
へ
の
従
軍
を
許
さ
れ
､
そ
の
後
､
豊

後
日
田
六
万
石
'
下
絵
佐
倉
七
万
石
､
近
江
膳
所
七
万
石
と
､
幕

府
の
要
衝
の
地
を
転
々
と
し
た
｡

(.17
)
進
士
慶
幹

r近
世
武
家
社
会
と
諸
法
度
J
(学
陽
重
厚
､

一
九
八
九

年
'
四
二
～
四
四
貢
)
｡

(
18
)

外
様
大
名
で
は
'
織
田
信
休

･
九
鬼
久
隆
の
事
例
を
幼
少
に
よ
る

転
封
と
す
る
場
合
も
あ
る
が
'
こ
れ
は
い
ず
れ
も
家
中
騒
動
が
原

因
と
な
っ
て
い
る
｡



五

お
わ
り
に

本
稿
で
は
'
近
世
前
期
の
大
名
相
続
の
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
'
そ
の
多
様
な
相
続
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
｡
節

一
章
で

は
武
士
相
続
の
用
法
を
整
理
し
'
第
二
串
で
は
大
名
の
逝
領
相
続
と
家
督
相
続
の
関
係
を
論
じ
'
近
世
前
期
に
お
け
る
隠
居
に
対
す
る
認

識
の
変
化
が
家
綱
期
以
降
の
隠
居

(家
督
相
続
)
の
増
加
現
象
を
も
た
ら
し
た
点
を
指
摘
し
た
0
第
三
尊
で
は
単
独
相
続
と
分
知
相
続
の

関
係
を
論
じ
､
近
世
前
期
の
大
名
相
続
に
お
い
て
分
知
が
広
範
に
み
ら
れ
る
点
'
ま
た
近
世
前
期
に
は
嫡
出
長
子
単
独
相
続
が
確
立
し
え

な
い
状
況
に
あ
っ
た
点
を
確
認
し
た
｡
第
四
章
で
は
､
断
絶
の
観
点
か
ら
相
続
の
問
題
を
検
討
し
'
幕
府
の
大
名
相
続
に
対
す
る
基
本
方

針
が
幕
藩
公
儀
の
秩
序
の
安
定
化
に
あ
っ
た
点
を
確
認
し
た
｡
本
稿
の
作
業
を
通
じ
て
結
論
的
に
特
に
強
調
し
た
い
の
は
'
幕
府
法
に
お

い
て
嫡
出
長
子
単
独
相
続
が
確
立
し
た
と
す
る
見
解
は
'
大
名
の
相
続
に
限
定
し
て
検
討
す
る
限
り
'
少
な
く
と
も
近
世
前
期
に
は
法
的

に
も
実
態
的
に
も
成
立
し
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
｡

な
ぜ
な
ら
､
嫡
出
長
子
単
独
相
続
が
確
立
し
､
幕
府
も
こ
の
相
続
形
態
を
支
持
し
た
と
す
る
理
解
に
立
つ
限
り
､
近
世
前
期
に
嫡
庶
長

幼
の
序
を
め
ぐ
る
後
継
争
い
が
多
く
展
開
し
､
そ
れ
に
対
し
て
幕
肘
が
柔
軟
な
対
応
を
見
せ
て
い
る
事
実
や
'
近
世
初
期
に
庶
子
相
続
が

広
範
に
見
ら
れ
る
実
態
､
近
世
前
期
に
多
-
見
ら
れ
た
分
知
相
続
に
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
叔
父

･
甥

･
益
子
等
へ
の
分
知
形
態
が
み
ら
れ
る

点
､
あ
る
い
は
末
期
養
子
の
禁
緩
和
後
も
幼
少
相
続
が
忌
避
さ
れ
'
家
綱
期
以
降
に
中
継
相
続
や
嫡
孫
承
祖
の
相
続
形
態
が
定
着
す
る
と

い
っ
た
問
題
を
歴
史
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
｡

い
わ
ば
本
稿
は
､
右
に
述
べ
た
諸
問
題
を
総
合
的
に
解
明
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
で
あ
っ
た
｡
そ
の
過
程
で
抽
出
さ
れ
た
概
念
自
体
は

ほ
と
ん
ど
既
知
の
も
の
だ
が
'
実
態
の
分
析
に
基
づ
く
歴
史
的
な
概
念
へ
の
改
訂
を
進
め
た
つ
も
-
で
あ
る
｡
そ
の
上
で
､
極
め
て
多
様

な
現
象
を
単
純
に
理
論
化
す
る
の
で
は
な
-
'
複
雑
さ
の
概
念
を
兄
い
だ
し
つ
つ

｢
ゆ
ら
ぎ
｣
の
構
造
を
描
-
こ
と
が
現
代
の
歴
史
学
研

近
世
前
期
大
名
相
続
の
実
他
心に
関
す
る
基
礎
的
研
究

(福
凹
)

1
〇
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
九
号

二
九
九
八
)

一
一
〇

究
に
求
め
ら
れ
た
課
題
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
観
点
か
ら
､
本
稿
で
検
討
し
た
事
例
の
理
論
化
を
試
み
る
な
ら
ば
'
構
庶
長
幼
の
序
を
固
定
化

し
た
秩
序
と
し
て
理
解
す
る
見
解
を
改
め
､
賄
庶
長
幼
は
大
名
相
続
を
決
定
す
る
上
で
の
変
数
と
捉
え
､
姉
庶
長
幼
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合

わ
せ
に
よ
っ
て
相
続
の
正
当
性
を
説
明
す
る
対
立
的
要
素
と
し
て
支
持
層
を
変
化
さ
せ
'
大
名
相
続
の
実
態
を
複
雑
化
さ
せ
る
構
造
を
成

立
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
こ
の
見
通
し
の
も
と
に
'
対
立
す
る
要
素
の
支
持
集
団
､
共
同
体
的
利
害
の
分
析
を
進
め
る
こ
と
が
次

の
課
題
と
な
る
｡
具
体
的
に
は
､
諸
藩
で
生
じ
た
後
継
争
い
の
展
開
に
規
走
性
を
与
え
る
原
理
の
対
立
構
造
を
親
族
集
団

･
家
臣
団
の
問

題
を
組
み
込
み
な
が
ら
総
合
的
に
解
明
し
'
そ
れ
に
対
す
る
幕
府
の
方
針
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か
を
幕
藩
政
治
史
の
歴
史
的
展
開
の

な
か
で
追
究
す
る
こ
と
で
あ
る
が
'
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
満
を
用
意
し
て
い
る
｡

な
お
､
本
稿
で
は
具
体
的
な
事
例
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
る
よ
う
賓
め
た
が
､
あ
-
ま
で
も
個
人
レ
ベ
ル
の
手
作
業
な
の
で
､
不
十
分

な
点
が
多
々
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
｡
記
事
の
遺
漏
'
誤
記
､
事
実
誤
認
な
ど
が
あ
れ
ば
､
ご
教
示
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

あ
る
｡

最
後
に
､
本
稿
の
主
題
か
ら
は
や
や
敗
れ
る
が
'
本
稿
で
の
作
業
は
近
世
前
期

(
一
六
〇
三
～
一
七
〇
八
)
の
大
名
の
部
分
的
な
デ
ー
タ

分
析
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
｡
こ
れ
を
中
後
期
に
拡
大
し
て
'
近
世
初
期
か
ら
幕
末
ま
で
を
見
通
し
た
実
態
分
析
を
進
め
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
そ
の
た
め
に
は
'
ま
ず
大
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
が
必
要
と
な
る
が
'
約
五

〇
〇
〇
件
と
推
定
さ
れ
る
全
大
名
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
個
人
研
究
で
進
め
る
の
は
過
重
な
負
担
で
あ
る
し
'
ま
た
デ
ー
タ
の
共
有
化
の
要

請
の
高
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
点
か
ら
考
え
て
も
個
人
研
究
で
進
め
る
べ
き
作
業
と
は
思
わ
れ
な
い
｡
.今
後
は
'
大
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
構
築
を
初
め
と
し
て
'
日
本
史
研
究
の
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
べ
き
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を
組
織
的
に
進
め
'
広
-
公
開

･
共
有
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
本
研
究
の
成
果
が
､
歴
史
研
究
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
有
効
性
を
測
る
試
金
石
と
し
て
の
事
例
の
提

供
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
｡




